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「ほんとうに、大丈夫なの？」

　不安げな顔でカリーヌが尋ねると、十六歳のサンドリオンは大きくうなずいた。辺りには鬱うつ蒼そうと木々が生い茂っている。二人は、木の根や深い草に足をとられながら、寄り添うようにして森を縫う獣道を歩いていた。

　金色に輝く美しいブロンドの下、ブルーの瞳ひとみに憂いを宿しながら、カリーヌは不安げにサンドリオンの腕に自分の腕をからませた。

「ねえ。大丈夫かしら。わたし、心配だわ」

　木の隙すき間まから、城の尖せん塔とうがのぞいていた。サンドリオンは、ちらっとそちらを見やり、笑みを浮かべた。

「この森なら大丈夫さ。木が、秘密を抱えた恋人たちを隠してくれる」

「そうかしら。だって貴族のかたって、離れていても相手の居場所がわかったりするんでしょう？」

「そんな便利な魔法はないよ！　心配性なんだねきみは。あんなに情熱的なダンスを踊るくせに！」

　それでもカリーヌの不安はおさまらないようだ。身を小さくさせて、ぴたりとサンドリオンに寄り添う。腕越しに、柔らかいカリーヌの感触が伝う。

　そうしているカリーヌは、ダンスのときの、美の女神のような自信や雰囲気が微み塵じんもなくなっていた。そこにいるのは、怯おびえる十七歳の少女だった。

　ひとつ年上の美しい少女の顔を、サンドリオンは飽きることなく眺め続ける。少し垂れ下がった瞳ひとみが、不安の影で揺れている。夜に見る湖のように、光を失っていた。だが、美しくないというわけではない。カリーヌの瞳に宿る不安の影は、出会ってからのどんな瞬間より、激しくサンドリオンの心をわしづかみにした。

　こうやって歩いているだけでも、緊張で這はい上がった胃袋が喉のどから飛び出てしまいそうに感じる。手は汗ばみ、サンドリオンはひっきりなしに唾つばを飲み込んだ。

「ねえピエール。もし、あなたのお父さまや、召使いのかたたちに見つかったら、わたし殺されてしまうわ」

「おおげさだな！」

　サンドリオンは笑った。でも、カリーヌは笑わない。

「だって、わたしは旅芸人の娘で、あなたは貴族の領主さまなのよ」

「領主は父だよ」

「同じようなものよ」

「あんな素晴らしいダンスを踊るくせに、きみは臆おく病びようなんだな！」

　すると、カリーヌは困ったように垂れた目じりをさらに下げた。ひとつ年上のはずなのに、なぜかそうしていると三つも四つも、年下のように見えた……。

　二人が出会ったのは、つい一週間ほど前のこと。サンドリオンの父が治める領地の宿場町にやってきた旅芸人一座の、看板娘がカリーヌだった。

　おっとりした顔にもかかわらず、激しいカリーヌのダンスはたちまち領内中の評判となり、この土地を治める領主の息子であるサンドリオンの耳にもその日のうちに届いたのだった。

「わたしの踊りなんてたいしたものじゃないわ。貴族のかたって、お世辞が上手なのね」

「お世辞なんかじゃない。ほんとにそう思ったんだ」

　宿場町の広場で見たカリーヌのダンスを、サンドリオンは一生忘れないだろうと思う。まるで、生がほとばしるような踊りだった。カリーヌが激しく手を動かすたびに辺りの空気に色がつき、軽やかなステップを踏むたびに、サンドリオンの心にその動きが刻み込まれていったのだった。

　そんな風に、ぼーっとしながら歩いていたものだからサンドリオンは木の根っこにけつまずいた。そっとカリーヌが手を差し出して支える。

「ごめん」

「いいのよ。あなた、そそっかしいのね。初めて会った晩と同じだわ」

　そこでカリーヌは、今日初めての笑顔を見せた。

　サンドリオンは頬ほおを赤らめる。

「でも、うっかりしていてよかったよ」

　サンドリオンは言った。

「どうして？」

「だって、おかげできみと知り合うことができた」



　カリーヌのダンスを見てしまったサンドリオンは、熱に浮かされたようになって、変装して一座の天幕の前でカリーヌを待ち続けたのであった。

　座長が現れ、サンドリオンに『何か用か』と尋ねた。そのときサンドリオンは、頭からすっぽりと被かぶる粗末な服に身を包んでいたので、おそらく座長は、サンドリオンを見て物もの乞ごいとでも見当をつけたのだろう、居丈高になって追い払おうとしたのだった。

『お前にやるものなどない！　いいからあっちにいけ！』

　まさか自分はこの土地の領主の息子だと言うこともできずに、サンドリオンが立ちつくしていると、一座の連中が得物を持ってやってきて、サンドリオンを取り囲んだ。

　思わず口から『おい、やめろ！　無礼者！』なんて言葉が飛び出してしまった。激高した一座の連中が、手にした箒ほうきや棒や、果てはドラムを叩たたくスティックでサンドリオンに殴りかかってきた。貴族とばれては困るので、杖つえも置いてきてしまっていた。それでも、体術の心得があったので、サンドリオンは相手の攻撃をかわしていた。

　名乗るわけにも、反撃するわけにもいかずに、一座の連中の攻撃をかわし続けていたら、天幕が開いてカリーヌが姿を現したのである。

　胸が一瞬で高鳴り、身体からだが硬直した。その瞬間、後頭部にすりこぎの一撃を受け、サンドリオンは昏こん倒とうしたのだった……。

　目を覚ますと、そこには心配そうなカリーヌの顔があった。目じりの垂れた、青い瞳ひとみ。ぽってりとした唇。自分は天幕の横のボロ布の上に横たえられていたのだ。

　かたちのいいカリーヌの唇が動き、『大丈夫？』と、言葉になった。サンドリオンが、何も言えないでいると、『あんなところで何をしていたの？』と尋ねてきた。

　サンドリオンは、痛む身体に耐えながら、

『きみに会いにきた』と言った。

　すると、カリーヌの目が大きく見開いた。そして、サンドリオンに向かって、

『待ってたわ』と、言ったのだった。

　その言葉で、サンドリオンは天にも昇るような気持ちになった。

『明日の夜、会えるかい？』

　カリーヌは、ちょっと目じりを下げて、悩むように首をかしげたあと、

　にっこりとほほ笑んで、こくりとうなずいた。

　そして、サンドリオンは翌日の夜、今二人で歩いているこの森でカリーヌとおちあい、自分の素姓を告げ、愛を打ち明けたのである。



「今でも信じられないんだけど」

　サンドリオンは、今度は転ばないぞと、慎重に下を見ながら言った。

「なにが？」

「よく、あれだけ激しいダンスをしながら、ひとりひとりの顔がわかるね」

「だって、そんなにお客さんがいるわけじゃないし……。あんなに夢中になって見つめられたの、初めてだったんだもの」

　そう言ってカリーヌは、はにかむような仕草を見せた。

　サンドリオンにはそんなカリーヌが、たまらなく可愛かわいく見えた。自分が一目見ただけで恋に落ちたのと同様、彼女も恋に落ちていたのだ。

　それからまた不安げに、カリーヌは瞳ひとみを伏せる。あれから一週間、二人が会うのは、いつも夜だった。闇やみが二人の姿を隠してくれるからだったが……、今日は珍しく昼間である。

「どこまで歩くの？」

「もう少し」

　一座が休みの今日を選んで、この森の奥まで来たのにはわけがあった。

　やっとのことで、獣道が途切れ、開けた場所についた。

　光にあふれたそこを見て、カリーヌは感嘆のため息を漏らした。

「きれい……」

　そこは、二十メイル四方ほどの森のオアシスだった。小さな、澄んだ水をたたえた泉が開けた場所の真ん中にあって、その周りを苔こけむした岩が取り囲んでいる。その周りには花が咲き乱れ、蜜みつと水を求めて蝶ちようが舞い飛んでいた。

「秘密の場所なんだ」

　得意げに、サンドリオンは言った。

「すばらしいわ！　わたしこんなきれいなところを見るの初めて！」

　カリーヌは、思わず手を叩たたいて言った。すっかり先ほどの憂いが消えて、いつもの朗らかな笑顔が戻っていた。その笑顔を見ると、サンドリオンはほっとしたような気持ちになった。

「ここに誰だれかを連れてきたのは初めてだよ」

　そう言うと、カリーヌは目を輝かせた。まあ！　と叫んで、サンドリオンに抱きついてくる。さっきは、まるで泣きそうな顔だったのに、嘘うそのような笑顔だ。

「じゃあ、ここはわたしとあなたしか知らないのね？」

「そうとも」

「まるで夢のような場所ね」

「女の子って不思議だな」

「どうして？」

「さっきは泣きそうな顔だったのに、今はまるで花が咲いたみたいに笑ってる」

　カリーヌは、手て頃ごろな石に腰かけると、泉を見つめた。

「だってこの場所、一目で気に入ってしまったんだもの」

　サンドリオンは、その肩に手を置いた。カリーヌは、目じりを思い切り下げて振り返る。



    

  
    
      



    

  
    
      「ねえ、ひとつ約束して」

「いいとも。なんでも約束する」

「ううん。ひとつだけでいいの。たったひとつだけ」

「言ってごらんよ」

「この場所にいるときだけ、わたしのことを忘れないで欲しいの」

　目をつむり、カリーヌは言った。

「いつだって、きみのことを忘れないよ」

　するとカリーヌは、首を振った。

「いいわ。ここにいるときだけで。その代わり、ここをあなたとわたしだけの場所にして。そうしてくれたら、わたし、ほかになにもいらないわ」

　なんだかサンドリオンは、寂しさと喜びがないまぜになったような、不思議な気持ちになった。気づくとカリーヌを強く抱きしめていた。

「きみがとても好きなんだ」

「わたしもよ。あなたのことが大好き」

　サンドリオンは唇を重ねた。カリーヌは、優しく、サンドリオンの唇を包むようにしてキスを返してきた。

　出会ってからまだ一週間しかたっていないのに、サンドリオンはもう何年も前からここでカリーヌと逢あい引びきを重ねていたような、そんな気持ちになった。



    

  
    
      


第一章　王への報告





　サンドリオンは、痛む頭を押さえながら目を覚ました。

「またカリーヌの夢を見ちまった……」

　昔の恋人……、自分が唯一愛した女性。

　そして、この手にかけてしまった女性。

　だが……、今は謎なぞの女。

　街ひとつを死者の軍団に変えた、悪魔のような女……。

　先ほど見た夢の中の彼女と、ついこないだ見た彼女とがうまく結び付かない。姿かたちは同じなのに、中身はまるで違う。なにがあったんだろう？　そんな風に頭を抱えていると、すぐそばからぷるぷると何かが震える気配が伝わってきた。

　ん？

　ふと横を見ると、カリンが身を縮めて震えているではないか！

　えっと……、どうしてこいつがここに寝てるんだ？　辺りを見回すと、ここは宿屋の一室だった。そうだ、今現在自分たちは、マリアンヌの護衛としてトリスタニアに戻る最中なのだった。外には、一個連隊が駐屯し、マリアンヌの部屋は厳重な警護が施されている。

　自分たちは、疲れを癒いやすために部屋が与えられたのだった。確か、ナルシスとバッカスが隣の部屋で寝ていて、自分たちはこの部屋で……。

　でも、なんでおれの隣に寝てるんだよ！

　隣のベッドで寝ていたはずじゃないのか？

　サンドリオンは思わず口を押さえ、昨晩の夢を反はん芻すうした。

　えっと……、キスのあとは……。

　割と大人おとなな時間が待ってたわけで。

　そんでおれはもしかして。またまた寝ぼけてこいつに……。

　サンドリオンは頭を抱えると、絞り出すような声でカリンに言った。

「お前……、なんでここにいるんだよ……」

　すると、カリンは泣き出しそうな声で、

「さ、昨晩貴様がうなされて寝ていたからだッ！　し、心配になって声をかけたんだッ！」

　顔がどんどん青ざめていく感触が、サンドリオンの心を凍らせていく。

　お、おれってやつぁ……、また“〝少年”〟相手に……。

「『だいじょうぶか？』ってぼくは尋ねた！　でも、ちゃんと警戒していた！　一メイルは離れていたんだ！　それなのに貴様ときたら……」

「おれときたら……？」

「こういきなりぐっと腕をつかんで引き寄せて！　すごい力で！　そんでもってこのぼくをベッドに引きずりこんでッ！」

「……で？」

「キ、キキキキ……、キスを……ッ！」

「……もうほんと、すまんかった。死んどくな、おれ」

「まだ死ぬなぁああああああああああああああああッ！」

　カリンは振り返ると、桃髪を逆立たせ、拳こぶしを握りしめて、サンドリオンを睨にらみつけた。

「この話を聞いてからにするんだ。いいな？」

　その形相に、サンドリオンはうなずいた。

「お、おおおおおお、お前の指の動きはなんなんだッ！　こう、ぼ、ぼくの胸をだな、なんていうか、円を描くように、ま、ままままままままままま、真ん中を触らないように、え、ええええええええええ、えんえんとぉ……」

　サンドリオンは顔を真っ赤にさせた。

「お、おれ……、お前にそんなテクニックまで披露してたのか……」

　カリンはぽかぽかと、まるで少女のようにサンドリオンを殴りつけた。

「お前のせいで眠れないしッ！　なんか身体からだはびりびり震えるしッ！　なんなんだッ！　お前はッ！」

「……もう、おれがうなされてもほっとけよ。正直、睡眠中まで行動に責任が持てない」

　カリンは、は！　といった顔になり、こくこくと何度もうなずいた。

　サンドリオンは起き上がると、服を身につけ始めた。といっても、ほとんど着たままなので、手早く準備は終わった。カリンも普段着のままベッドに入ったので、マントをつければ準備は完了である。

　二人は、階下へと下りた。外に出ると、街道を埋め尽くすほどに兵隊があふれていた。先に起きていたらしいバッカスとナルシスが駆け寄ってくる。

「いよう！」

　そこで二人はカリンが真っ赤な顔をしていることに気づき、

「おいどうしたカリン？　顔が赤いぞ」

「……な、なんでもない」

「熱でもあるのか？」

　カリンは昨晩のサンドリオンの指を思い出し、ぷるぷると首を振った。

「なんだ？　もしかして、サンドリオンになにかされたのか？　お前、男にしておくにはもったいない顔をしているからなあ！」

　笑いながらバッカスが言ったら、カリンは顔を押さえて駆け出してしまった。

「え？」

　そこでバッカスとナルシスは、顔を見合わせるとサンドリオンの方を向いた。こっちはこっちで、なんだか青い顔。

　バッカスとナルシスの二人は、顔から血の気が引いていくのを感じた。

「お、お前……、まさか……、女に興味ないのは知ってたが、その、まさか……、そっちなのか？」

　サンドリオンは首を振った。

「ち、違う！　そうじゃない！」

「でも確実に手ぇ出してるじゃん！　あいつのあの態度！　お前やばいよそれ！　神様聞いたら確実に怒っちゃうよ！」

　二人は、身体からだを寄せ合ってぶるぶる震えながら絶叫した。

「違うんだ。まあ聞け」

　こほんと、サンドリオンは咳せきをかますと、必死になって表情を取り繕った。

「寝ぼけてたんだ」

「お前、だって女嫌いじゃ……」

　そこでナルシスが真顔になった。

「昔の恋人と、間違えたってやつか？　夢の中で」

「そんなところだ」

「あんなちびっこだったのか？」

　昔の恋人の話は聞いていても、容姿までは知らないナルシスはサンドリオンに尋ねた。

「いや……、全然違う」

「そうだよな……。お前の話だと、その怪しげな元恋人は、ふくよかで優しそうな美女だって話だしな」

　すると、サンドリオンは黙ってしまった。

「……お前、もしかしてまだ」

　心配そうな顔でナルシス。

「いや、それはない」

「だがな、うーむ……。とにかくなんだ、その話は報告するなよ。ここだけにしておけ。いいな？」

　サンドリオンは返事をしなかった。なんだかそんなやり取りがよく呑のみ込めていないバッカスは、わかったような顔でうんうんと隣でうなずいていた。



　さて一方……。顔を真っ赤にして駆け出したカリンは、遠くまでくるとはぁはぁ、と思い切り息をついて立ち止った。

　うううう……、あんなことをされたあとで、知ってる顔に出会うと、普通じゃいられないわ……、と口の中でつぶやく。

「なんなの！　あいつ！」

　思い切り絶叫したあと、辺りをきょろきょろと見回す。そんな自分を、街道にたむろしている兵隊たちが怪け訝げんな目で見つめている。

　やばい、と思ってぴょこんと背筋を伸ばし、

「ぼくは男だぞ！」と言い放つ。すると兵隊たちは、妙な貴族と関かかわることを恐れたのか、目を逸そらす。

　でも、胸のドキドキは収まらない。こうしていても、思い出すのはサンドリオンのキスと指……。

　ぐぐぐぐ……、とカリンは拳こぶしを握りしめた。

　というか、悔しいのはサンドリオンにそんなことをされたことではない。

　逃げようと思えば、いくらでも逃げられたじゃないの！

　手をがしっとつかまれたとき、振りほどこうと思えば振りほどけた。でも、その瞬間、あ、やっぱり、とか思ってしまったのだ。思えば、サンドリオンがうなされているとき、そのままそっとしておけばよかったのだ。

　カリンは青くなった。

　どこかで、ああいうのを期待しているわたしがいる……。

　そしてそして、もうひとつ許せないことが。

　キスされて、またか！　と腹が立って、というかほかの女と間違えてるし、好きでもなんでもないし！

　それなのに、頭をなでられたら幸福感が身体からだに満ちてしまったことである。

『おれ、こんなに幸せでいいのかな』なんて、ついぞカリンが聞いたことのない優しい声で言いながら、頭をなでられたらなんだか頭がぼーっとしてしまったのだった。

　昔の恋人には、そんな優しい声をかけたのねまあ別にいいわよわたしあなたの恋人でもないしそのうえこっちのこと男だと思ってるし終しまいにゃオカマまで言われたし！

　それなのに、なんだかぽけ っと頭の中に花が咲いたみたいになった自分が恥ずかしい。その上……、それからのサンドリオンの指の動き……。自分の胸の上を、よどみなく流れていった指を思い出し、カリンは悶もん絶ぜつして死にそうになった。

　大人おとなになったらあんなことをするというのなら、わたしは絶対に大人になんかならないわ。あんなこと毎日されて、あんな気分になったら、きっと神さまがお赦ゆるしにならないもの。

　やっぱりあいつはだめよ。

　わたしがなんとかしないと、今度の事件だって解決できないわ！

　そうよ！

　カリンは昂こう然ぜんと頭を持ち上げた。

　わたし、騎士になるんだから！

　立派な騎士に。

　王国一の騎士に！

　こんな……、なんていうの？

　あんなね、昔の女にメロメロの酒びたりのろくでなしに間違いで触られて頭ン中にお花咲かせている場合じゃないの。

　とろけてる場合じゃないの！

　カリンはすらりと杖つえを引き抜いた。周りにいた兵隊たちが、ひっ！　と叫んであとじさる。

「ぼくは騎士になるんだッ！」

「が、がんばってください！」

　カリンは見事な動きで騎士の礼をとった。そうしているときのカリンは凛り々りしく、また若々しい気品にあふれていた。

　そうしたポーズをとっていると、カリンの心の中に勇気と夢がなだれ込んできた。大丈夫……、わたしは、大丈夫！

　そう自分に言い聞かせていると、女官がカリンを呼びに来た。

「ああ、ここでしたか！　ド・マイヤール殿！」

「なにごとですか？」

「姫殿下がお召しをご希望でございます」

　女官に連れられて王女の部屋に行くと、マリアンヌがベッドから跳び起きてきた。クリーム色の寝間着姿の王女は、子ウサギのように激しく愛らしく、カリンは思わず頬ほおが緩んだ。

「カリン！　カリン！　どうしてわたしのそばにいてくれないの！」

　そう泣きわめきながら、カリンの胸に飛び込んでくる。

「一介の騎士が、姫殿下のお休みを邪魔するわけにはいきません」

　困った声でそう言うと、

「あなたは別よ！　だって、このわたしがいいって言ってるんだから！　こんなときなのに、そばにいてくれなきゃだめじゃない！　うわーん！」

　と、マリアンヌは泣きじゃくった。さすがに女官が見かねて、

「殿下、ド・マイヤール殿はお疲れなのですよ。殿下をお救いするために、お命を張られたのですから」

　するとマリアンヌは、感動した面持ちでカリンを見上げる。

「そうだったわ！　カリンがいなかったら、わたし……」

「いえ！　わ、わたくしだけの功績ではありませぬ！　ほかの三人の活躍があっての……」

　そこまで言ったら、いきなりカリンは思い切り抱きつかれた。

「んなッ！」

　マリアンヌはがっしりとカリンをつかんで離さない。

　目を白黒させていると、女官が驚いて二人を引き離した。

「殿下！　お父上に知れたら大変ですよ！」

　そこでマリアンヌは、バツが悪そうに身体からだを引き離す。わずかに頬ほおを染めたその姿は、女のカリンから見ても愛らしかった。たぶん、自分が男だったら一も二もなくまいっていたかもしれない。マリアンヌは、上目づかいにカリンを見上げ、目をキラキラと輝かせている。まるで子犬のように、自分を信頼しきっている目だ。

「…………」

　なんだか、そんな目で見られると、罪悪感に襲われる。わたし、女なのに……、と言ってしまいたい気持ちにかられる。と、同時に恐怖も襲ってきた。

　もし、こんなに好かれちゃってて、わたしが女だとバレたら？

　好意はそのまま憎悪に変わり、自分はとんでもない目にあうのではないだろうか？

　姫殿下の純情を踏みにじるとはなにごとかッ！　と怒られて……。

　牢ろう獄ごくに入れられたりして……。

　打ち首。つるし首。無邪気に自分を見つめるマリアンヌを見つめ、カリンはわずかにぶるっと震えた。



　ドーヴィルでの事件……、死人が蘇よみがえり姫殿下を襲ったという事件は、瞬またたく間にトリステイン中に広がり、大騒ぎになった。

　王女の一行はまさに戦時のような物々しさをもって、街道沿いの住人たちを震え上がらせた。住人たちは、これからどうなるのだろうと、そんな仰々しい一行を見守り、始祖と神に祈りをささげるのだった。

　トリスタニアに到着すると、やはり心配顔の市民たちが、一行を取り囲む。

「姫殿下！　よくぞご無事で！」

「いったい、何があったんですか！」

　街ひとつが死人の群れに変わったという事実は、遠く離れたトリスタニアの市民をも震え上がらせるのに十分で、一様に市民たちは怯おびえた様子。

　そんな市民たちを見て、カリンは隣を何食わぬ顔で歩くサンドリオンに耳打ちした。

「まるで戦争でも起こったみたいだな」

　サンドリオンに対する照れを忘れるために、カリンは道中ずっと事件のことを考えていたのだった。

「そりゃそうだ。なにせ、襲われたのは姫殿下だからな」

「……敵の狙ねらいは、なんなんだろうな？」

「ん？」

「よくよく考えてみたんだが。それがよくわからないんだ。姫殿下はまだ十三だ。そんな姫殿下を狙ってどうする？　さらうつもりだったのか？」

　するとサンドリオンは目を細めた。こっちはこっちで、やはり考えこんでいたらしい。

「……なに、案外、狙いは俺おれたちかもしらんぞ。魔法衛え士じ隊たいを弱体化させた一連の事件と、この件が無関係とは考えにくいからな」

　するとカリンは顔を青くさせた。

「な、なるほど。面白くなってきたな」

「無理するなよ。素直に怖がっておけ。こりゃあ一筋縄じゃいかんからな」

　そうサンドリオンが言うと、カリンは目をむいた。

「こ、怖くなんかないっ！」

「だから無理するなって」

　カリンの剣幕に呆あきれた調子でサンドリオンが言うと、さらにカリンはサンドリオンに詰め寄った。自分でもその理由がよくわからないが、サンドリオンに一人前扱いされないと、無性に腹が立つカリンだった。

「ぼくは勇気の呪じゆ文もんがなくても、あの女に勝った！　そりゃあ怖かったさ。でも、怖くないんだ。なんていうか、ぼくは自分の臆おく病びようさを克服したんだ。昔のぼくとは違う。この事件だって、絶対に解決してみせる！　そして立派な騎士になるんだ！」

「だからそこは素直に褒めてやる。でもな……、この事件は一筋縄じゃ……」

「一筋縄も二筋縄もない！　お前、ぼくに助けてもらったくせに、どの口がそんな偉そうなことを言うんだ！」

「何をもめてるんだ？」

　カリンの剣幕に驚いた顔でナルシスが近寄ってくる。見ると、周りの兵隊や騎士たちも、そんな二人を怪け訝げんな面持ちで見つめていた。

「いや、大したことじゃないよ。ちょっとこの見習いが癇かん癪しやくを起こしてるんだ」

　如才なく、サンドリオンが襟を正す。

　そんなサンドリオンを見て、カリンはさらに頭にきた。

　こいつ！　まだわたしを子供だと思っているのね！　その子供に助けてもらったのは誰だれよ！

　王宮に一行が到着すると、慌てふためいた様子でフィリップ三世が駆け寄ってくる。サンドリオンたちには目もくれず、兵隊の群れをかき分けるようにしてマリアンヌの馬車に飛びつくと、自らその扉を開いた。

「マリアンヌ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「父上！」

　親子はがっしりと抱き合った。カリンに慰められたとはいえ、不安だったのだろう。マリアンヌはぼろぼろと泣き出していた。無理もない。王女といえど、まだ十三歳の少女なのだ。

　フィリップ三世も、英雄王としての仮面を脱ぎ棄すて、一人の父親となって娘をかき抱いた。

「おお、マリアンヌ……。怖かっただろうね。でも、もう大丈夫だ。この城にはお前の父がいて、お前を守るためならなんでもすると誓いを立てているのだから」

　そんな二人を見て、思わずカリンも目頭が熱くなった。周りでは、もらい泣きをする兵士の姿も多々あった。



　御自ら、マリアンヌを彼女の部屋へと送り届け、腹心の騎士たちを警護につけたフィリップ三世は、サンドリオンたちを例の謁えつ見けん室しつに呼びつけると、ことの報告を求めた。

　カリンは、部屋に入るなり、びくっ！　と思わず震えてしまう。それほどに、フィリップ三世は恐ろしい顔つきをしていたのである。

「いったい何があったのだ。余に説明しろ。早く！」

　戦場で、決闘の場で見せる、戦士の顔がそこにあった。バッカスもナルシスも、気おくれしたようにサンドリオンを見やる。ただ一人、サンドリオンだけが堂々とした調子で、ことの次第を説明した。

　サンドリオンの説明を聞いたフィリップ三世は、厳しい声で尋ねた。

「では、死体となって襲ってきた連中の中に、ユニコーン隊のアンジェロがいたと申すのだな？」

「はい。後ほど調べにきた連中に、死体を検分させましたが、彼らも間違いなくアンジェロと言うでしょう」

「その忌々しい死体どもを操っていたのは誰だれなのだ？」

　カリン、そしてバッカスとナルシスは表情を変えずに、サンドリオンを横目で見た。言うなよ、とその目が語っている。だが、サンドリオンの答えは違った。あっさりと答えてのけたのである。

「わたくしの元恋人です」

「なに？」

　フィリップ三世の目が大きく見開かれた。バッカスとナルシスが、あちゃあ、と顔を押さえた。

「どういうことだ」

　フィリップ三世は、杖つえに手をかけるとサンドリオンを睨にらみつけた。返答如何いかんでは、この場で手打ちにするという勢いだった。

「というより……、かつて誤ってこの手にかけた、と申すべきでしょうか」

「お前の手にかかった元恋人？　どういうことだ？　生き返ったと申すのか？」

「そのあたりは、わたくしもよくわかりませぬ。とにかくその生き返った元恋人が、かのアンジェロやドーヴィルの民を生けるしかばねと変え、姫殿下と我々を襲ってきたのです」

「ということは、きみに何か関係があるということかね？」

「いえ。わたくしは、彼女が蘇よみがえったことすら知りませんでした。もしかしたらわたくしとなんらかの関係があるかもしれませぬ。ないかもしれませぬ。それすらよくわかりませぬ。さて、知っていることはこれで全部です」

　フィリップ三世の手が動き、そろそろと杖を抜き始めた。カリンの顔が青くなる。ナルシスとバッカスは目をつむって天を仰ぎ、短く祈りの言葉を口にした。

　サンドリオンはわずかに視線を持ち上げたまま、直立した。衒てらいも気負いもなかった。ただ、すべてを上官に報告し、沙さ汰たを待つ士官の姿がそこにあった。

　フィリップ三世はそんなサンドリオンを、眼光鋭く見つめた。

「きみは歴戦の勇士のようだな。サンドリオン君」

「過分なお褒めの言葉をいただき、光栄至極に存じます」

「わたしは戦場で幾多の勝利をあげてきた。なぜかわかるかね？」

「陛下のような偉大なお方がお考えになることなど、一介の人の身に過ぎないこのわたくしにははかりかねます」

「士官を見る目があったからだ。わたしも戦士だ。きみもそうだからわかるだろう。自分の勇気に絶対の自信を持っている戦士というものは、つまらん嘘うそはつかんものだ。きみが知らぬと言えば知らぬし、知っていると言えば知っているのだろう。また、その口から出た言葉は真実なのだろう」

　フィリップ三世は、杖にかけた手を外した。カリンたちは、心底ほっとした顔になった。それからフィリップ三世は、声をあげた。

「エスターシュを呼べ！」

　おっとり刀で駆けつけてきたエスターシュは開口一番、

「陛下！　いったい、何事ですか!?」

　と、心底驚いた顔で言ってのけた。フィリップ三世は、怒りを抑えきれないといった顔で、エスターシュを怒鳴りつけた。

「エスターシュ！　我が娘を襲ったのは、ユニコーン隊の隊士という話ではないか！　どういうことだ！」

　するとエスターシュは大きくうなずいた。

「わたくしもそれを聞いて、びっくりしたのです！」

「びっくりだと？　ええい、エスターシュ、はっきりと申すのだ。貴様も貴族のはしくれなら、いさぎよくすべてを話せ。いったいなにを企たくらんでいるのだ！」

　と、今度はフィリップ三世はすらりと杖つえを引き抜いた。

　するとエスターシュ大公は青い顔になった。それでも冷静な声で、

「わたくしを罰したいというなら、お望みのままに。なるほど、アンジェロは元隊士。元とはいえ、一度は我が親衛隊の制服を着ていたこともあるのですから、非はその主人にあたるわたくしめにあると言ってもいいでしょう」

　するとフィリップ三世は、目を丸くした。

「“〝元”〟とはどういうことだ？」

「あやつめは、除隊に処していたのです」

「なんだと？」

「魔法衛え士じ隊たいとの一件がございましたな？　我が方で調査いたしましたところ、非は我が方にあったことが判明いたしました。どうやら、彼らを派手に挑発したのは我がユニコーン隊だったようで」

　エスターシュ大公は、サンドリオンたちをちらりと見やって言った。

「どうしてそれを余に言わんのだ！」

　フィリップ三世がそう言うと、エスターシュは顔をぐっと持ち上げた。線の細い顔立ちだったが、そうすると目に光が宿り、武人のような面持ちになった。

「公明正大な陛下のことです。そうすれば、喧けん嘩か両成敗とばかりに、罪のない魔法衛士隊の隊士を罰するやもしれませぬ。それはわたくしの本意ではありませぬゆえ」

　サンドリオンは内心、やられた、と思った。なるほど、フィリップ三世の顔には感動が浮かんでいる。この王さまは、何せこういった正々堂々とした物言いに弱いのだった。

「余がそんなことをするわけがなかろう。非はそちらにあるのだから。だが、そのような潔い態度を、余はきちんと評価するぞ。公明正大であろうと、努力はしているつもりだからな」

　サンドリオンは、いまだ、とばかりにもうひとつの事実を突きつけた。

「エスターシュ閣下。以前、わたくしが閣下の親衛隊と一戦交えた折の話なのですが。ユニコーン隊士の中に、生けるしかばねがおりましたぞ。ペドロとか申す、陰気な男でした。わたくしがこう魔法で胸を貫いたのに、その傷をものともせずに逃げ去った」

「どういうことだ？」と、フィリップ三世は、エスターシュを睨にらみつけた。しかしエスターシュもさるもの。

「では、どうしてそれを陛下に報告しなかったのだね？」と逆に尋ね返された。サンドリオンは言葉に詰まった。

「そうだ。どうして余に報告しなかったのだ？」

「それは……、仲間に見間違いだと指摘されたからです」

　エスターシュ大公は眉まゆをひそめて言った。

「さて、それではこちらが困る。お仲間の言葉が正しいのではないでしょうか」

「そうなのか？　サンドリオン」

　フィリップ三世も、疑いの目でサンドリオンを見始めた。エスターシュを陥れるためについたウソと思われては、元も子もない。

「多少、酒が入っておりましたゆえ……」

　正直にそう言うと、エスターシュは笑顔になった。

「酒が入ると、トカゲを竜に見間違える者もおりますからな！　まあ、どちらにせよ、ペドロにも暇いとまを出しております。わたくしには、彼が死体には到底見えませんでしたが……」

　それでもう、サンドリオンは何も言えなくなってしまった。証拠がない以上、言いがかりと思われても仕方がない。

　エスターシュは言葉をつづけた。

「さて、今回の件ですが、どうやら件くだんのアンジェロが企たくらんだのではないでしょうか。おそらくは、姫殿下を狙ねらったというよりも私し怨えんで彼らを襲ったのではありませぬかな？」

　そこで今度はカリンが、声をあげた。

「それは違うと思います！　アンジェロも、死体になって誰だれかに操られていたんです！」

「となると、犯人はその操っていた者ということになるでしょう。そこのサンドリオン君の言うとおりなら、ペドロももしや、犠牲者だったのかもしれませぬ。もしかしたら、狙われているのは我がユニコーン隊かもしれませぬな……」

　逆に被害者になり済ましたわね、とカリンは心の中で毒づいた。

　ふむ、とフィリップ三世はうなずいた。

「エスターシュ、ユニコーン隊の隊士が生けるしかばねになった件について、何か心当たりはないのか？」

　すると、何を言うのだとばかりに、エスターシュは首を振る。

「あったら、すぐに陛下に報告していますよ……」

　カリンは、苦々しい顔になった。エスターシュの言動には、疑わしいところが微み塵じんもない。本当に無関係かも、と思わせるレベルだった。だが、その非の打ちどころのなさが、逆にカリンに確信を抱かせた。

　こいつ……、絶対に怪しい！

　そんなカリンの疑いの眼まな差ざしをものともせずに、エスターシュは言葉をつづけた。

「わたくしのほうでも、その犯人を捜索いたしましょう」

「……頼むぞ」

「ああ、それから……、ユニコーン隊を、陛下の警護任務の任から解かせたいと思います」

「な、なんだと？」

　フィリップ三世は、驚いた顔で言った。

「元隊士のやったこととはいえ、姫殿下を襲った隊に陛下をお守りさせるわけにはいきませぬ」

　これはもう、きっぱりとした態度だった。

「で、では、誰だれが余の警護を司つかさどるのだ？」

「魔法衛え士じ隊たいがよろしいでしょう。姫殿下を立派にお守りした実力からいって、復帰させても問題はありますまい」

　フィリップ三世は、ぽかんと口をあけた。あれほど魔法衛士隊の復帰をいやがっていたエスターシュが、あっさり認めてのけたのだから無理もない。

「い、いいのだな？　ほんとうに？」

「わたくしが心配するのは、陛下の御身のみ。それがきちんと守られるであろうと判断したまでのことです」

　そう言うとエスターシュは、執務がありますゆえ、と立ち去って行った。その背を見送りながらフィリップ三世は、「……鉄のように隙すきのない男だ」と感想を述べた。

　いくら怪しいとはいえ、これ以上、一介の騎士が異を唱えられるはずもない。ただ直立する四人の姿を認めると、フィリップ三世は厳しい顔つきをほころばせた。

「そうだそうだ。そういえば、諸君らはマリアンヌを守ってくれたのだった！　まずは礼を述べねばならんのに、気が動転していてな！」

　フィリップ三世は、小姓を呼んでめいめいに金貨の入った袋を握らせる。

「ではヴィヴィアンの屋敷に行って、諸君らの現役復帰を告げるがよい」

　フィリップ三世は、サンドリオンを呼びとめた。

「きみだけは残りたまえ。いろいろと聞きたいことがあるのでな」

　一人残ったサンドリオンに、フィリップ三世は尋ねた。

「きみの元恋人という人物について、知っている限りのことを話してくれたまえ」

　今更隠すこともなかった。

　サンドリオンは正直にすべてを話した。旅芸人の娘だったカリーヌとの出会い。領主だった父にバレて、別れさせられそうになったこと。二人で逃げ出したこと。追っ手にカリーヌが捕まり、逃がそうと放った魔法の矢が、カリーヌを貫いたこと……。

　すべてを聞いたフィリップ三世は、サンドリオンをまじまじと見つめた。

「貴族とは思えぬふるまいだな。若さを差し引いたとしても、軽率極まりない。流れの女にうつつを抜かし、あまつさえその手にかけてしまうとは……」

「お言葉のとおりです」

　サンドリオンは、深く頭こうべを垂れた。

「で、きみの父上はなんというのだ？」

「…………」

　困ったようにサンドリオンはうなだれる。

「どうした。話さんか。偽名を名乗っておるところを見るに、相当の家柄なのだろう。誰だれに気兼ねをしているんだ。わたしは、この国の貴族の長おさなのだ。遠慮はいらん」

「わたくしは家を捨てた身ですから」

「困ったな。となると、余はきみが話したくなるまできみを牢ろう獄ごくに入れねばならん」

　サンドリオンは頭を垂れた。今、牢獄に入れられるわけにはいかない。また、嘘うそをつくつもりもない。となると、正直に打ち明けるしか選択肢はなかった。

「……わかりました」

　サンドリオンは、そっとフィリップ三世の耳に顔を近づけた。そして、小さく生家を告げる。すると、フィリップ三世の目が丸くなった。

「……なんと！　それほどの名門とは！」

　フィリップ三世は、サンドリオンの手を握った。

「余はきみの父上をよく知っておるぞ。戦場で何度も肩を並べて戦ったのだ。この命を救われたこともある！　家を出てしまった息子の話は噂うわさに聞いていた。きみが、そうだったのか……」

「今はまったく関係ありませぬ」

「何を言う。生まれた家というものは、いつまでもついてまわるものだ。それほどの名門ならなおさらであろう。どうだ、きみの父上には恩もある。余からとりなしてやってもかまわんぞ」

　サンドリオンは首を振った。

「……そうか。だが、家に帰参したくなったら、いつでも余に言うのだぞ」

　それからフィリップ三世は思い出したように、

「いや、今はその話をしている場合ではなかったな。きみの元恋人の件だ。これは捨て置けぬ。わかるな？　今のところ、きみしか知っている人物がいないのだから、その件を調査して欲しい。別に調査費用を用意しよう。受け取りたまえ」

　フィリップ三世は、そう言うと再び小姓を呼んで、サンドリオンに金貨の詰まった袋を手渡したのだった。



    

  
    
      


第二章　想おもい出の眠る場所





　その晩……。

　サンドリオンたちが、宮殿から帰ってきてことの次第を報告すると、陛下の警護任務復帰ということで、ヴィヴィアンの屋敷はお祭り騒ぎとなった。

　酔って騒ぐ隊員たちの中で、カリン一人だけが浮かない顔だった。

　そんな場合じゃないじゃない！

　王さまも王さまだ。

　どう考えたって、ユニコーン隊とエスターシュが怪しいに決まってる。それなのに、あっという間に言いくるめられてしまった。あれじゃあ、エスターシュのやりたい放題じゃないか。誰だれが王さまなのか、わかったものじゃない！

　それなのに、ナルシスとバッカスときたら、警護任務復活で浮かれて騒ぐばかり。

　カリンとしては、こんな飲んで騒ぐ暇があるのなら、すぐにでもエスターシュの尻尾しつぽをつかみたい気持ちでやまやまだった。でも、どうやってつかめばいいのかわからないから、みんなと相談したいのだ。

「……ったく、あの呑のみ助はどこに行ったのよ？」

　カリンはサンドリオンを捜したが、どこにもいない。グラスを持ったまま、きょろきょと辺りを捜すと、階段の横で何か思いつめたように、酒を飲んでいる。

　近寄って、声をかけてみた。

「おい、サンドリオン」

「ん？　どうした」

「お前、王さまと二人で何を話してたんだ？」

「調査を命じられた」

「誰だれの？」

「あの女さ。俺おれの元恋人」

「あてはあるのか？」

　サンドリオンは首を振った。

「だったらすぐにエスターシュ大公を問い詰めるべきだ！」

「おいおい、そんなことをあまり大きな声で言うもんじゃない」

　サンドリオンは、声をひそめて言った。

「どう考えたって、あのエスターシュ大公とユニコーン隊が怪しいに決まってる。それなのに、ほうっておくとはどういうことなんだ」

「証拠がないのさ。確実な証拠がね」

　あれだけの事件が起こったのに、証拠がないから問い詰めない、だって？　そんな風に処理されることにカリンは我慢できなかった。カリンの女の勘は、全力であのエスターシュとユニコーン隊が怪しいと告げている。

「このままじゃ、またあいつらにしてやられるぞ」

「じゃあどうするんだ。こっちから、ユニコーン隊にケンカをしかけるのか？　そうなったら内乱だぞ」

「でもだな！」

「落ち着け。とにかく、今は証拠がない。アンジェロは元隊士に過ぎないと言われればそれまでなんだ」

「そんなの言い逃れだ！」

「それを言うなら、アンジェロは魔法衛え士じ隊たいの制服を着ていたことだってあるんだぜ。はっきりと言うなら、ユニコーン隊も、我が魔法衛士隊も、隊員の素姓という点じゃあんまり褒められたもんじゃない。どこぞの貧乏貴族や、果ては傭よう兵へいあがりだって少なくないからな。“〝元”〟隊員が事件を起こすことなんて、珍しくもないんだ」

「う……」

「確かに怪しい。でも、それ以上でも以下でもない。怪しいと決めつけて、こっちからしかけた日には逆に敵の思うつぼだ。それにもしかしたら……、ユニコーン隊もエスターシュ大公も関係ないかもしれん。まあ、それはないだろうとおれも思うがね。とにかく、敵の目的を探るのが先決だ。どうして、おれたち魔法衛え士じ隊たいが邪魔なのか？　狙ねらいはなんなのか？　それがわからない限り、動きようがないんだ」

　そうあっさりサンドリオンに言われて、カリンはうぐぅ、と黙り込んだ。自分が想像していた華やかな騎士の世界とは違う現実に、打ちのめされた気分だった。

　だが、そう言われても、カリンは引き下がる気にはなれなかった。

「そんなつまらなそうな顔をするな。とりあえず、現役復帰ができただけでもよしとしないとな。いいか、くれぐれも勝手な行動をとるんじゃないぞ。いつもどおりに勤務をこなすんだ。いいな？」

　なんだか納得いかない様子のカリンの頭を、サンドリオンはなでてやった。

「安心しろ。おれはこの件をうやむやにするつもりはない。絶対にだ」

　サンドリオンにそう言われたものの、カリンは首をたてに振ることができなかった。むむむ、やっぱりこいつは腰ぬけなんじゃないの？　と、そんな疑問が頭をよぎる。

　この前は、何かを決心したように感じたが、やはりこいつは臆おく病びようもので……。今回も事なかれで済まそうとしているんじゃないのか？

　ふざけるな、とカリンは思った。

　街ひとつの人たちが死んでるんだぞ。

　相手の出方を待っていたんじゃ、今度は何人死ぬかしれたものじゃない。

「貴様はそれでも貴族か！」

「あのな……、カリン」

　そう叫ぶと、サンドリオンは困ったように頭をかいた。

「もういい！　貴様になにかを期待したぼくがばかだった！」

「お、おい」

　カリンは、大おお股またで立ち去っていく。

「ったくあいつは……。まっすぐ攻めるということしか知らんのか」

　残されたサンドリオンは、ため息をつきながら小さくつぶやいた。



　次にカリンは、隊士仲間と大声で笑いながら酒を飲んでいたバッカスに詰め寄った。

「おいバッカス！」

「ん？　なんだ。カリンか。どうした？」

　そののんびりした態度に、カリンは腹を立てた。

「なんだもかんだもあるか。どうしてお前はそんなにのんびりしてるんだ」

「そりゃあ、酒を飲むときぐらいは、のんびりするさ」

　そう言ってバッカスは杯をあけた。その態度に、カリンはなんだかかちんときた。

「お前、エスターシュ大公とユニコーン隊が怪しいとは思わないのか！」

「そりゃそう思うさ」

「だったら飲んでる場合じゃないだろう！」

　すると、バッカスはきょとんとした顔で尋ねた。

「サンドリオンはなんて言ってる？」

「証拠がない、今はほうっておけ、だそうだ。あいつはやっぱり腰ぬけだ！」

　バッカスは顎あごに手をやると、大きくうなずいた。

「じゃあ、それが正しいんだろう」

「ああ！　あいつは腰ぬけだ！」

「違うよ。サンドリオンが言ってることが正しい」

「なんだと！」

「オレはあまり頭がよくないからな。考え事をするのはもっぱらサンドリオンに任せてるんだ。あいつがそうすべき、というんなら、そうなんだ」

　なんだそれは！　とカリンは、次にナルシスに談判しにいくことにした。

　しかし、ナルシスは見当たらない。捜すと、台所でメイドを一生懸命に口説いているところだった。

「困ります……、ナルシスさま。ヴィヴィアンさまに叱しかられてしまいますわ」

「大丈夫だって。ヴィヴィアン殿が、こんなところにくるわけがないじゃないか。いいからボクの愛を受け取るんだ。ほら」

「これは、愛じゃありませんわ……、あ！」

「ほら、ボクがどんだけハンサムでいい男なのか、褒めるんだ。いいね？」

「た、確かにナルシスさまは、ハンサムでいらっしゃいますわ……、ん！」

「だろ。愛だってほら。見てごらん。愛だ。愛がほら、あふれてるだろ？」

　カリンは顔を真っ赤にしながらつかつかと歩み寄り、ナルシスの頭をぱかーん！　と思いっきり叩たたいた。

「な！　なんだッ！」

「破廉恥禁止」

　メイドはこれ幸いとばかりに、乱れた服を直すとそそくさと逃げ去った。

「おい！　待ってくれよ！　ジュリエッタ！　おいカリン！　貴様、このボクにどんな恨みがあって！」

　そこまで言ったら、カリンが杖つえを引き抜いたので、ナルシスは慌てた。

「待て待て！　いったい何をそんなに怒ってるんだよ！」

「き、きさまはぁ……、こんなときにぃ……、女を口説いてるなんてなんて暢のん気きな……」

「こんなときってなんだね？」

「エスターシュ大公とユニコーン隊をほうっておいていいのか！」

　するとナルシスは、すっと真顔になった。

「サンドリオンはなんて言ってる？」

「またあいつか！　あいつは腰ぬけだ！　ほうっておけだそうだ」

「よし。じゃあそれで決定さ」

「お前、怪しいと思わないのか！　このままほうっておいていいと思ってるのか！」

「いや、ボクだって怪しいと思ってるさ」

「じゃあどうして！」

「でも、サンドリオンがそう思うなら、それにしたがったほうがいいんだ。あいつの言うとおりにして、間違ったためしはないからね」

「お前もか！」

　がっくりと肩を落として、カリンはため息をついた。



　いつものように、つまらなそうに酒を飲むサンドリオンの元に、ヴィヴィアンがやってきた。しばらく杯を口に運ぶサンドリオンをじっと見つめていたが、

「お前の昔の恋人が関かかわっているというのはほんとうなのか？」

　サンドリオンは、こくりとうなずいた。

「ふむ……。で、それを陛下には話したのか？」

「はい」

「正直者だな。ま、それがかえってよかったのだろうな」

　それからヴィヴィアンは、サンドリオンをちらっと見つめ、

「お前はこの件から手を引け」と言った。

「なぜです？」

　驚いた顔のサンドリオンに、ヴィヴィアンはため息をつきながら言った。

「昔の恋人相手では、お前もやりづらかろう」

「なにを言うのです。陛下にも調査を命じられました。この件は、わたくしが自分で……」

「バカを言うな。情に流され、冷静な判断ができなくなるだろうが」

　サンドリオンは、むっとした顔で言った。

「まさか。おれはそんな男じゃありませんよ」

「お前には、一度好きになった女を憎むことなどできんよ」

「…………」

　答えずに、サンドリオンは杯を干した。

「この事件に関かかわれば、たぶんお前は見たくないものを見ることになると思うよ。そんな気がするんだ」

「女のカンってやつですか」

「まあね」

　ヴィヴィアンはため息をついた。

「馬で行くのなら、どれでもいい、厩きゆう舎しやのものを好きに使っていい」

　そう言い残し、ヴィヴィアンは立ち去った。サンドリオンはその背に向けて小さく頭を下げると、再び杯に酒を注いだ。



　翌朝……。カリンは痛む頭を振りながら目を覚ました。どうやら、ヴィヴィアンの屋敷で酔って寝てしまったらしい。昨晩はあれから、不ふ甲が斐いない仲間たちに憤り、慣れない酒を飲みまくってしまったのだった。

　屋敷の居間には、酔い潰つぶれた隊士たちがゴロ寝している。まったく、こいつらに陛下の警護なんてつとまるのかしら、と思っていると玄関からサンドリオンが出て行くのが見えた。

　あとを追うと、サンドリオンは厩舎に回り、馬に鞍くらをつけている。

「おい、馬でどこに行くんだ？」

「ちょっと、調べたいことがあってな。じゃあ、留守を頼んだぞ」

　そう言うと、ひらりと馬に跨またがった。カリンはそんな様子をぽかんと見ていたが、

「ぼくも行く！」

　サンドリオンは首を振った。

「いかん。お前は残れ」

　それでもカリンは、いきなりサンドリオンの後ろに跨ってきた。

「いやだ！」

　サンドリオンは、しばらくカリンを見ていたが、そのうちに首を振った。

「あまりお前には見せたくないんだがね」

「なぜだ？」

「いっつもカリーヌと間違えているお前には、あんまり見せたくないんだよ」

　その言葉で、カリンは顔を真っ赤にさせた。

「じゃ、じゃあ、なおさらぼくは見る権利がある！」

「そうかもな」とサンドリオンは言うと、馬に拍車を入れた。勢いよく、馬は駆け出した。

「どこに行くんだ？」

　サンドリオンは答えなかった。



　トリスタニアを出て、北東の方角に街道を馬で歩んで二日目……、のんびりとした田舎についた。トリステインの西端に育ったカリンには、まるで馴な染じみのない場所だったが、裕福な土地であることが、実った作物からうかがい知ることができた。のんびりとした空気が辺りに漂っている。

「もしかして、ここがお前の生まれた土地なのか？」

「ああ、この辺りといえばこの辺りだ」と、歯切れの悪い声が返ってきた。どうやら、生家を知られるのがいやなのだろう。昨晩宿泊した旅籠はたごでも、サンドリオンはまったくカリンの質問に答えようとせず、食事を取るなり酒も飲まずにすぐに寝てしまったのである。

　カリンはそれ以上、尋ねないことにした。そのうちに、サンドリオンは顔を隠すようにして深くフードを被かぶり、何もしゃべらなくなった。元々あまり饒じよう舌ぜつではない男だったが、カリンが何かを聞いても返事すらしないようになったのである。

　目の前には、サンドリオンの背中が見える。

　一見細身に見えるが、その下にはがっちりとした筋肉が隠れていることをカリンは知っている。こうして見ると、肩幅も広い。

　“〝こいつ、男なんだ”〟

　カリンはそう思った。いいわね、とカリンは独りごちる。自由に夢を追いかけられるじゃない。それなのに過去にこだわり、酒びたりの日々をおくっている。こいつ……、本気でこの事件を解決する気があるんだろうか？

　もしかして、相手が王さまも恐れるエスターシュ大公と知って、怖おじ気けづいたんじゃないだろうか？

　いったい、自分の田舎に帰ってどうするつもりだ？

　まさかこのまま、逃げ込むつもりじゃないだろうな……。

　“〝男のくせに”〟

　と、カリンはその背に向けて、怒鳴りたい気持ちにかられた。逃げてる場合じゃない。ユニコーン隊を調べるのが先決だ。なに、バレたってかまうものか。そのときは一戦交えるまでだ。内乱だって？　一瞬で片をつければ、問題ない。このまま向こうを放置したら、何をするのかしれたもんじゃない。

　カリンは己の左手を見つめた。

　昔は、そこに“〝勇気”〟と書かなければ、自分は勇気を発揮することができなかった。でも、今の自分は違う。そんな暗示なんかなくたって、十分に通用する。戦える。

　慎重に、慎重にって、ほんとは怖いだけなんじゃないのか？

　正々堂々と、正面からぶつかるのが騎士というものだ……。

　そんなことを考えていると、街道を外れ、サンドリオンは森に入っていく。そして、しばらく行ったところで馬を止めた。

「……ここがお前の生家なのか？」

　どう考えても、鬱うつ蒼そうと生い茂る森の中である。猟師やきこりの小屋ならいざしらず、貴族の屋敷があるとは思えない。

　それでもサンドリオンは返事をしない。茂みをかきわけると、それとわからないほどの獣道があった。そこに無言で入り込んでいく。

「待てよ！　どこに行くんだ！」

　サンドリオンの後ろから、カリンはついていった。ひょいひょいと、手慣れた調子でサンドリオンは歩いていくが、森歩きに慣れていないカリンは、木の根や苔こけに、足をすべらせそうになる。

「おい、待て……、先に行くな……、うわっ！」

　慌てて急いだカリンは、木の根にけつまずいて転びそうになった。だが、すぐにサンドリオンが振り返り、その手を握る。

「……う」

　思わずカリンは、顔を赤らめた。サンドリオンの顔が、真剣だったからだ。いつもは眠ったような目が大きく見開かれ、カリンを案じる色が浮かんでいる。

「大丈夫か」

「う、うん……」

　こくりと、カリンはうなずいてしまった。それからサンドリオンは、ふぅ、とため息をついて首を振った。その顔から真剣な色が消えていく……。

　そんな様子で、カリンは気づいた。

　“〝こいつ、今わたしをカリーヌと間違えたんだ”〟

　あんな目で、恋人を見ていたのか……、と思うと、妙に腹立たしくなる。わたしには、絶対にあんな顔見せないのに……。

　当たり前なんだけど、なんだかそれが許せなくって、カリンは少しすねた表情で、サンドリオンについていった。



　一時間も歩くと、いきなり開けた場所に出た。

　そこは、まるで闇やみの中からいきなり現れた、天界のような場所だった。泉があり、周りを石が囲い、花が咲き乱れて蝶ちようが舞っている。

　“〝生”〟というエッセンスを煮詰めたようなその光景に、カリンはしばらく見入ってしまった。

「ここがおれの“〝故郷”〟だ」

　ぼんやりとした口調で、サンドリオンが言った。“〝故郷”〟という言葉の響きに、いろんなものが詰まっていた。

「いったい、ここに何があるんだ？」

「カリーヌの墓だ」

　カリンは、一瞬絶句した。サンドリオンは、ためらいもせずに、泉のほとりの石に近づく。苔こけむした石の根元を掘りはじめる。

　カリンはサンドリオンが何をしようとしているのかに気づき、慌てて駆け寄った。

「お前、何をしてるんだ！」

「ここに、カリーヌを葬った」

　どうやら、元恋人の墓を掘り返すつもりらしい。

「やめろ！」

　思わず、カリンは怒鳴っていた。墓を掘り返す……、考えただけでも身の毛のよだつ行為だった。

「おれは、この目ではっきりと確かめなくちゃいけない。あれは……、ほんとにカリーヌなのかって。作り物なのか。本物なのか。魔法で蘇よみがえったのか。そうじゃないのか」

　サンドリオンは呪じゆ文もんを唱え始めた。

　コモン・マジックの“〝念力”〟で、地面を掘り返していく……。

　カリンは思わず目をつむった。もし、骨が出てきたら？　もし、何もなかったら？　どちらにせよ、心が潰つぶれるような光景に違いない。

　未いまだにサンドリオンは彼女を愛している……、いつも見ている夢と、先ほど自分の手を握ったときの表情で、カリンはそう思った。

　だから生きていて欲しい。

　でも、そんな彼女は悪魔のような所業をするような女になってしまっている。

　だから、あれは彼女であって欲しくない。つまり、この場所で眠ったままでいて欲しい。

　そんな葛かつ藤とうが、きっとサンドリオンの中でせめぎあっている……。どちらにせよ、見たくない光景であることは間違いない。

　どちらがサンドリオンにとって幸せなんだろう？

　その答えは、神さまにも出せないに違いない……。

　そのうちに、答えは出た。

　掘れども掘れども……、そこには何もなかった。ただの土くれと、石ころが転がるばかりだった。

「そこで……、間違いないのか？」

　サンドリオンは、こくりとうなずいた。

「……そうか」

　無言のまま、サンドリオンは土を戻し始めた。



　土を戻し終わると、サンドリオンはゆっくりと泉の周りを歩き始めた。澄んだ水をたたえた泉に、サンドリオンの姿がうつった。その顔は、恐ろしいほどに無表情だった。どんな感情も、そこからはうかがうことができなかった。

　カリーヌの骨がなかった。それがどれほどの衝撃をもって、サンドリオンの心を包んでいるのか、カリンには想像できなかった。

「カリーヌと過ごすのは、いつもこの場所だった。というか、ほとんどこの場所以外では逢あえなかった。ここにやってくるのは……、そこにカリーヌを埋めて以来だが……、何も変わっていないな」

　独り言のように、サンドリオンは言った。どこまでも落ち着いた声だった。

「泉も、花も、木々も……、何も変わってない。だが、彼女は変わっちまった。そうだよな。カリン」

　不意に名前を呼ばれて、カリンは慌ててうなずいた。

「……ああ。変わった、んだろうな」

「おれはな、ここに彼女を埋めたとき、あとを追うつもりだった。でも、できなかった。そう。できなかったんだ。自分で自分の命を絶つことが。別に神に義理立てしたわけじゃない。そんなことをしても彼女が喜ばないから、とか、そんなつまらぬ理屈ですらない。単純に、怖かったんだよ。死ぬのが怖くて、できなかったんだ。死ぬほど愛している、なんて何度も言ったくせに、おれはあとを追うことすらできなかった」

　サンドリオンは石に腰掛けた。そして、首を振って言った。

「なあカリン」

「……なんだ？」

「ここにいる間だけは……、喜んでいいか？　どんなかたちであれ、彼女が生きていた。あんな悪魔になっちまっていても……、おれはそのことがすごく嬉うれしい。喜んでいる自分が許せない。でも、嬉しい」

　サンドリオンは顔を覆った。

「……おれは卑ひ怯きよう者ものだ。どこまでも卑怯者だ」

　カリンは何も答えることができずに、ただ空を仰いだ。暖かな春の空が、青く広がっている。その澄んだ青が、カリンに己の無力さを実感させる。この男の手助けをしてやりたいが、いったいどうすればいいのか、まったくわからなかった。

　“〝サンドリオン灰かぶり”〟

　彼の被かぶった灰は深く、また幾重にもこびりついて、カリンの小さな手ではどうにもならないように思えるのだった。



    

  
    
      


第三章　逢あい引びきの顛てん末まつ





　カリーヌの墓から帰ってきたサンドリオンは、さらに無口になった。酒量は減ったが、ついでに口数も減ったのである。減ったとはいえ、飲むことに変わりはなく、毎晩酒を飲んでは、朝になるとどこかに出かけていく。そして、夜になるとまた帰ってきて酒を飲むのだった。城勤めのシフトからもサンドリオンははずれていた。ヴィヴィアンの屋敷にも、顔を出していない。どうやら、何かを調べているようだったが、カリンには何も説明してくれないのだった。

　ある日、業を煮やしたカリンはサンドリオンに尋ねてみた。

「お前、何を調べてるんだ？」

「カリーヌのいた旅芸人の一座を洗ってる」と、答えが返ってきた。

「どうしてぼくに言わない？」

「お前には向かない仕事だし、おれ一人でも十分だからな」

　カリンはその言葉に、サンドリオンの拒絶を感じた。おれ一人でやる。お前は関かかわるな……。なんだかとても寂しくなって、カリンは唇を尖とがらせた。サンドリオンとカリーヌ……、二人の間には、善悪とか、倫理とか、そんなものを超えた絆きずなとでもいうべきものがあって、それはどうにも自分の入り込めないものに感じられた。

　わたし……、あんたの相棒でしょ？　見習いかもしんないけど……。というか、わたし、あんたの手伝いしてもいいなんて思ったんだよ？　なのに、一人でやるってどういうこと？　弱いくせに……。わたしに助けられたくせに！

　まるで子供のように、カリンは駄々をこねた。

「ぼくも連れてけ」

　するとサンドリオンは呆あきれた顔になった。

「お前には、お前の仕事があるだろ？」

　そのとおりだった。あの事件からマリアンヌは、カリンに毎日の護衛を命じるようになったのだった。ドーヴィルで自分を救ったカリンを、マリアンヌは全面的に信頼しきっていて、その寵ちよう愛あい振りはすでに宮廷でも有名なほどだった。



　浮かぬ顔で宮廷に出仕したカリンは、すぐさま王女の寝室の前に通された。騎士見習いに過ぎないカリンだったが、すでに宮廷では相当の顔である。警護の衛え士じなども、カリンに向けてにっこりと微笑を送る。王女のお気に入りということで、誰だれも彼もが愛想がいいのだった。

　そんな愛想の良さも、カリンにはうっとうしいもののひとつだった。出世は嬉うれしいが、自分の実力以上のところでちやほやされるのはあんまり嬉しいものじゃない。そりゃあそれなりの手柄を立てたのだから、その評価は当然といえば当然なのだが、なんだかむずがゆくてしかたがないのだった。

　“〝それに、あの手柄は自分ひとりのものじゃない”〟

　サンドリオンの水魔法と、自分の風魔法がもたらした勝利だ。でも、表に出ることを極度に嫌うサンドリオンは、そんな手柄をカリン一人に譲ってしまったのだった。

　そんな風い浮かぬ顔でいると、ばたん！　と寝室の扉が開き、マリアンヌが姿を見せた。

「カリン！　カリン！」

　そう叫びながら、嬉しそうに抱きついてくる。周りの家臣たちは苦笑を浮かべた。

「で、殿下……。人目がありますゆえ……」

　困った顔でカリンがそう言うと、マリアンヌは頬ほおを膨らませた。

「まあ！　あなた、わたしに会えて嬉しくないの？」

「い、いや……、そんなことはありませぬが……」

「わたしは、昨晩、あなたのことをずっと考えていたのよ？　詩まで書いたんだから！　それなのに、どうしてあなたはそんな顔をしているのかしら」

　幼い恋心をむき出しにするマリアンヌが微笑ほほえましいらしく、女官たちが口に手を当てている。だが、当のカリンはもう、気が気ではない。こんなに懐かれちゃってどうしよう……、と頭の中がパンクしそうだった。

「聞いてくれる？　わたしの詩」

「殿下。そろそろ朝食のお時間ですよ」と、女官が困った声で言った。

「いいじゃない！　ほんの少し読むだけなんだから！」

　マリアンヌはがさごそと羊皮紙を取り出すと、詩を読み上げ始めた。

「おお、カリン。あなたの名を呼べば、星ふる雨ふる猫もふる。落ちた猫がにゃあと鳴く。にゃー」

　どうしようもない詩だった。

　しばらくシーンとした空気が流れたあと、女官たちがぱちぱちぱちと気のない拍手を寄よ越こす。満面の笑みでマリアンヌはカリンを見つめた。

　可愛かわいいんだけど、この子ちょっと苦手……。

　じっとりとカリンが身じろぎもしないでいると、マリアンヌの目に大粒の涙がたまっていく。



    

  
    
      



    

  
    
      「いっしょうけんめいに考えたのに……、ネコかわいいのに……」

「わ！　ですね！　ネコ可愛かわいいです！　はいっ！」

　カリンがそう叫ぶと、マリアンヌは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。



　朝食をとり終わると、マリアンヌには作法の勉強が待っていた。その間、カリンはつきっきりである。そのあとは自由時間が待っているのだが、マリアンヌはこっそりカリンに耳打ちした。

「街に行きたいわ」

「ええ……」

　カリンはどんよりとした。まったくこの姫君は何を考えているのだろう。この間、あんなことがあったばかりだというのに、遊びに行きたくてしかたがないようだ。

「危険ですよ」

　カリンがそう諭したが、マリアンヌは聞く耳を持たない。

「平気よ。なにがあっても、カリンが助けてくれるでしょ？」

「わたくし一人では、何かあったときに自信がありませぬ」

　正直にそう言ったが、マリアンヌは首をたてに振らない。

「大丈夫よ。ほかにも警護をつけるから。少し離れてもらうけど」

　そんなのいい見世物じゃないか。

「陛下に怒られますよ……」

「だめ！　じゃあキスして！」

　キスゥ。

　全身に鳥肌が立っていく。女の子とキスなんてしたくない！

　カリンはわかりました、と頭を下げた。

「では、外出いたしましょう。でも、ちょっとでもわたくしが危険を感じたら、すぐにお帰りいただきますからね」

　すると、マリアンヌは頬ほおを膨らませる。

「……なにかご不満でも？」

「わたしとキスしたくないの？」

「だ、だってその！　わたくしは一介の騎士見習いで、姫殿下はこの国の王女ではありませんか！　恐れ多いですよ！」

　慌ててカリンが言うと、マリアンヌは許さない、とばかりに腕を組む。

「そんなにキスしたくないなんて、わたし傷ついたわ」

　自分から交換条件として出しといて、なんて姫だ。でも、そんなわがままっぷりも、この十三歳のマリアンヌにはよく似合っていた。ちょっとうらやましくも思う。たとえ自分が誰だれかを好きになったとしても、こんな風に想おもいを外に出すことなどできそうにないから。

　マリアンヌは、カリンを見つめた。その顔が、ふにゃふにゃと崩れて涙顔になった。

「きらいになっちゃやだ……」

「き、きらいなんかじゃありませんよ！」

　慌てて手を振ると、マリアンヌは身体からだの前で拳こぶしをぎゅっと握り締めた。

「じゃあキスして。そして、わたしとデートなさい」

　こりゃあとんでもない子に好かれたわ、とカリンは観念した。目をつむって、ぷるぷる震えながら唇を突き出すと、マリアンヌの柔らかい唇がそっと触れ、離れた。

　目を開けると、真っ赤な顔でマリアンヌは俯うつむいている。

「……ありがとう。うれしいわ」

　カリンも思わず、顔を赤らめた。

「こほん。では、参りますか……」



　マリアンヌは、いつもの街娘の格好に着替えると、宮廷の裏口から外に出た。カリンの手を握ると、生き生きとした顔で駆け出していく。

　たぶん、宮廷の外に出る……、十三歳の王女にとっては、それだけでも目のくらむような冒険なんだろう。宮廷の中ではついぞ見せたことのない晴れやかな顔をしていた。

「殿下！　どちらに行かれるのです？」

「もう！　殿下はやめてちょうだい！　わたしの正体がばれるじゃないの。せっかくこんな格好をしてるのに！」

「う……、では、なんとお呼びすればよいので？」

「マリーでいいわ。素敵ね！　街娘みたいじゃない！」

　カリンと腕を組むと、ぴょんぴょんはねるようにしてマリアンヌは歩く。とんでもない美少女と美少年のカップルが現れたので、街の人々はほう、というように振り返る。

　十分に目立ってるじゃないの……、とカリンはせつなくなった。しかしマリアンヌは大胆だった。髪型を変えているとはいえ、変装ひとつほどこしていない。まあ、王女の顔を間近で見たことのある者は少ないとはいえ、大胆にもほどがある。

「こんなところを宮廷の方々に見られたら……、大変ですよ」

「あら？　いまさら、わたしとカリンの間を知らない者なんかいないわ！」

　そういえばそうだ。

　朗らかに街を歩くマリアンヌといっしょにいるうちに、カリンもだんだん楽しくなってきた。マリアンヌは好奇心いっぱいに、どこでも飛び込んでいって、街言葉で店員たちに話しかけ、とにかくなんでも買い込むのである。

　カリンが抱えた籠かごには、そういった雑多なものがあふれていった。果物、ぬいぐるみ、帽子、食器……。

「たいへんだねえ、彼氏さん」

　そんな山のような荷物の上に、クリーム菓子をのせながら、菓子屋の親父おやじが言った。カリンが曖あい昧まいにうなずくと、マリアンヌが嬉うれしそうに叫んだ。

「そういう風に見える？」

「ええ。お似合いのカップルですよ」

「きゃ！　どうしよう！　カリン！　お似合いですって！」

「そ、それはようございました……、で、殿下……、いやもとい、マリー」

「もっと砕けた調子で言いなさい」

「うれしいよ。マリー」

　棒読みでカリンが言うと、マリアンヌはきゃあきゃあ叫んで、抱きついてくるのだった。



　次にマリアンヌは、カリンをとある仕立て屋に連れていった。

「ここは？」

「あなたに、服を仕立ててあげる」

「いいですよ」

「だってあなた、着たっきりじゃないの」

　マリアンヌは、カリンの騎士服を指差して言った。

「いやまあ、そうですけど」

「それじゃあ、舞踏会にだって出られないわ。困るじゃない」

「別に困りません。わたくしは武人ですから」

「わたしが困るの！」

　その仕立て屋は繁盛しているらしく、中に入ると客でごった返していた。

「ここの服は、今都で一番流は行やっているの。デザインが奇抜で、ここの服を着ていないと、社交界では相手にしてもらえないぐらいよ」

　なるほど、見れば確かに変わった衣装である。あんな大きなリボンをつけて前が見えるのだろうかと首をかしげていると、見習いらしい少年が駆け寄ってきた。

「いらっしゃいませ！」

　だが、マリアンヌとカリンの身なりを見て、街娘と貧乏貴族のカップルと見当をつけたのだろう。とたんにその態度がよそよそしいものになる。

「今、ちょっと混こんでてね。新規の客は受けつけないことにしてるんだ」

　しかし、マリアンヌはまったく動じずに、

「ご主人を呼んできてちょうだい」

「忙しくって、それどころじゃないよ」

「いいから、呼んできて」

「だから無理だって！」

「あなた、あとで怒られるわよ」

　そこで少年は、舌打ちすると二階へと消えていく。すぐにぷりぷりした気難しそうな、中年男が下りてきた。

「注文は断れと言っているだろうが！」

「それが変な子なんですよ……」

「だから、今は注文がいっぱいで……、へ？」

　マリアンヌの顔を見た主人の顔が青くなる。それから、ひくっと喉のどを鳴らし、いきなり頭を下げ始めた。

「こ、これはこれは……、で、いや、お嬢様！」

「服を作りたいの。いいかしら？」

「は！　はい！　ただいま！」

　主人は慌てて、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ少年を怒鳴りつけた。

「おい！　早く引き出しの一番上に置いてある型紙を用意しろ！」

「違うの。今日は彼の服を仕立てて欲しいの」

　マリアンヌは、カリンを指差した。

「この方のでございますか？」

　きょとんとした顔で、主人。

「そうよ。彼に、素敵な服を作ってあげて。どこに出しても恥ずかしくないようなやつをね」

「かしこまりました。ではこちらへ」

　カリンとマリアンヌは、二階へと連れていかれた。

　さて、寸法を測る段になって、カリンは慌てた。身体からだを測られて大丈夫だろうか？　やっぱり自分は女の身体である。どう考えたって、プロの手にさわられたらバレるに決まっている。そんなわけで、カリンは散々に駄々をこねた。

「や！　結構！　やはり結構！」

「困りましたな。寸法を測らねば、服を作れませんぞ」

「そうよカリン。何が不満なの？」

　そこで主人は、わかった、というように手を叩たたいた。

「なるほど！　寸法を測られるのがおいやなのですな？」

　カリンは心臓が爆発するほどに緊張した。

　バレた？　わたしが女だってバレた？

「どうして？　なんでイヤなの？」

　マリアンヌがきょとんとして尋ねる。終わった……、とカリンは絶望した。女だとバレた自分をこのマリアンヌは絶対に許さない。ああ、よくって地ち下か牢ろう。運が悪ければ、打ち首……。そうなる前に逃げ出そうと杖つえに手をかけた瞬間……。

「平民に触られるのがおいやという貴族の方は多いですからな！」

　にこやかに店主は言った。

「へ？」

「いやなに。このボルバドゥールの店が、どうして貴族の方の顧客を多く抱えているのか、その秘密をお知らせしましょう！」

　そう言うと、主人はメジャーを取り出した。なんの変哲もないメジャーに見えたが、主人がそのメジャーを叩くと、するすると勝手に目盛りが延びていく。目盛りは蛇のようにクネクネと動いた。

「この魔法のメジャーが、勝手に寸法を測ってくれるというわけです」

　カリンは死ぬほどほっとした。



　服が出来上がるのは、最速で四日後だという。なにせマリアンヌはカリンの衣装に趣味をつぎ込んだのである。何も知らない客たちは、そんな二人を呆ぼう然ぜんとして見守るのだった。

　一人の貴族の客が、ぽつりと言った。

「はて、あの街娘はマリアンヌさまにそっくりじゃのう」

　カリンはどきっとしたが、もう一人の客が言い放つ。

「これ、失礼なことを申すでない。マリアンヌさまはもっと、品がよろしくておられる。似ているのは顔だけじゃ」

　マリアンヌは、カリンにぺろっと舌を出してよこした。カリンも思わず笑ってしまった。

　店を出ると、すでに夕方だった。マリアンヌは腕を組んでくる。カリンはびくっとしたが、まあ仕方なく、されるがままになっていた。

　そのとき、マリアンヌがぽつりと言った。

「今日はありがとう。いっつも無理を言ってごめんね」

「い、いえ……、わたくしも楽しかったですから」

「いいの。わかってる。立場があるから、わたしに付き合ってくれてるのよ。カリンは」

「はい？」

　驚いてマリアンヌを見ると、そこにはまっすぐ前を見つめる王女の顔があった。

「家臣だもの。王女のわがままに従うのは当然だもんね。あの人たちだってそうよ。わたしが王女だから、順番を無視して服を仕立ててくれた。でもね、わかって欲しいの。誰だれもが自分のわがままを聞いてくれるからって、わたし、全然幸せなんかじゃないってこと。わたし、今しかないの。そのうちに、どこかの国から王子さまがやってきて、こう言われるのよ。『マリアンヌ。彼がお前の夫だよ』って」

　カリンはマリアンヌを見つめた。

「今してることは、全部その日のためのお勉強。トリステイン王妃、マリアンヌになるためのね。そうなったら、もうこうやってあなたと歩くなんて無理。花の命は短いのよ。花っていうほど、わたし可愛かわいくないけど」

　カリンは首を振った。

「姫殿下は、この国で一番愛らしいお方ですよ」

「ありがとうカリン。あなたにそう言ってもらえると、わたしとても嬉うれしいわ」

　そしてマリアンヌは、満面の笑みで微笑ほほえむのだった。まるで花のような笑顔で、カリンは胸が締めつけられるような想おもいにかられた。

　カリンは、なんだが目頭が熱くなった。

　思わずひざまずく。

　すると、マリアンヌは優雅なしぐさで手を差し出した。その手を恭うやうやしく両手でとって、カリンは口をつけた。



　マリアンヌをお城に送っていったあと、しばらく警護任務を果たし、夕食の前に引き継ぎを終え、カリンは帰途についた。

　家に帰る道すがら、カリンはマリアンヌのことを考えた。

　何も考えていない能天気な子だと思ってたけど、ちゃんと考えてるんだわ。わたし、ただのわがまま王女だと思って、バカにしてたわ。

　カリンは自分を恥じた。

　あの王女さまのためにも……、なんとしてでもこの事件を解決しよう。わたしはあの王女さまの恋人にはなれないけど、せめてその未来は守ってあげたい。

　立派な騎士として……。



　四日後……、服が出来上がるということでカリンは仕立て屋に服を取りに出かけた。出来上がった服を見て、カリンは、うぐ、と息を呑のんだ。

　一言でいうなら、すごい趣味だったのである。上着の色はギンギラのサテンイエロー。一面に鳥の羽根やレースがこれでもかといわんばかりにあしらわれ、背中には大きなマンティコアが描かれていた。

　そしてズボン。真っ白なのはいい。でも、裾すその両りよう脇わきに踊る竜はなんだ。なんで目玉がわざわざ宝石でできているんだ。

　なによりすごいのは帽子だった。つばがひろいのはいい。でも、なんで七色に輝くのだ。光の加減で浮き上がる髑髏どくろはなんだ。というかてっぺんについた水晶の髑髏はやりすぎを超えて意味がわからない。というかどうしてしかも光る……。おまけのように、蝶ちようのかたちをしたマスクがついている。またそれが、宝石だらけですごい。すべて着てみてわかったが、尻尾しつぽがついていた。ほんとうに意味がわからない。まったく着地点が見えない衣装だった。

　これ……、わたし着るんだ……。

　あまり服に興味はない。趣味はいたって普通でございました。そんな自分にとって、これはある意味拷問である。

　でも、マリアンヌの笑顔を思い出すと、そんなものすごい衣装も微笑ほほえましいものに思われた。

　店の主人はそれを着込んだカリンを見て、口を押さえた。

「おぷ」

「いいのだ」

「わ、わたくしどもはご注文どおりにお作りしただけですからね！」

「わかっている」

　カリンはそのものすごい衣装を着て、外に出た。威風堂々、胸を張る。待ち行く人がぎょっとした目で見るが、カリンは気にしない。

　しかし……、そこに騎士隊の一団が通りかかる。う！　とカリンの目がつり上がる。前からやってくるのは紛れもない、ユニコーン隊ではないか！

　思わず手が杖つえに伸びた。だが、それをこらえて、道の端に寄る。やりすごそうと考えたのだ。

　しかし、ユニコーンに跨またがった騎士の一人が目ざとくカリンを見つけた。

「おや！　あそこにいるのは魔法衛え士じ隊たいのカリンじゃないか！」

　その声で、いっせいに騎士たちがこっちを振り向いた。

「ほんとだ！　しかし、すごい格好だな！」

　ゲラゲラと、騎士たちは笑い転げる。カリンは杖つえを抜きそうになった。

　でも、サンドリオンの言葉が頭をよぎる。

　“〝面倒ごとを起こすなよ”〟

　思いっきり唇を噛かんで、カリンはその場を立ち去ろうとした。だが、一人の騎士が杖を振り、カリンの衣装の尻尾しつぽをちぎり取った。

「おい！　これを見ろ！　尻尾までついてるぜ！」

「見習い風情にゃ似合いだな！」

　気づいたら、カリンは振り返り、颯さつ爽そうと杖を引き抜いていた。

「ぼくをバカにするのはかまわん。でも、この衣装をバカにするのだけは許さん」

　それは、マリアンヌのささやかな想おもいを踏みにじるのと同義だった。カリンにとって、それだけは許せるものではなかったのである。

　ユニコーン隊の騎士たちから、笑みが消えた。

「杖を抜いたな」

「ああ。抜いた」

　騎士たちは、一斉にこちらに馬首をめぐらせた。杖を抜いたカリンの頭の中からは、もうサンドリオンの言葉など吹っ飛んでいた。

　ただ、火のように燃える怒りがあった。その怒りの炎は、風を起こし、カリンの周りを回り始めた。小さな竜巻のように、カリンを中心として風が吹き荒れる。通りに面した看板が揺れ、扉を叩たたく。通行人たちは立ち止まり、遠巻きに見守っていた。

「おい小僧。こっちも貴族、そちらも貴族だ。杖を抜いたが最後、どちらかの胸を魔法が貫くまで決着はつかんが、いいな？」

「望むところだ」

　そう言うと、騎士は街中にもかかわらず魔法を唱えた。巨大な炎の玉が、カリンを襲う。それが自分にぶつかる前に、カリンは杖を一いつ閃せんさせた。

　猛烈な風が、炎の玉を一瞬で吹き消した。

「街中だぞ！」

　カリンは怒りの声をあげると、杖に“〝ブレイド”〟を絡ませ、敵の真ん中に突っ込んでいった。騎士たちも一斉に“〝ブレイド”〟を唱え、カリンを串くし刺ざしにしようと躍りかかる。だが、怒り狂ったカリンは、縦横無尽に風を使って飛び回り、相手に傷ひとつつけさせない。

　通りは見物人であふれ、派手な騒ぎになった。



　ちょうどその場に居合わせ、騒ぎを聞きつけた魔法衛え士じ隊員が、隊員たちのたまり場の居酒屋へと駆け込み、その場にいた全員にカリンの危機を知らせた。

　その中にはバッカスとナルシスもいた。

「とにかく加勢しろ！　やられちまうぞ！」

　バッカスが叫ぶと、魔法衛士隊員たちは、居酒屋を飛び出していった。

「誰だれかサンドリオンに知らせろ！」

　ナルシスがそう叫ぶと、一人がサンドリオンの家へと駆けていく。

　十人ほどの魔法衛士隊員が駆けつけると、辺りは先ほどよりひどい騒ぎになっていた。

　三人ばかり、ユニコーン隊の隊士が地面に転がって呻うめいている。遠巻きに眺める群集の視線の先には、カリンがいた。

　カリンは巧みに風魔法を操り、建物の上から上へと飛び移り、相手の攻撃魔法をかわしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ユニコーン隊の騎士たちは、今や二十人近い。それらが、一斉にカリンめがけて魔法を放つのだが、風を味方につけたカリンは、その魔法をなんなくかわしていく。時折誰だれかが空へと上がり、そんなカリンを捕らえようとするのだが、空中戦でカリンに勝てる騎士はおらず、返り討ちにあって地面に墜落する。呻うめいている騎士たちは、そうやって空中戦で負けた一人らしかった。

「ええい！　こうなったら全員で上がってあいつを捕まえるぞ！」

　一人の騎士がそう叫んだとき、バッカスたち魔法衛え士じ隊たいの隊員たちがなだれ込んできた。

「カリンに加勢しろ！」

　突如現れた魔法衛士隊の一団に、ユニコーン隊は一瞬ひるんだが、すぐに“〝ブレイド”〟を唱えて迎え撃つ。

　派手な戦いは、十数分にも及んだ。ユニコーン隊のほうが、数が幾分多かったが、カリンとバッカスとナルシスの活躍が、勝負を制した。

　怪け我が人にんたちを抱えて、ユニコーン隊が逃げ出していくと、魔法衛士隊は勝どきをあげた。見守っていた市民たちも、そんな勝者に拍手を送る。ユニコーン隊と魔法衛士隊は、しょっちゅうこんなケンカ騒ぎを引き起こすので、市民たちのいい暇つぶしになっていたのだ。

　そんな騒ぎの真まっ只ただ中なかに、サンドリオンが駆けつけてきた。

「なんだこの騒ぎは！」

　その剣幕に、魔法衛士隊の隊員たちは、水を打ったように静まり返る。

「おい！　サンドリオン！　勝ったぞ！　あんなやつら、なんでもないよ！　だから正面から……」

「バカ野郎ッ！　あれほど手を出すなって言っただろうが！」

　怒気を満面にして、サンドリオンは叫んだ。カリンの顔が、一瞬驚きにゆがんだ。

「だって……、挑発してきたのはあっちで……」

「それがどうしたっていうんだ！　相手にしたら向こうの思うつぼなんだ！　わかってるのか！」

　なによぅ……、勝ったんだから、褒めてくれたっていいじゃない。あいつら、お姫様の想おもいを踏みにじったのよ？　わかってるの？　それに、ドーヴィルの事件だって、絶対あいつらが犯人に決まってる。それなのに調査調査って。

　昔の恋人を忘れられないくせに。

　“〝生きてて嬉うれしい”〟なんて言ったくせに……。

「お、お前なんかに、この事件が解決できるもんかッ！　臆おく病びよう者もので、卑ひ怯きよう者もののお前なんかに！」

　そう叫んだ瞬間、パァ――ン！　と乾いた音が響いた。サンドリオンが、カリンの頬ほおを叩たたいたのだった。その顔は蒼そう白はくだった。

　カリンの目がまん丸に見開かれ、ついで表情が崩れた。つり上がった目の端から、涙が一筋、こぼれて落ちた。カリンは頬ほおを押さえると、そのまま駆け出していってしまう。

　一部始終を見ていたバッカスが、

「おいサンドリオン！　なんでカリンを怒るんだ！　あいつ、たった一人でユニコーン隊を相手どってたんだぞ！　あいつがいなけりゃ、オレたちは負けてたんだ！」

「こんなことで勝ち負け決めてどうするんだ。どっちにしろ、挑発に乗ったのはこっちだろ。あいつが先に杖つえを抜いた。そうだな？」

「う……」

　バッカスが青い顔になった。

「どんな罠わなにハメられるのか、知れたもんじゃない。また、派手にやりやがって……」

　辺りを見回して文句を言うサンドリオンに、ナルシスが言った。

「感情的になっているのは、きみのほうに見えるがね。まあ確かに、今やりあうのはまずかったけどな」

　サンドリオンは、く、と拳こぶしを握り締めると、その場の全員に言った。

「とにかく、ヴィヴィアン殿の屋敷に向かうぞ。ことの次第を報告せにゃならん。おそらく、今晩のうちに陛下にも呼ばれるだろうしな」



　ヴィヴィアンに報告すると、つまらなそうに聞き流しただけだった。

「どのみちなるようにしかならん」というのが、ヴィヴィアンの感想だった。サンドリオンの予想通り、ヴィヴィアンの屋敷に来てすぐ、宮殿に出頭命令が出た。

　当のカリンが姿を消してしまったので、ヴィヴィアンとバッカスとナルシスが出頭すると、フィリップ三世はことさらに不機嫌な顔だった。

「マリアンヌお気に入りの見習いが、先に手を出したそうじゃないか。エスターシュめの勝ち誇る顔が瞼まぶたの裏に浮かぶわ！　あいつめ、こう言うに決まっておる。陛下、これでどちらがならず者かはっきりといたしましたな！　とな！」

　すると、事情を聞いていたヴィヴィアンがとりなすように言った。

「陛下、お言葉ですが、先に挑発したのはユニコーン隊です」

「そうかもしれぬ。だが、タイミングが悪すぎる！　とりあえず処分はせねばならん。先に杖を抜いたのはこちらなのだから。この前、エスターシュが処分をした以上こちらもせねば釣り合いが取れぬわ。まず、あの騒ぎに参加した衛え士じは三ヶ月の減棒だ。マリアンヌを救ってくれた礼もあるでな。このぐらいが妥当であろう」

　ナルシスとバッカスの顔が、青くなる。

「そして、事の発端であるあの見習いの少年は……、除隊とする」

　その場の全員の顔が、驚きにゆがんだ。

「マリアンヌお気に入りとはいえ、贔ひい屓きをするわけにはいかん。はて、娘には恨まれるだろうが……、こうなっては余にもどうにもならん」

「陛下、なにとぞお情けを！」

　情に厚いバッカスが、そう叫んだ。

「ならぬ。余もつらいのだ。前途ある若者の未来を摘み取らねばならぬのだから」

　フィリップ三世は、それからサンドリオン以外の退室を求めた。残ったサンドリオンに、

「で、その女のことは何かわかったか？」

「埋めた墓を確認しました。そこはからっぽでした」

「その後の足跡は？」

「所属していた旅芸人の一座を洗いましたが……、とうに解散していて……。昔の一座に所属していた数人に会うことができましたが、カリーヌのことはまったく知らないそうです」

「では、その女は闇やみの中、というわけか」

　こくり、とサンドリオンはうなずいた。

　しばらくフィリップ三世は考え込んでいたが、首を振る。

「では、そちらは今のところどうにもならぬな。余のほうにも、なんらの情報も入ってきてはおらぬ」

「残念です」

　フィリップ三世は、それから身を乗り出した。

「さて、それはそうと。余のほうでもこの件に関し、いくつか考えをまとめたのだ。聞いてくれぬか。思えば、余には腹心と呼べる部下がおらなんだ。宮廷の連中はどうにも信用がおけぬでな」

「陛下の御意のままに」

　フィリップ三世は辺りを見回し、誰だれもいないことを確かめたあと、声を潜めた。

「もし、一連の陰謀がエスターシュのやったことだとすると、その目的はなんなのだ？」

　サンドリオンを試すような視線だった。サンドリオンは、表情を変えぬままに言い放つ。

「あくまでわたし個人の考えなのですが。陛下のお被かぶりになっておられる、冠かと思われます」

　フィリップ三世はうなずいた。

「さよう。余もそう考える。あやつめはこの王国のすべてを手に入れておる。もしひとつだけ手に入れていないものがあるとすれば……、まさに王という地位のみだからな。では、どうして余を直接狙ねらわぬのだ？　余を殺せば、思いのままだろうに」

「エスターシュ大公は、頭のよいお方です。あまりにも見えすいた手口で陛下がお隠れになれば、自分が暗殺したと公に触れ回るようなもの。逆賊ということになれば、手に入れたすべてを失うことになる」

　フィリップ三世は、にやりと笑った。

「今が戦なら、そちを余の参謀に据えるところだ」

「もったいないお言葉でございます」

「さて、かといって余はエスターシュを追放することもできぬ。あの男がいなければ、この国はまともに動かんのだから。心臓なくしては、身体からだは動かぬ」

　サンドリオンも言葉につまった。そうなのだ、それこそが問題だった。一連の事件の首謀者がエスターシュだとして……、倒してしまうわけにもいかないのだ。だからこそ、カリンたちにも慎重と自重を求めたのである。

「きみならどうする？」

　不意に問われ、サンドリオンは頭をかいた。

「そうですね……、陛下のご親政に頼るのが一番かと……」

　フィリップ三世は大声で笑った。

「バカを申すな。己の器量は、己が一番よくわきまえておる。余は政治には向かん男だ。今回の件で、それがはっきりした」

　フィリップ三世は、決心したようにうなずいた。

「新たな宰相と、次王候補を迎え入れる」

　サンドリオンは、目を見開いた。

「エスターシュの代わりがおらんことが問題なのだ。また、そのことがあの男を増長させた。ならば入れ替えるしかあるまい。これは戦だな。サンドリオンくん。余は戦と捉とらえることにしたよ。すると、頭の中が澄み渡ったのだ。まずはこちらの布石を磐ばん石じやくに整えること。反撃はそれからだ」

　サンドリオンは深く頭を下げた。確かに、それしか方法はないだろう。

「まずは耐えることだ。あやつらはどんな手を使ってくるのか、しれたものではないからな。反撃の日まで、耐えてくれよ。サンドリオンくん」

　それからフィリップ三世は、サンドリオンに手を差し伸べた。サンドリオンは、恭うやうやしくそれに口をつけた。

　去り際に、サンドリオンはフィリップ三世に頭を下げた。

「ひとつ、お願いがございます」

「なんだね？　きみにはなんでもしてあげるつもりだから、遠慮なく言うがいい」

「魔法衛え士じ隊たい見習いカリンのことなのですが……」

「ならぬ。そればかりはならぬ。今、敵にこちらに付け入る隙すきを与えてはならぬのだ」

　サンドリオンはそれ以上何も言えずに、部屋を出て行った。



　自室に戻ると、カリンは居間で毛布を引っかぶり、まるで小山のようになっていた。サンドリオンはそんな姿を見て、深くため息をつくと、まず酒を取り出して一杯飲んだ。

「なあカリン」

　返事はない。

「話があるんだ」

　すると、ぐしゅ、と鼻水をすする音が聞こえ、消え入りそうな声で、

「……お前と話すことなんかない」と聞こえてきた。

「お前がそうでも、こっちにはあるんだよ」

　すると、毛布の中からコップが飛んできて、サンドリオンの頭にぶち当たった。まるで子供だ。まあ、実際に子供なんだろうが……。

　そんな子供に、つらい現実を突きつけなくてはいけなくって、サンドリオンは頭を抱えた。でも、言わなくちゃいけない……。

「……あのな？　驚かずに聞けよ。絶対に驚くなよ。あのな……、そのな……」

　言いにくそうに、首を振ったあと、

「お前、明日から、お城にいかなくていいぞ」

「……どういう意味だ？」

「いや、どういう意味も、こういう意味も……」

　カリンはすっと、毛布から顔を出した。泣きはらしたらしく、目が真っ赤になっている。

「言ってみろ」

「……お前はな、その、なんだ、魔法衛士隊を除隊になった」

「……なな、なんで？」

「なんでもかんでもあるか！　だから言っただろうが！　あれほど、今はやばいから自重しろと！　こっちから手を出すなって！　この前、エスターシュが自分とこの隊士を責任取らせて首にしただろ？　陛下も、おんなじことやらんと示しがつかんのだってよ！」

　サンドリオンの言葉で、カリンはぽかーんと口をあけた。しばらくそのまま、固まったように動かない。

「……ったく。こうなったらおれにもどうにもならん。かといって、行くところもないだろうから、しばらくうちにいろ。もしかしたら、陛下にとりなすチャンスがくるかもしれないからな……」

　しかし、それでもカリンは動かない。

　軽く肩をゆさぶると、そのまま後ろに倒れた。

「おい！　カリン！」

　サンドリオンは慌てて叫んだ。それでも反応はない。カリンは完全に気絶していたのである。



    

  
    
      


第四章　エスターシュの屋敷





　エスターシュ大公の屋敷は、シャン・ド・マルス練兵場からほど近い場所にあった。そんじょそこらの大名屋敷など及びもつかない、広大な土地を占拠して、その屋敷は建てられていた。まるで宮廷かと見まごうような大きさで、何も知らない外国の客などは、ここが宮殿ではないかと間違える者もいるぐらいである。

　事実、この四階建ての贅ぜいを凝らした屋敷は、トリスタニアの市民に、“〝新宮殿”〟と密ひそかに呼ばれていた。

　さて、そこの主あるじであるエスターシュ大公はソファに腰掛け、魔法の蓄音機が奏でる音楽に聴き入っていた。流れる音楽は、まるで春の小川のような心温まる調べだったが、エスターシュ大公は眉み間けんに皺しわを寄せたままだった。イライラがつのるのか、おもむろに蓄音機をとりあげ、中に詰まったビンを取り出した。中には、演奏する音楽の情報をたたえた水がゆらいでいる。別のビンを取り出し、蓄音機にセットした。悲しげな音楽が流れてきて、しばらく黙って聴いていたが、エスターシュ大公は白い顔に青い筋を浮き上がらせると、蓄音機を壁に投げつけた。

　ビンが割れる音と、板がバラバラに弾はじける音が響き、蓄音機の残ざん骸がいは床に転がった。

「まったく！　どうして今の心境にぴったりの音楽がないのだ！」

　そのとき、背後の壁の隠し扉が開き、黒い巫み女こ服に身を包んだ、美しい金髪の女が現れた。

「あらあら。もったいないことをなさいますのね」

　ノワールだった。いつもの慈愛をたたえた笑みを浮かべたその姿は、まるで敬けい虔けんな巫女にしか見えない。

「誰だれのせいで壊したと思っているんだ」

　エスターシュは、じろりと冷たい目でノワールを睨にらんで言った。

「あら？　何かございましたの？」

「ございましたの？　ではない！　誰が街ひとつ“〝木で偶く”〟に変えろと言った！　おかげで大騒ぎだ！」

「だって、“〝やり方は任せる”〟と言ったのは、大公殿下ではありませんか」

「程度というものがある！　おまけに、王女といっしょのところを狙ねらうとは、どういうことだ！　その上、失敗しおって！」

　怒りに任せて、エスターシュはノワールを叱しかりつけた。だが、それでもノワールは涼しい顔。まるで駄々をこねる子供をあやすかのような優しげな笑みを絶やさずに、じっとエスターシュを見つめるのみ。

「おかげで、こちらはせっかく手に入れていた、警護任務を手放すハメになったわ。どう責任をとってくれるのだ？」

「エスターシュ大公殿下のお望みはなんですの？」

「言っておるだろうが！　この国の王になることだ」

「本気だったのですわね」

　コロコロとノワールは笑った。

「当たり前だ。大体、誰がこの国を動かしておると思っているのだ。このわたしではないか！　あの宮殿で冠を被かぶっている男が、いったい何をしたというのだ？　この国をあやうく破産させるところだったのだぞ？　所しよ詮せん、将軍程度の男だ。それが、血筋というだけで王の座についている。わたしはそれが我慢ならんのだ」

「では、奪えばよいではありませんか。いつもそうしているように」

「それができるなら、とっくにそうしている！　だが、ものが玉座となると、ことはそう簡単ではない。事故に見せかけようが、毒をつかおうが、殺人の匂においはどこかに残る。その場合、真っ先に疑われるのは次に王座についた者だ。わたしには敵も多い。すぐに反乱が起こるだろう。だから、ことは慎重に運ばねばならんのだ！」

「臆おく病びようでいらっしゃること」

「臆病の何が悪い。わたしは絶対に勝てる戦しかせぬ」

　慎重さは、エスターシュの一番の武器だった。魔法衛え士じ隊たいから攻めたのも、そのためである。腹心の騎士隊を警護につけることにより、計画の成功の確率を高めるためだった。

「王さまを操って、冠をゆずってもらうおつもりでしたのね？」

「ふん。もっといい方法がある。あやつに、娘を殺させるのだ」

　エスターシュは、笑みを浮かべた。すると、ぞっとするような冷たさが顔に浮いた。

「それも衆人環視の元でな。気がふれた、ということで、勝手に冠が転がってくるわ。ついでに、邪魔な王女も処理できる。一石二鳥ではないか。だが、今の貴様たちの技ではいかん。魔法で動いていることが、丸わかりではないか！　ことは慎重を期すのだ。魔法で操っていることを、微み塵じんも感じさせてはならぬ」

　エスターシュは、退室を促すように手を振った。

「帰って叔父貴に伝えろ。この程度の技では話にならぬ、とな。もっと、誰だれにも操っていることが気取られぬぐらいの木で偶くを作り出せ。それができなければ、資金は打ち切る」

　ノワールは、笑みを絶やさぬまま一礼すると、来た場所から部屋を出て行った。

「まったく。何を考えているのかわからぬ女だ」

　そうつぶやいたあと、今度は呼び鈴を押した。すると、隣から別の女が現れた。肩ほどに黒い髪を切りそろえた少女だ。年の頃ころは十六、七ほどだろうか。

　垂れた目と、ちょっとふくよかな顔は、なんとも男好きがした。美人というよりは人懐こい可愛かわいらしい顔だった。

　怯おびえた表情で、エスターシュを見やる。その手には手錠がかけられていた。よく見ると、足にも鉄球のついた鎖が取りつけられていた。まるで囚人のようなその姿だった。

「あ、あの……」

「なんだ？」

「これ……、はずしてください……」

　その目から涙がこぼれた。

「それはできん」

　少女は床に崩れ落ちた。衰弱しきっているのだろう、その顔は青く、息が荒い。

「……あの子は？　アミアスは？」

「だいじょうぶだ。生きているよ。餌えさもちゃんと与えてある」

　少女は安心したように、ため息をついた。それから床に転がる。

「おい？　どうした？　死なれては困るぞ。お前に仕事を用意したのだからな」

「……おなかすいた」

　息も絶え絶えに、少女は言った。

「一ヶ月も抜いたからな。ったく、面倒な生き物だな」

　エスターシュは忌々しそうにそうつぶやくと、魔法を唱えて、自分に指に小さな切り傷をつくった。

　その指を、少女の先に突き出した。すると、少女は舌を突き出した。垂れる血を、伸ばした舌で受ける。目になにやら異形の光が宿り、口の隙すき間まから牙きばが伸びていた。

「まったく面倒な生き物だな、吸血鬼というやつは。なにせ、人の血しか受けつけんのだから」

　少女は屈辱に耐えるように、目を細めた。それでも、食欲は抑えられないらしく舌は突き出したままだ。

「ここまでだ。血がなくなってしまうわ」

　エスターシュは、短く“〝治癒”〟を唱えると、指先の傷を治す。少女は、悔しそうな顔でエスターシュを見上げた。

「お願い……。アミアスを……、妹を解放して……」



    

  
    
      



    

  
    
      「ダルシニよ。次の仕事に成功したら、解放してやる」

「……ほんとう？」

　哀願するような顔で見上げるダルシニの顔は、何も知らぬ無む垢くな少女のものだった。エスターシュは笑みを浮かべる。吸血鬼は、なんとも魅力的な顔をしているものが多い。獲物に油断させて、近づくための道具だ。そういった二面性をエスターシュは愛した。なに、薄皮一枚はがれれば、人間だって同じようなもの……。

　エスターシュが、この吸血鬼の姉妹を手に入れたのは、一年ほど前のこと。手勢を使って捕まえたのだ。何か面倒ごとがあると、たまにこうやって姉のダルシニの方に“〝仕事”〟をさせる。

　叔父貴は、もっとマシな木で偶くを作ることができるだろうか？　とりあえず、それまでの“〝つなぎ”〟としてこいつに仕事をさせよう。魔法衛え士じ隊たいを狙ねらうなら、こちらのほうが都合がいいかもしれない……。

「……誰だれを狙えばいいの？」

　疲れた声で、ダルシニは尋ねた。ふむ、とエスターシュは首をかしげた。



　エスターシュ大公の屋敷の地下には、いくつも抜け道が延びていた。大公とその側近しか知らない、秘密の抜け道だった。その抜け道はトリスタニアのあらゆるところに延びて、エスターシュを影の王様に仕立て上げるための道具のひとつになっていた。

　ノワールが地下から出た場所は、とある宿屋の地下倉庫だった。そこから一階に上がると、店の主人はちらっとノワールを眺めたきり、関心を払わなかった。エスターシュの息がかかった宿だったのである。

　宿の外は、すでに夕ゆう闇やみが訪れようとしていた。街道には出歩く人もなく、森へと帰るカラスの鳴き声が聞こえるのみ。

　ノワールはフードを被かぶると、人ひと気けのない道を歩いた。真っ暗闇にもかかわらず、ノワールは足取りも確かに歩んでいく。街道をはずれ、わき道へと入ると、さらに先へと進む。すると、ちょっとした森が現れた。闇夜に黒々と浮かぶ森は、巨大な怪物が眠っているようにも見えた。ノワールは、その森へと入っていく……。

　しばらく進むと、森は開けた。そこは、大きな共同墓地だった。主に平民が葬られる場所で、墓石も粗末なものが並んでいる。闇夜に浮かぶ墓地は、これ以上ない不気味さを放っていた。普通の女性だったら、怖くて入れないだろうが、ノワールはまったく表情を変えずに墓地へと入り込んでいく。墓石の間を縫うように進み、とある墓石の前までやってくると、ノワールはその脇わきにしゃがみこんだ。

　墓石の下に巧妙に隠されたスイッチをさぐると、機械仕掛けの音が響き、墓石が動き出す。ディテクト・マジックを恐れてか、魔法は一切使われていない。

　墓石の下には、地下へと通じる階段が見えた。ノワールは、下へと下りていく……。



　かなり深く階段を下りた先には、通路があった。通路の先には、ちょっとしたダンスホールほどの広さがある空間が存在した。ガラスでできた大きなビンが、いくつも並んでいる。秘薬の類たぐいが山ほど並んだ棚もあり、入り口の方まで異臭が漂っていた。辺りには煙がもうもうと立ち込めていたが、部屋のそこかしこに置かれた魔法の吸煙装置が蠢うごめき、濁った空気を吸い込み、清浄な空気へと変えている。

　その吸煙装置の音と、幾多の魔法装置の音が入り混じり、耳障りな音となってノワールの耳をなぶる。

　様々な実験器具の真ん中に、背の低い初老の男性の姿を見つけ、ノワールは近づいた。

「ただいま戻りましたわ。伯爵」

　伯爵、と呼ばれた老人は振り向いた。ずっとこんな地下にいるせいか、その顔は真っ白だった。白い皮膚に皺しわが幾重にも刻まれたその顔は、まるで蝋ろう人にん形ぎようのようだった。手は薬品で荒れ、赤く変色したままになっている。長い白髪が腰まで伸びたその姿は、幽鬼にしか見えない。

　エスターシュの叔父である、グールヴィル伯爵であった。彼は若い頃ころから死霊魔術……、死者を蘇よみがえらせる魔術に傾倒していた。家を追い出されてなお、彼は秘密裏に研究を続けた。そして、最近は甥おいであるエスターシュと再会し、こうやって金をもらって研究を続けていたのだった。

「おお、で、首尾はどうであった？」

　潰つぶれたような声が、その喉のどから響く。

「あんなものでは使い物にならぬ、だそうですわ」

　すると、グールヴィル伯爵の顔がゆがんだ。

「あやつめ。昔から贅ぜい沢たくなガキだったわ」

「これ以上の木で偶くを作れなければ、資金を打ち切ると……」

　グールヴィルの目が大きく見開かれた。

「なんだと？　あやつめ、何を言っておるのだ？　もう少し！　もう少しではないか！　もう少しでわしの研究が完成する！　そんなときに……」

　ノワールは、そんなグールヴィルの肩に手を置いた。

「お察しいたしますわ」

　悩ましげに、グールヴィルは首を振った。

「……どうして……、どうしてなのだ？　わかっておる。あの甥おいめに言われんでも、わかっておるわ。あんなものは、ただの生けるしかばねだ。単なる“〝水”〟の力で、動いているに過ぎぬ。なにせあやつらに“〝意思”〟はないのだからな。おのれで、考え、行動するということはない。ただ、アリのように目的を果たそうとするだけだ」

　グールヴィルは、眩まぶしげにノワールを見やった。

「その点、お前は違う。完かん璧ぺきだ。わしの最高傑作だ」

「感謝しておりますわ」

「何かが足りぬのだ。だが、その足りぬなにかがわからんのだ。ここに、あの“〝アンドバリの指輪”〟でもあれば、話は違うのだろうか？」

　それから、グールヴィルは首を振る。

「いや、せんないことだ。わしに“〝アンドバリの指輪”〟を手に入れることなどできん。何かだ。心を蘇よみがえらすための何かが足りぬのだ。それさえあれば……、わしの“〝王国”〟が完成する」

「誰だれも、争うことのない世界」

「そうだ」

「“〝愛”〟のみがあふれる、素晴らしき世界」

「そうとも！　そこでは誰もがいがみあうことはない、さげすむこともない。ただ、お互いを慈しみ、いたわりあう、真の理想郷が生まれるのだ。だが、心がなければ話にならん。そんなのは、ただのまやかしだ。なんの役にもたたん。皮肉にも、あの大バカのジョシュア・エスターシュめが言うようにな」

　グールヴィルは、ノワールを見上げた。

「お前を殺した、元恋人が欲しい。そいつに、なんらかの鍵かぎが隠されているやもしれぬ」

　ノワールは、にっこりと微笑を浮かべた。

「ありがたい命令ですわ」



    

  
    
      


第五章　黒の真実





「で、こいつは大丈夫なのか」

　バッカスが、床の上でのたうつカリンを指差して言った。

　そこではカリンが、床に腹ばいになり、ぐてっとした調子で床にがしがしと絵を描いているのだった。

「知らん。ほっとけ」

　サンドリオンが諦あきらめたように首を振る。

「お前、何描いてるんだよ？」

　ナルシスが床を覗のぞき込む。

「いけー。騎士カリン。わるいドラゴンをやっつけろー」

　ぶつぶつと、カリンはつぶやいている。

「この人間っぽいものは騎士か」

　カリンはうなずいた。

「で、この四本足の生き物はドラゴンか」

　カリンはうなずいた。

「どうやらドラゴンを退治する騎士を描いているらしいな」

　ナルシスが言うと、サンドリオンとバッカスはため息をついた。

　カリンが魔法衛え士じ隊たいをクビになって三日が経たった。

　その間、カリンはずっとこの調子で、床に絵を描いているのだった。もう、そこらの床じゅう、騎士っぽい絵であふれている。

　サンドリオンも初めはやめろと言ってペンを取り上げたが、気づくとどこからかペンを調達してきて描いているので諦めた。

「こいつ、よっぽど騎士になりたかったんだなぁ……」

　涙もろいバッカスが、目に涙を浮かべて言った。それからサンドリオンに向き直ると、

「やいサンドリオン！　どうして陛下にとりなしてやらなかったんだ！」

「言ったよ。でも、言下にはねられてなあ。おれにもどうにもならんよ」

　ナルシスが、顎あごに手を置いてうなずきながら、

「このままじゃ、彼は廃人になってしまうよ？」

「そうなんだがな……」

「どこか、別の隊を紹介してやることはできんのか？　ほら、いろいろあるだろう。そういや、モンモランシ伯爵家が、護衛隊の募集をしてたぞ」

　するとカリンは、首を振った。

「そんなどこぞいやだ。魔法衛え士じ隊たいがいい」

「贅ぜい沢たくなやつだな。モンモランシ家はかなりの名門だぜ」

　ナルシスが呆あきれた声で言うと、カリンは再び床にぼんやりとした顔で絵を描き始めるのだった。

「こいつ……、魔法衛士隊以外は目に入らんようだな。サンドリオン、どうにもならんのか？　オレはこいつが、なんだか不ふ憫びんになってきたよ。それにな、こいつがいなけりゃ、こないだの乱闘だってどうなっていたかわからん。今や、魔法衛士隊にとって、なくてはならない戦力だぜ」

「おれだってそりゃあ、なんとかしてやりたいとは思ってるよ。こいつの風魔法がなけりゃ、おれはドーヴィルで死んでたんだからな」

　考え込んでいたナルシスが、ぽん、と手を打った。

「じゃあ、お前の従者ということにすればいい」

「従者？」

「ああ。お前個人が雇い入れた従者だ。魔法衛士隊はなんも関係ない。貴族サンドリオンが、私用で使っている従者なんだからな。そして、ころあいを見計らって、陛下に上申すればいい。なに、この事件が片付けば、陛下だって考え直すさ」

　サンドリオンとバッカスは、顔を見合わせた。

「なるほど。そういう手があったか。おいカリン、今日からお前はおれの従者だ。いいな？」

　するとカリンは、恨めしげにサンドリオンを見上げた。

「お前の従者なんかやだ」

「わがままなやつだな！　今のところ、それしか、お前が魔法衛士隊に関かかわれる方法はないんだぜ？」

「騎士がいい」

「……まるで子供だな」

　ナルシスが呆れた声で言った。

「だから子供なんだ。しょうがないだろう」

　サンドリオンがそう言ったときだった。いきなり扉がばたーん！　と開いて、つむじ風のように、小さな少女が飛び込んできた。

「カリーンッ！」

「わ！　姫殿下！」

　ナルシスが驚きの声をあげた。果たしてそれは、街娘の格好のマリアンヌ姫殿下その人だった。泣きわめきながらカリンに飛びつくと、首を振った。

「どうして？　どうしてあなたが魔法衛士隊をやめなきゃいけないの？　おかしいわ！」

「……う、申し訳ありません。まったくもって、不徳のいたすところで」

　マリアンヌは、サンドリオンたちに向き直ると、

「お願いですわ。二人きりにしていただけますか？」

　と、哀願するような口調で言った。三騎士が逆らえるわけもなく、サンドリオンたちは寝室に引っ込んだ。

　それでも、様子が気になるので鍵かぎ穴あなから様子をうかがうのであった。

「ねえカリン、聞いてちょうだい！　父さまったらひどいのよ！　だってカリンは、わたしがプレゼントした衣装をからかわれたから杖つえを抜いたんでしょう？　つまり、わたしの名誉のために決闘したんじゃないの！」

　その話を聞いていたサンドリオンたちは顔を見合わせた。

「そうだったのか？」

「いや、知らなかった」

　そして、再び様子をうかがう。

　マリアンヌは、再び感情が高ぶってきたらしく、

「わたし、ちゃんとそれを言ったのよ？　それなのに父さまったら、『でもダメだ』の一点張り！　もう、あんな父さまなんてきらい！」

　そしてさめざめと泣くのだった。カリンはそんなマリアンヌの涙に打たれた。

　“〝ああ、夢はついえたかもしれない。でも、こんな可愛かわいいお姫さまの名誉を守れたんだから、騎士冥みよう利りにつきるじゃないか……”〟

　そう考えると、少しすっきりした。この三日で初めて穏やかな表情を浮かべ、カリンはマリアンヌの頭をなでてやった。

「ご心配をおかけしてすいません。でも、カリンは大丈夫です。殿下の名誉を守るためなら、この命を捨ててもかまわないと思っているのですから……」

　そう言うと、マリアンヌはカリンに思い切り抱きついた。

「ああカリン！」

　そして、思い切り唇を突き出してくる。いやぁ……、とカリンは冷や汗を垂らした。可愛いけど、そういうのはやっぱナシである。というか、落ち込んでいるときにこの手のテンションはキツい。カリンは、首を振ると、そっとマリアンヌを押し戻した。

「……カリン？」

「やはりその……、臣下と殿下ですゆえ……」

　するとマリアンヌは目にいっぱいに涙をため、

「もしかして、あの服が気に入らなかったの？　わたし、自分の趣味入れすぎちゃった？」

　いや、それ以前の問題だった。

「臣下と殿下ですゆえ」と、きっぱりと繰り返した。するとマリアンヌは、寂しそうに微笑ほほえみ、

「そうよね。わたしのせいで、カリンは魔法衛え士じ隊たいをやめさせられちゃったんだもんね……」

　と言って立ち上がる。

「でも、嫌いにならないでね？」

　カリンはうなずいた。とにかく、そういう問題ではないのである。

「じゃあいいわ。ほんとのこというとね、ちょっと顔が見たかったの。また来てもいい？」

「殿下のお望みのままに」

　それでマリアンヌは満足したのか、ありがとう、と言って帰っていった。

　残されたカリンは、緊張の糸が切れて、ぐんにゃりと地面に横たわった。そして、再び絶望に打ちひしがれる。心のどこかで、マリアンヌのとりなしに期待している自分がいたのだった。

　なぬ？　おぬし、娘の名誉を守ってくれたのか？　それはすまんことをした！　すぐに魔法衛士隊に復帰せよ！　なに、ついでに騎士叙勲もしてやろう……。

「あまかったわ……」

　もうほんと、ここまで王さまを怒らせてしまったのだから、騎士になれるなんて考えないほうがいいだろう……。

　そんな風にぐんにゃりしていると、寝室から三騎士が出てきてやいのやいの言われ始めた。

「いやはや、それでもお前のクビ継続ってことは、相当陛下はお怒りだったんだなあ」

　言うな。わかってる。

「というかなカリン。お前のさっきの態度はないぞ」

　ナルシスが、首を振りながら言った。

「……なにがだ？」

「せっかく姫殿下が会いにこられたというのに、お前の態度はなんだ」

「……だって、臣下と殿下じゃないか」

「それはそうだ。だがな、殿下は殿下である前に、一人の女性でもある。応こたえてやるのが男ってもんだぜ」

「……ふ、ふざけるな」

　カリンはわずかに頬ほおを染めると、唇を尖とがらせた。

　そんなカリンの態度に、ナルシスは、ん？　と首をかしげた。そして、バッカスとサンドリオンの肩に手を回すと、くるりと後ろを向いた。

「なあサンドリオン」

「なんだ？」

「あいつ、もしかして女を知らんのじゃないか？」

「……そんなの知るか」

　そうサンドリオンが言うと、バッカスがうなずいた。

「オレの勘だと、知らんな。あれは」

　ナルシスはうなずいた。

「お前の勘はまったく当てにならんが、今度ばかりは当たってる。知らんよ、あれは」

　するとバッカスは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「いかんな。それは実にいかん」

「いいじゃないかそんなこと」

　サンドリオンが、呆あきれた声で言うと、

「そんなことじゃない。大事なことだ」

「なんで？」

「なんでもかんでもない。カリンは確かに実力はある。そこはボクも認めるさ。でもな、どうにも融通がきかんところがあって、そいつがあいつの足を引っ張っているんじゃないかって思うんだ」と、ナルシス。

「うむうむ。オレがいうのもなんだが、あいつめ、要領が悪いな」

「で？」

　サンドリオンが尋ねると、

「とりあえず“〝男”〟になってもらおうじゃないかね。そしたら、少しは余裕もできて、話も通じるようになるだろうよ」

「はぁ？」とサンドリオンは呆れた顔になったが、バッカスが大きくうなずいた。

「そうだな。子供と話はできん。子供とはな！」

　お前なんか子供以下じゃないか、と思ったが、サンドリオンは何も言わなかった。疲れていたのである。

「よし」

　バッカスとナルシスは顔を見合わせると、カリンの腕を両りよう脇わきからつかんで引き起こした。

「ふにゃ？」

「ふにゃじゃない。ようしカリン。今からオレたちがお前を大人おとなにしてやるからな。サンドリオン、お前も来い」

「おれはいいよ」

　どこに行くのか見当がついたサンドリオンはそう言った。

「いいから来い。オレはお前のそういうところが好きじゃない。オレたちは決闘も、戦もいっしょだろ。だから遊ぶときもいっしょなんだ！」

　ぐいっとバッカスに腕をつかまれ、サンドリオンもずるずると引きずられていった。



　バッカスとナルシスに連れられてやってきたのは、案の定チクトンネ街にある、そういった夜の女たちが集う店だった。ナルシスとバッカスは常連らしく、店に入るなりおかみがもみ手をしながらやってきた。

「まあ！　これはこれはバッカスさまにナルシスさま。こんなお早い時間にいらしていただけるなんて、この『天使の箱舟』亭は幸せ者でございますわ」

「あー、今日遊ぶのはオレたちだけじゃないんだ。こいつも頼む」

　そう言って、バッカスはカリンを脇の下から持ち上げて、おかみの前に突き出した。

「あらまあ、これはこれは！　まるで女の子みたいに可愛かわいらしいおぼっちゃんだこと！」

　それからまじまじとカリンを見つめ、

「もしかしてこの子は、王女お気に入りってうわさの……、カリンだかコリンだかケロンさまかい？」

「ああそうだ。初めてなんだ。男にしてやってくれ」

　バッカスがそう言うと、おかみは二つ返事でうなずいた。

「なるほど！　ご安心ください。決して口外はいたしませぬ。この『天使の箱舟』亭は、なにせ口がかたいことで有名ですからね」

　それは本当だった。だからこそ貴族の上客も多いのだった。

「よござんす。お任せください！」

　すると、夜の女たちがどやどやとなだれ込んできた。

「あたしよあたし！」

「どきな！　この子はわたしんだよ！」

「ええいこのあばずれ！」

　とんでもない美少年で、おまけに王女お気に入り。そのブランド力ははかりしれないものがあった。なので、いきなり奪い合いが始まったのだ。

　当のカリンは、絶望の只ただ中なかにいたので、現実で起こっていることにまるで関心が払えず、されるがままにもみくちゃにされている。

　そのうちに、二階から大音声が響いた。

「その子は、このエスメラルダさまに任せるよ！」

　サンドリオンが見上げると、オーク鬼のようにいかつく大柄な女が階段の手すりにもたれている。

「エスメラルダさん！」

　カリンに群がっていた女たちが一斉に離れた。どうやらあのオークライクな女性は、この店の顔らしい。のっしのっしと階段を下りてくると、カリンの頬ほおを分厚い手で両側から挟んだ。サンドリオンは、メスがオスの百倍の大きさがあるという深海魚の話を思い出した。

「いい顔してるね。あなた、立派な騎士になるよ。いいかい？　あのボーフォール伯爵や、ノルド男爵だって、みんなこのエスメラルダが男にしてやったんだ。わたしが筆を下ろしてやった若いのは、みんな出世するのさ」

　また始まった……、と女たちは顔を見合わせた。このエスメラルダはかなりの大口叩たたきらしい。当のカリンは、未いまだなにがなんだかわからず、ただぼんやりと遠くの一点を見つめるのみ。えっこらせ、とエスメラルダはカリンを抱えると、二階の部屋へと向かっていった。

　バッカスとナルシスも、それぞれ馴な染じみの女と二階へと消えた。サンドリオンも誘われたが、

「おれはこいつでいいよ」と、ワインの瓶を指差した。一階は普通の居酒屋になっていて、酒が飲めるのだった。

　女を買いにくる男たちの酔った声や、女たちの嬌きよう声せいが混じりあった店の中は、この世の欲望がなんの覆いもかけられずに、垂れ流しになっている。

　でも、そんな騒がしい声は、いやじゃなかった。悩めるサンドリオンには、一服の清涼剤にも思えた……。

　しかし、酒が入ると思い出すのはカリーヌのことばかり。

　結局、調べても何もわからなかった。

　でも、おれはあいつに会ってどうするつもりだ？

　そう自問する。

　“〝止める”〟

　そう決めたのだが、どうやって止めるのだ？

　殺すしかないじゃないか。

　だが、おれにカリーヌが殺せるのか？

　できるとは思えない。今になって、ヴィヴィアンの言葉が蘇よみがえる。

　“〝お前には、一度愛した女を憎むことなどできんよ”〟

　愛していた。確かに……。

　そしてカリーヌも自分を……。そこまで思おうとして、サンドリオンは心の壁に突き当たる。

　……どうして、自分がカリーヌを忘れられないのか。

　もうひとつの理由を思い出し……、いや思い出した、という言い方は正確じゃない。それは心のそこにずっと沈めていた疑問だった。なぜなら、それを思うと、サンドリオンの心は壊れそうになるから。

　カリーヌは、いつも呼べば応じてくれた。彼女の言葉を信じるならば、彼女の初めてをも捧げてくれた。おれが愛していると言えば『愛しているわ』と笑顔で言ってくれた。

　でも……、とサンドリオンは頭を抱える。

　彼女はいつも寂しそうだった。どれだけ、愛していると言われても、どこか心がこもっていないように感じられた。

　そうだ、とサンドリオンは頭を抱えた。

　あの日……、父に付き合いがバレたときだって……。

　サンドリオンの記憶が、三年前に戻る……。



『やっぱり……、わたしたち、付き合っちゃいけなかったのよ』

　カリーヌは、あの泉のそばで、そうサンドリオンに言ったのだった。

『どうしてそんなこと言うんだ？』

『だって、やっぱり身分が違うし……』



　おれは、そう言うカリーヌを必死に説得して、二人で逃げだした。

　思えば、おれは自や棄けになっていたのかもしれない。父より、誰だれより、そんなことを言うカリーヌに腹が立った。

　“〝それなら、わたしを連れて逃げて”〟

　おれは、カリーヌにそう言って欲しかったんだ……。

　もしかして、カリーヌはおれの知っているような女じゃなかったのかもしれない。杯をあけながら、サンドリオンはそう考えた。

「あいつはただ、貴族のおれとちょっと付き合ってみたかっただけかもしれない……」

「誰だれが？　わたし？」

　サンドリオンは思わず顔をあげた。

　いつの間にか、自分の目の前の席に、黒い修道服に身を包んだ、美しい金髪の女が腰掛けているではないか。

　ノワールだった。

　一瞬、サンドリオンは何が起こったのかわからなかった。あれだけ探したのにもかかわらず、手がかりひとつつかめなかった相手が、今目の前にいるのだ。

「お前……！」

「あらやだ。怖い顔」

　そう言って、ノワールはくすくすと笑った。サンドリオンは杖つえを引き抜くと、ノワールに突きつけた。

　一階の酒場は騒然となった。

「もう逃がさん。動くなよ」

「どこにも逃げたりなんかしないわ」



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃあ、おとなしく捕まるんだな？」

「なにを言うのよ。わたしはいつだってあなたの虜とりこよ」

　ノワールはサンドリオンをまっすぐに見つめた。おかみがやってきて、

「あんた、ここは他よ所その女が商売していい場所じゃないんだよ！　そこのあんたも、そんな物騒なものはしまっとくれ！」

　その言葉で、サンドリオンはノワールを促した。

「立て」

　ノワールは立ち上がった。サンドリオンは魔法を唱えて、ノワールの手を水のロープで縛り上げる。

「どうしてこんなことをするの？　わたし、あなたと話しに来たのよ」

　外にノワールを連れ出すと、サンドリオンは黙々と歩いた。

「わたしをどこに連れていくの？」

「王宮だ。お前はそこで逮捕されるんだ。そして、裁判を受けてお前の犯した罪にふさわしい罰を受ける。その前に、誰だれに頼まれてあんなことをしたのか、洗いざらいしゃべってもらうがな」

　サンドリオンは、感情を押し殺した声で言った。こいつはおれの昔の恋人なんかじゃない。村ひとつを生けるしかばねに変えた、悪魔のような女だ……。

　何度も自分に言い聞かせる。

　そう思うと同時に、希望のようなものも心に浮かぶ。

　そうなんだ。こいつは昔のおれの恋人じゃない。

　魔法によって蘇よみがえった際に、別の“〝心”〟なりが生まれたのだとしたら？

　もしそうなら、罪はカリーヌのものじゃない。その際に生まれた偽りの人格のものだ。この身体からだのどこかに、カリーヌの心が眠っているかもしれない。

　“〝記憶”〟だけじゃなく、カリーヌの心が……。

　それを蘇らせることができたら。

　サンドリオンの心が、どくん、と跳ねた。

　そしたら。

　カリーヌをこんな風にしたやつを探し出し、そいつに罪を贖あがなわせればいい。そしたら。そうしたら。

　おれは、失ったカリーヌと三年間を取り返すことができるかもしれない。

　それはあまりにも魅力的な誘惑だった。

「……お前を蘇らせたのは誰なんだ？」

「あなたの知らない人よ」

「そいつの元へ、連れていけ」

「会ってどうする気？」

「お前が使っている身体からだを、本来の持ち主の元へと返すんだ」

　サンドリオンの言葉で、ノワールは笑みを浮かべた。

「わたしはわたしよ。あなたは、わたしを誰だれだと思っているの？」

「魔法で吹き込まれた、悪魔の心だ。そいつが、カリーヌの身体を乗っ取っているんだ」

「あなたの知っているわたしは、じゃあどこにいるの？」

「おれの知っているカリーヌは、あの日、おれの魔法で胸を貫かれて死んだんだ。でも、おれとの記憶が残っているなら……、心だって……」

　するとノワールは笑みを浮かべたまま、

「あなたは、わたしの何を知っていたの？」

　その言葉で、サンドリオンは硬直した。

　胸を、冷たい刃やいばでえぐられたような想おもいだった。

　おれは……、カリーヌの何を知っていたんだろう？

　おれのすべて。おとなしいいつもの姿とは裏腹に、情熱的なダンスを踊る女。笑うと目じりが下がる目。やわらかい身体。抱きしめると、ほのかに漂う香水と入り混じった素敵な香り……。年はおれのひとつ上。そして、そして……。

　たった数週間、いっしょにいただけの女。

　“〝おれはカリーヌの何を知っていたんだろう？”〟

　その、一瞬呆ほうけた瞬間だった。

　一台の馬車が、猛烈な勢いで駆けてきた。窓が開き、そこから伸びた腕がノワールをつかみ、そのまま走り去っていく。虚をつかれたサンドリオンは、一瞬呆ぼう然ぜんとしたが、咄とつ嗟さに魔法を唱えると、水の鞭むちを馬車の手すりに絡ませた。

「逃がすか！」

　そのままバネのように、ロープを縮ませ、サンドリオンは馬車の上に飛び乗った。馬車の天井に張りつき、サンドリオンは魔法を放って、車輪を弾はじき飛ばそうとした。

「！」

　だが、揺れる車体の上なので、うまく狙ねらいがつけられない。街のど真ん中で魔法をぶっ放して手元が狂ったら……、大変なことになる。

　それに、これだけ大きな馬車を横倒しになんかしたら、通行人を撥はね飛ばしてしまう。

「くそ！」

　街の外に出るのを待とう、とサンドリオンは考えた。

　馬車は勢いを増した。

　門をくぐり、郊外へと通じる街道に出ると、夕ゆう闇やみが辺りを包みはじめた。街道沿いの家が途切れたころあいを見はかり、サンドリオンは呪じゆ文もんを唱えた。うまく車輪は狙ねらえない。馬と馬車をつなぐ連結部を狙い、魔法の矢を飛ばす。

　バチンッ！　と派手な音を立てて、馬が馬車から離れた。そのまま馬は闇の中へと消えていく。いきなり動力である馬を失った馬車は、ガタガタ！　と大きな音を立てて、右へと傾かしいだ。街道からはずれ、草地に乗り上げて、そこで大きな石をふみ、馬車は跳ね上がった。

　サンドリオンは宙へと身を躍らせ、“〝レビテーション”〟を唱えてゆっくりと地面に着地する。

　馬車は土煙を立てて横倒しになった。

　サンドリオンは杖つえを構えると、油断せずに待ち受けた。

「…………」

　しかし、中からは誰だれも出てこない。瞬間、背後に気配を感じ、サンドリオンは振り返る。

「んぬッ！」

　三匹ほどのオーク鬼が、槍やりを構えて突進してくるのが見えた。どうしてこんなところにオーク鬼が？　と疑問に思う余裕すらなく、サンドリオンは咄とつ嗟さにウィンディ・アイシクル氷の矢を放った。

　鋭い氷の矢は、それぞれオーク鬼の喉のどに突き刺さる。致命傷だ。だが、オーク鬼たちはそんな傷をものともせずにかかってきた。

「やはり……、“〝アンデッド不死の怪物”〟か！」

　サンドリオンは握った杖に、左手を当てた。呪文を唱える。バシュッ！　と空気の中の水蒸気が一瞬にして水になり、高速で回転する刃やいばとなって杖を包む。

　かかってくるアンデッド・オークは三匹。それぞれが手に、巨大な棍こん棒ぼうを握り締めている。人間の五倍もの力を持ったオーク鬼の持つ棍棒は、まるで大砲だ。あんなものを食らえば、バラバラになるだろう。

　だが、“〝ブレイド”〟を使えば王国一と呼ばれたサンドリオンにとって、オーク鬼の扱う棍棒などは、予あらかじめ軌道を教えてもらっているようなものだ。

　なんのフェイントもなく繰り出される一撃を、なんなく見切ると、懐にもぐりこんで胴を両断する。ついでふわりと飛び上がり、上から首を裂く。三匹目は腕ごと身体からだをぶった切った。

　ごろん、と転がるオーク鬼の死体を横目に馬車を見やると、中からノワールが出てくるのが見えた。

「すごい！　あなた、やっぱり強かったのね」

　嬉うれしそうにそう言うノワールを見つめ、サンドリオンは絶叫した。

「お前があのカリーヌってのは、うそだろ!?　何か、ロクでもない魔法で蘇よみがえった、違うなにかだろ!?」

　ノワールは首を振った。

「わたしは、昔のままよ。何も変わっていないわ」

「証拠を見せろ！」

「わたし、あなたとのやり取りを全部覚えているわ。ほら、この前だって言ったじゃない」

　サンドリオンの顔が、醜くゆがんだ。

　“〝わたしがここにいることを忘れてしまわないようにね”〟

　いつもカリーヌはそう言って笑っていた。二人のあのやり取りを知るものはほかにいない。

「記憶だ！　記憶だけが残ってるんだ！」

「意味がわからないこと言うのね。あまり困らせないで。人格と記憶って、わけられるの？」

　サンドリオンは首を振った。どうしても信じたくなかった。この目の前の女が……、昔のカリーヌと同じだなんて。

　でも、心のどこかの冷静な部分が、ノワールの言葉とサンドリオンの記憶を結びつける。いつもどこか寂しそうだったカリーヌ。言えば『愛しているわ』と答えてくれた。でも、どこか感情がこもっていないような。

　逃げ出すときだって、彼女は乗り気では……。

　“〝おれはカリーヌの何を知っていたんだ？”〟

「何を言えば信じてもらえるのかしら。そうそう。そういえばあなた、キスするときに、下の唇を噛かむわよね？」

　サンドリオンは泣きそうな顔になった。

「……お前」

「すごい顔だわ。どうしたの？　傷ついた？　あなたは、いつもそうだったわ。わたしが何を考えているのか。自分のことをどう思っているのか。そればかり気にしていたわね」

「……お前」

「あなたは、何もわかっていないのよ。わたしのことも。自分のことも。そして、自分がなにをしていたのかも……」

　こいつは。

　まるで子供のような原始的な怒りが湧わいた。ドーヴィルの民を皆殺しにしたことより、自分を殺そうとしたことより、それは許せないことだった。

「お前……、おれをだましていたんだな？」

　ノワールは応こたえない。ただ慈愛のこもった目で、サンドリオンを見つめるのみ。

「おれと付き合ったのだって、おれが貴族だったからだ。そうなんだな？」

「昔のことよ。もう、覚えてないわ」

「これが本性だったんだな？　お前は、悪魔のような女だったんだ。おおかた、あのときだっておれをたぶらかして、財産でも手に入れようと考えたんだろう！」

　するとノワールは、にっこりと笑った。

「あなたが、そう思いたいのなら、そう思えばいいわ。それであなたが楽になれるのなら、そう思ってもらってかまわないわ」

「ごまかすな！　エスターシュと組んで、今度は何を企たくらんでいる！」

　するとノワールは、馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべた。

「あら？　もしかして、エスターシュ大公とわたしに妬やいてるの？　そうね、確かに援助はいただいてるわ。でも、あなたの考えているような関係じゃなくってよ」

　サンドリオンは顔を赤らめた。もし、男女の関係だったら傷つくな、と思っていて、それを指摘されたのだ。

　サンドリオンの頭の中に、様々な想像がめぐった。ノワールが、エスターシュの“〝援助”〟とやらを得るために、夜な夜なベッドの中で何をしてるのかを……。

「嘘うそつけ！」

　思わずそんな嫉しつ妬との言葉が口をついた。

　サンドリオンは、“〝ブレイド”〟がかかったままの杖つえをノワールめがけて振り下ろした。水の刃やいばがノワールを襲う。

　だが、ノワールはふわりと浮き上がって、その刃をかわす。並の人間とは思えない、その体術だった。

「悪魔め！」

　飛びかかろうとした瞬間、サンドリオンは草に足をとられた。見ると、草が幾重にもサンドリオンの足に絡み付こうとしている。

　自然の力を利用する魔法……、サンドリオンたち貴族メイジが使う魔法とは根本から異なる、先住民たちの使う魔法。先住魔法だった。

「くっ！」

　杖つえを使って、草を切り裂く。

　そして顔をあげると、ノワールは忽こつ然ぜんと闇やみに姿を消していた。馬車に駆け寄って中を見るが、そこはもぬけのから。

　馬車も、よく見る駅馬車である。

　サンドリオンは、怒りに顔をゆがませると、思い切り駅馬車を蹴けりつけた。

「あいつは……、悪魔のような女だったんだ。おれは何も知らずに……、くそ！」



　一方その頃ころ、カリンは『天使の箱舟』亭で震えていた。気づいたら、とんでもないことになっていたのである。そこは、なんというのか、カリンの少ないボキャブラリーで説明するなら、『いかがわしい場所』だった。

　自分が横たわったベッドはまあ普通のものだったが、なんだか嗅かいだことのないお香の香りが部屋に漂っている。大人おとなの香りというか、脳のう髄ずいの奥を刺激されるような官能的な香りだった。ムードを高めるつもりなのかどうか、悩ましい感じの音楽が流れている。おそらくは魔法の蓄音機からのものだろう。そんなものを部屋に置けるなんて、なるほど貴族相手の娼館だけのことはあった。

　その音楽にのって、“〝牛”〟が踊っていた。いや、牛というのはごく控えめな形容で、なんというか肉の塊が、音楽に合わせて左右に蠢うごめきながら、服を一枚一枚剥はぎ取っていくのだ。

「な……、なにをしているんだ？」

　震える声でカリンがそう言うと、

「いいことを、するのよ」

　と、ドスの利いた声が返ってきた。

「あなたはだれ？　ここはどこ？」

「ここは『天使の箱舟』亭で、わたしはエスメラルダ」

　カリンは少ない知識を総動員して、ここが男たちの相手をつとめる女がいる店で、目の前の肉、いや女性は、そういった女性だと見当をつけた。さて、そこまで見当がついたからには逃げるだけである。

「帰る。ありがとう」

　そうぺこりと頭を下げて、ベッドから飛び降りると、がばっと抱きすくめられた。そのまま巨体にベッドに押し倒される。

「はむが！　むが！」

「大丈夫。怖いことなんてないからね。このエスメラルダに、すべて任せておいでだよ」

　エスメラルダの、極太ソーセージのような指が、カリンの上着にかかる。杖つえ、杖、杖どこ！　と、必死になって辺りをきょろきょろと見回すと、部屋の壁に立てかけてあった。

　手を伸ばしても、巨体が邪魔で届かない。

　そんな風にじたばたするカリンの目を覗のぞき込んで、エスメラルダは言った。

「怖くない。怖くないよ」

　なんだか情けないやら、せつないやらで、カリンは思わず涙をこぼした。するとエスメラルダの動きがぴたりと止まった。

「あんた、好きな子でもいるのかい？」

「いや、そういうわけでは……」

　まさか女だとバレたら困るからだとは言いにくい。それでも、エスメラルダは勝手に誤解したらしい。

「好きな女のために、貞操を守る……、か。いまどき珍しいオトコだね」

　すっとエスメラルダの巨体が離れた。それから部屋の隅にあった水パイプの吸い口をくわえると、一口吸い込み、盛大に煙を吐き出した。

「あんた、いい騎士になるよ。このエスメラルダが保証する」

　とにかく自由になったらしい。カリンは乱れた服を直すのももどかしく、杖を引っつかむとそのまま居酒屋を駆け抜け、外へと飛び出した。

　外に出ると、涙がぼろぼろとこぼれてきた。さっきのエスメラルダの言葉が頭の中をめぐる。

　“〝あんたいい騎士になるよ”〟

「絶対無理よ……」

　なんだか情けなさが浮き彫りになったような気になり、カリンはとぼとぼと歩き出した。



    

  
    
      


第六章　吸血鬼ダルシニ





　ダルシニは、吸血鬼にしては珍しい性格をしていた。この吸血鬼の少女は、とにかく殺生ができないタイプだったのである。人間でいうベジタリアンといったところだろうか。同じ姿にしか見えない人間を、どうしても殺すことができないのである。

　独立したひとつの種族として存在する吸血鬼の中で、たまに生まれる“〝異端”〟の存在ではあった。

　それは、双子の妹であるアミアスも同じであった。そんな二人の“〝狩り”〟は一風変わっていた。普通の吸血鬼たちは、獲物である人間を捕らえるために、“〝先住の魔法”〟と呼ばれる、自然の力を利用した魔法を使う。

　森であれば枝を使って人間を絡めとり、村落であれば石いし礫つぶてで人を殺し、その血をすする。またはその狡こう猾かつさでもって、獲物を油断させる。

　ダルシニとアミアスは、その徹底して“〝相手を油断させる”〟ことが得意だった。二人の容姿は、いたいけな少女にしか見えなかったので、それっぽい服を着ていると流れの修道女に見えた。どうにかしてやろう、なんてお大尽も現れるので、そうやって家に入り込み、手を出してきた男の血をうまいことすするのだった。

　でも、殺すほどには吸い尽くさない。なんだか身体からだの調子が悪いな……、と思わせた頃ころに逃げ出し、また同じことを繰り返す。そんな風だったから、途中で正体がバレることもままあって、そのたびに逃げ出したりするのが常だった。

　この前、エスターシュの手勢にとっ捕まえられたときも、村長の家にお手伝いとして入り込んでいるときだった。その村長はなぜか二人の正体がわかったときに同情のしぐさをみせ、二人に定期的に血を吸わせる約束をした。吸血鬼は忌み嫌われる存在であったから、彼のような存在は珍しかった。

　だが、ある日血を吸っているところを家族に見つかってしまったのである。油断していたので、ダルシニとアミアスはすぐに捕まり、領主であるエスターシュに引き合わされた。そして、アミアスを人質にされたダルシニはエスターシュ大公の言いなりになるしかなかったのだが……。

「……無理だよ。わたしに、屍人グールを使って大暴れさせるなんて」

　吸血鬼は、自分が血を吸った人物を一人、屍人と呼ばれる使い魔にして、ゴーレムのように操ることができる。

　エスターシュの命令は指定する人物を一人屍人に変えて、魔法衛え士じ隊たいを壊滅させよとのこと……。

「……そんなの、どうやればいいの？」

　ダルシニは、はぁ 、とため息をついた。

　夜の帳とばりがおり始め、それぞれの仕事を終え、家路につく人々で街道はあふれている。

　街行く人を見ながら、ダルシニは思う。自分と、こうやって歩いている人たちはどこも変わらないように見える。

　それなのに、どうして自分たちは、人間の血しか飲めないのだろう……。そんなことを考えていると、お腹なかが鳴り始めた。

「あう……、おなかすいた……」

　思わず、ダルシニはお腹を抱えてうずくまってしまった。切りそろえたサラサラの黒髪が、風に揺れて頬ほおをなぶる。垂れた目は、どきっとするほどに愛らしく、そうしているとなんとも男たちの目を引いた。

「どうしたい、嬢ちゃん。気分でも悪いのかい？」

　一人の男がしゃがみこみ、ダルシニの顔を覗のぞき込んだ。ダルシニはちらっと男を見つめた。この男は、少し血をもらっても大丈夫だろうか？

　屈強な身体からだつきの男だった。心の中で、ダルシニは首を振る。無理。無理無理。頭はあまりよくなさそうだから、一緒にベッドに入る振りをして、“〝眠り”〟の呪じゆ文もんで眠らせれば、苦もなく血をすすれるだろう。

　だが、万一目を覚まされたら……。

　その大木のように太い腕を見て、ダルシニはぶるぶると震えた。

「だ、大丈夫です」

　無理に笑みを浮かべて、ダルシニは首を振った。すると男は、くみし易やすいと感じたのか、いきなりダルシニの腕を握ってきた。

「そう言うない。うまいもの食わせてやるよ」

　うわ、どうしよう。でも……、とダルシニは男の顔を見た。なんというか、ダルシニにも味の好みというものがある。どうやら酒飲みらしい男の顔は赤らんでいた。酒飲みの血は、どろっとしていておいしくない。その味を想像して、ダルシニはうぷ、と口を押さえた。

「ほんとに結構ですから……」

　そう気弱に言ったものの、男は無理やりダルシニの腕を引っ張ると、とある居酒屋に連れ込んだ。男は次々に料理を注文する。

「ほら！　食えよ！」

　目の前に並んだ料理を見て、ダルシニは、うぷ、と吐き気をもよおした。人間たちにとってはおいしそうなご馳ち走そうなのかもしれないが、吸血鬼であるダルシニにとっては、ただの動物や植物の死し骸がいにしか見えない。その死骸を煮たり焼いたりして、まあ、見るも無残な格好に仕上げている。

　でも、人間がうらやましい、とダルシニは思う。

　ああ、どうしてわたし、吸血鬼に生まれちゃったんだろう。もし、目の前の男や、周りにたくさんいるような人間に生まれていたら……。

　こんなに食べ物で苦労しなくてすんだのに……。

「食えよ。ほら」

「け、結構です……」

　どうにもダルシニが料理に手をつけないので、男はなんだか頭にきたらしい。

「お前、贅ぜい沢たくだな！　どんだけお嬢様なんでえ！」

　どうやら、飯を食わせていいことをしようと考えていたようだ。いきなり男はダルシニの髪をつかんだ。

「あう、あうあう」

「食えっての！　おれのおごりが食えないってのか！」

「で、でも、おなかいっぱいで……」

「うそつけ！　腹を鳴らしてるじゃねえか！」

　ダルシニは、だから街はキライなのよ……、と心の中でこぼすのだった。



『天使の箱舟』亭を飛び出したカリンは、とぼとぼと道を歩いていた。なんだかもう、あらゆる気力が失うせて、どーにでもなれ、という気持ちになっていた。

　自分は何か間違ったことをしたのだろうか？　と、そんなことを考える。

　いや……、やはりあの場で杖つえを抜かなければ、自分は自分でいられなかったような気がする。確かに笑われてもしょうがない衣装だったが、あれには、マリアンヌのせつない想おもいが詰まっているのだ。同じ女として、許せるものではない。

　でも、そのことで騎士になるという夢を失ってしまった。

　やっぱり自分は間違っていたんだろうか……。

　とにかくこれからどうしよう。

　サンドリオンの従者になって、こき使われる？

　冗談じゃない。元はといえば、あいつが……。

　あいつが情けないからじゃないのよ！

　カリンは、叫びだしたい衝動にかられた。ふつふつと怒りが湧わいてくる。あいつがわたしのことを認めないから……。そして、いつまでも昔の女のことなんか引きずって、いじいじとしているから……。

　“〝生きていて嬉うれしい”〟ですって？

　その言葉が、カリンの頭を何度もめぐった。気持ちはわからないでもない。でも、あの女に殺されそうになったカリンの目の前で言う言葉じゃない。

　それにあのバッカスにナルシス。自分をいったいどこに連れていったのだ。女を抱けば、わたしが立ち直るとでも思ったのか。

　なんて単細胞！

　ばっかじゃないかしら、とカリンは呆あきれる思いだった。きみたち、騎士だなんだとかっこうつけてみても、女一人抱いたら、悩みも吹っ飛ぶわけ？

　わたしはそこまで単純じゃないわ！　と怒鳴りつけたい衝動にかられる。目の前にいたら、杖つえを抜いていたかもしれない。

　はう。

　わたしが憧あこがれた騎士ってのは、あんなにも情けない男ばかりだったのか……、と幻滅しながら歩いていると、悲鳴が耳に届いた。

「ごめんなさい。ごめんなさい」

　見ると、一軒の居酒屋の前で、十六、七ぐらいの黒髪の少女が男に乱暴されている。

　ダルシニだった。

「このやろう！　せっかく人が奢おごってやろうとしたのに、逃げ出すとはどういう了見でえ！」

　腹が立っていたので、カリンはそんな様子が我慢ならなかった。つかつかと近づくと、遠慮もなしに後ろから男の尻しりを蹴けり上げる。

　振り向いた男は、一瞬カリンを侮ったような顔で見つめたが、すぐに腰に下げた杖に気づき、そそくさと逃げていった。

「大丈夫か？」

　手を貸すと、ダルシニは目を潤ませながらカリンを見つめた。

「ありがとうございます……」

「気をつけろよ」と言って立ち去ろうとすると、

「あ、あの！　お名前を！」

「カリン」

　そう短く言うと、ダルシニの表情が変わる。

「あ、あなたが！」

「ぼくを知ってるのか？」

　怪け訝げんな顔で、カリンが尋ねると、ダルシニは空とぼけた顔になった。

「え？　いやそのー、あのですねっ！　ほら、魔法衛え士じ隊たい見習いのカリンさまといえば有名ですからっ！　決闘で活躍されたり、王女さまを救ったり、大活躍じゃございませんか」

　目を輝かせて、ダルシニは叫んだ。

「いやぁ……」

　困ったように頭をかいて、カリンは立ち去ろうとした。するとダルシニは、カリンの背中にはっしとしがみついた。

「お礼をさせてください！」

「結構」

　そう冷たく言ったが、ダルシニは離れない。

「そうはいきませぬ！　助けていただいた礼はいたします！」

　そのとき、カリンのお腹なかが鳴った。

「おなかがすいているのですか？」

　確かにそのとおりだった。考えてみれば、この数日まともなものを口にしていない。今まで絶望が空腹を抑えていたが、怒ったおかげで身体からだが思い出したのだろう。

　カリンはその場にへなへなと崩れた。

「なんでもご馳ち走そうしますから！」

　ダルシニは、自分が連れ込まれた居酒屋に、カリンを引っ張り込んだ。



「おいしい……、ですか？」

　夢中になって食べ続けるカリンに向かって、ダルシニが尋ねる。口いっぱいに料理をほおばりながら、カリンはうんうんとうなずいた。

　コップのワインを飲み干して、ぷは、とカリンは息をついた。

「ま、どぞどぞ」

　ダルシニはすかさずコップにワインをつぎ足す。

「なるほど。そういうわけで、魔法衛士隊をクビになっちゃったんですね……」

　カリンは、いつしかダルシニにすべてを語っていた。騎士に憧あこがれてトリスタニアにやってきたこと。そしてこないだの決闘騒ぎで、とうとうクビになってしまったこと。

　とにかくダルシニは聞き上手で、ついついなんでも話してしまうのだった。

「で、これからどうするおつもりなんですか？」

　そう尋ねられ、カリンは返答に困った。とりあえず売春宿から飛び出してきたが、サンドリオンの元には戻りたくない。というか従者ってなに。

　かといって、故郷に帰れるわけもない。まさに八方塞ふさがりでどうしようもない。

　カリンの小さな心は、今にも絶望に包まれそうだった。その深い絶望に呑のまれたら、もう二度と戻ってこれないような気がした。

　思わず涙がこぼれそうになる。でも、泣いちゃだめだ。泣いたら、絶望を肯定することになってしまう。カリンは唇を噛かんで、必死に涙をこらえた。

　そんな風にしていたら、ダルシニも妙に感じ入ったらしい。

「かわいそう……」

　と、涙をこぼし始めた。

　カリンは、泣いたらだめだ、とつぶやきながらワインを飲んだ。そのうちに、意識が遠くなった。



　二階にとった部屋にカリンを運び込み、ダルシニはふぅ、とため息をついた。まったく、ついてる。こんなにも早く目標と遭遇することができるとは……。

　あとはこのカリンの血を吸って殺して、屍人グールに変えるだけ……。

　でも、あどけないカリンの寝顔を見ていると、そんなことをする気力が身体からだから抜けてゆく。

　無理よ、とダルシニはつぶやく。わたしにそんなことができるわけない。今まで一回も屍人なんか作ったことはない。それは生命に対する冒ぼう涜とくだ、とダルシニは思っていた。

　でもこの少年を屍人に変えて、魔法衛え士じ隊たいを襲わせないと、双子の妹のアミアスに会うことはできない……。あの冷酷なエスターシュのことだ。その命を奪わないとも限らない。

　ダルシニは意を決して、カリンの首筋に口を近づけた。するとその唇の隙すき間まに、鋭い牙きばが伸びた。彼女たち吸血鬼は、血を吸う直前まで牙を隠しておけるのだった。

　ハルケギニア最凶の妖よう魔まと呼ばれる所以ゆえんはここにあった。なにせ、見た目は人と区別がつかないのだから。

　牙が、滑らかなカリンの首筋に触れた。そのまま目をつむり、ダルシニは牙を突き刺した。白い肌の上に、ぷくっと血の玉が盛り上がり、ダルシニの舌を心地よく潤していく。

　そのとき、ダルシニは気づいた。

　この味……、少年のものじゃない。

　え？　この子、女の子？

　まじまじとカリンの寝顔を見たが、聞いていた容姿と一致する。それに名前だって間違えていない。魔法衛え士じ隊たいの見習いという身分も……。

　はっと、ダルシニは気づいた。たぶん、何か事情があるんだろう。性別を偽らなければならない理由が。

　女でありながら、男として生きる……。

　不意に、そんなカリンの状況が、自分と重なる。わたしも同じようなものだ。正体を隠さないと生きていけない。じゃないとすぐに殺されてしまう……。

　そう思ったら、もうだめだった。ダルシニはカリンの首筋からぷはっと口を離す。

　瞬間、カリンの目がぱちりと開いた。

「ほえ？」

　ダルシニを見つめ、直後、その口についた血に気づく。

「……え？　……血？」

　自分の首筋に手をやり、そこが濡ぬれていることに気づき、カリンの顔色が変わった。

「きゅ、吸血鬼……」

　吸血鬼。この世界最悪の妖よう魔ま。そのぐらいはカリンだって知っていた。ダルシニはカリンの目の奥に光る嫌悪感に気づき、ひう、とあとじさりした。並の吸血鬼なら咄とつ嗟さに魔法のひとつでも唱えるところだが、臆おく病びようなダルシニは、走って逃げ出そうとした。

　カリンの反応はすばやかった。

　すかさずブレイドを唱え、ダルシニの首筋に杖つえを突きつける。

「動かないで」

　吸血鬼は見つけ次第殺せと教えられている。それはこの世界の貴族にとって、蚊かを見つけたらつぶせ、というのと同じぐらい当たり前のことだった。

　その杖を振り上げた瞬間、ダルシニはぼろぼろと泣き出した。

「……く、んぐ、……うえ」

　吸血鬼はまるで人間にしか見えない。カリンの手が一瞬とまった。でも、情けをかけるいわれはない。残忍で狡こう猾かつな種族。街ひとつが全滅したことだって……。

　どう見てもおとなしい、引っ込み思案な少女にしか見えないが、それがこちらを安心させるための道具に過ぎないことを、カリンは父から教わっていた。

「あ、あの……、殺されるのはかまいません。わたしは確かに吸血鬼ですから。でも、でも……」

「でも、なに？」

　言葉が通じるというのは厄介だ。食うものと食われるもの。絶対に分かり合うことなんかないのに、その手段だけが残されている。

「わたしの、妹を……、助けてください。お願いです……、うえっ」

「妹？」

　ダルシニは、こくりとうなずいた。

「わ、わたしの妹が捕まってて……、わたし言うこと聞かなくちゃいけなくて……。ぐすん、わたし、どうして吸血鬼なんかに生まれちゃったんだろう。もういやです。おんなじ顔したあなたたち人間の血を飲まなきゃいけないなんて……。だから殺してください。でも、でも……、アミアスだけは……、助けてください……」

　その妙な様子に、カリンは杖つえをおろした。吸血鬼は狡こう猾かつで人をたくみにだますとは聞いている。でも、このダルシニの雰囲気には、なんか違うものを感じたのだ。

「いったいどういうことなのか、話してくれるか？」

　ダルシニは、泣きじゃくりながらカリンに説明した。



　話を聞き終えたカリンは、拳こぶしを握り締めた。

「エスターシュめ！」

　自分を屍人グールに変えて、魔法衛え士じ隊たいを襲わせようとしたなんて！

　その卑劣さに、カリンは眩暈めまいがしそうだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「わたしの話を信じてくれるんですか？」

　見上げるダルシニに、カリンはうなずいて見せた。

「信じるしかないじゃないか。きみが本気を出せば、寝ているぼくの血を吸いつくすことなんか造作もないはずだ。それができなかったってことは、きみはきみの言うとおりの人物なんだろう」

　人間を殺すことができない吸血鬼なんてものがいるなんて、カリンは信じられなかったが、ダルシニの行動を見るに信じざるを得なかった。

　そう言うと、ダルシニは安心したようにうなずいた。いろんな人間がいるのと同じように、吸血鬼にもいろんな吸血鬼がいるんだわ、とカリンは思った。

　とにかく、捨て置けないのはエスターシュだ。

　陛下に報告しようか？

　だが……、今のところ証拠はこの吸血鬼のダルシニしかいない。話しても信じてもらえるかどうか。この妖よう魔まが、どれだけこの世界で嫌われているのか、貴族であるカリンはよく知っていた。となると……、あてにするならサンドリオンと仲間たち？

　カリンは首を振った。

　ほうっておけ、と言われるに決まっている。それどころか、自分が勝手な行動をとらないように、どこかに閉じ込められてしまうかもしれない。

　サンドリオンの顔を思い出し、カリンは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　あの事なかれ主義の男は、そのぐらいのことをするかもしれない。とにかくカリンの全身を怒りが包んでいた。

　だったら、一人でやるまでだ。

　今でも、心は騎士だ。

　騎士というものは、絶対に目の前の不正を許せないのだ。この件は、今までやられっぱなしだったエスターシュに対する千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスに感じられた。

　絶対にエスターシュの尻尾しつぽをつかんでやる。そのためには……。

　カリンは必死になって考え始めた。



    

  
    
      


第七章　カリンの潜入





『天使の箱舟』亭での一件以来、カリンは姿を隠してしまった。捜そうにも、サンドリオンのほうはそれどころではなかったのだった。

　フィリップ三世にノワールに接触したことを報告したら、当然のように根掘り葉掘り尋ねられ、報告書の作成だけで三日が過ぎてしまった。

　バッカスとナルシスのほうでは、あまり気にしていなかった。二人に言わせるなら、少年というものは複雑だから、まあしょうがないということだった。相手をつとめたエスメラルダによると、何もしないで飛び出していったらしい。

「あいつ……、いったい何を考えてるんだ」

　溜たまった洗濯物の山を見て、サンドリオンは困った声で言った。そのうち帰ってくるよ、なんてバッカスたちは言っていたが……。

　いなくなってみて初めて、サンドリオンはカリンの存在の意外な大きさを思い知らされることになったのである。

　朝起きると、いつもカリンは先に起きて、何かをぱくついていた。今日のメニューはなんだ？　と尋ねると、いつも同じだろ。聞く必要なんかないじゃないか、と少し怒った声で言い返してきた。

　今は昔のように、一人きりの朝食だった。あいつめ、ぶつぶつ文句ばかり言っていたが、その文句もいざ聞けなくなると寂しいものである。

　こちらが面倒を見ている気になっていたが、案外あいつに頼っていたのはおれかもしれないな……、と、主あるじのいない椅い子すを見て、サンドリオンは思うのだった。

　でも……、そんな寂しさも、今サンドリオンが感じている怒りと空むなしさに比べたら、正直微々たるものだった。

　“〝カリーヌが自分を愛していなかった”〟

　その事実に、サンドリオンは胃がねじくれそうだった。自分が浸ってきた感傷、酒に溺おぼれていた三年間、それらすべてに、唾つばでも吐かれた気分だった。

　あのとき、誤って胸を貫かなければ、今いま頃ごろ自分はどうなっていたかもわからない。このときのサンドリオンは、そうまで思うようになっていた。

　フィリップ三世の煮え切らない態度も、サンドリオンを苛いら立だたせた。

　カリーヌとエスターシュ大公が明らかに繋つながっていることを、サンドリオンはフィリップ三世に報告したのだった。

　だが、フィリップ三世はエスターシュを呼びつけて、問いただそうとはしなかったのである。どうやら、新たに宰相の目処がつくまでは、こちらから手出しはしないことに決めているようだった。

　サンドリオンはもどかしい気持ちになった。かといって、王さまの決定に一介の騎士が異を唱えられるはずもなく、サンドリオンは結局、酒に溺おぼれることになった……。

　まるで子供のような顔で、サンドリオンはつぶやいた。

「……二度と女なんか信用しねえ」

　そのとき、扉がノックされた。カリンが帰ってきたのだろうか？　と思ったら違った。どやどやと入ってきたのは、ナルシスにバッカスだった。

　ナルシスは酔いで濁ったサンドリオンの顔を見るなり、いきなり爆笑した。

「な、なんだよ……」

「やっぱり！　ボクの勝ちだな！」

「くそ……」

　バッカスはナルシスにエキュー金貨を手渡す。

「なんなんだよ」

　サンドリオンが尋ねると、ナルシスは笑いながら言った。

「いや、賭かけをしてたんだ」

「どんな賭けだよ」

「いやな、お前が、まだ落ち込んでるにボクは一エキュー賭けた」

「オレはそれほど落ち込んでない、に一エキュー」

「なんで賭けなんかしてるんだよ」

「いやなに。ほらお前、また再会したじゃないか。昔の恋人に」

　サンドリオンの顔が青くなる。

「……それがどうした？」

「だから、ボクは『落ち込んでいる』に賭けた。なにせお前ときたら、未いまだに引きずっているからな」

「オレは逆だ。お前がそんな悪魔みたいな女を引きずっているわけなんかないと思ってた」

　サンドリオンは苦々しい表情になった。

「バッカスの勝ちだよ。おれはあんな女引きずっていない」

「ほんとか？」

　ナルシスは、サンドリオンの顔を覗のぞき込んだ。

「ああ。次会ったら、今度こそひっ捕らえてやる」

　その表情に何か気づいたらしく、ナルシスはぽんぽんとサンドリオンの肩を叩たたいた。

「無理すんなって」

「無理なんかしてるもんか」

　するとナルシスは、部屋を見回した。

「まだあいつは帰ってきていないのか？」

「ん？　ああ……」

　そう言うサンドリオンに、バッカスが非難がましい目を向けた。

「冷たいやつだな。心配ぐらいしてやれ」

「一応してるさ。でも、そのうち戻ってくるって言ったのはお前たちじゃないか」

　そんな風にしていると、再び扉が勢いよく開いた。

　見ると、いつもの街娘の格好の、マリアンヌ王女だった。

「カリーン！」

　三衛え士じたちは、あちゃあ、と顔をおさえた。今、一番来て欲しくない人物であった。マリアンヌは、カリンの姿がそこにないことに気づくと、きょとんとした顔で尋ねた。

「カリンはどうしたの？」

「その……、実はその、ちょっと買い物に行ってまして」

「じゃあ待ってる」

　マリアンヌは椅い子すに座ると、ひじをついてぼーっとした顔になった。そんな様子が不ふ憫びんで、サンドリオンは苦しそうに言った。

「あのですね殿下。実はその、カリンは家出中なのです」

「ええええ！　どういうこと？」

　マリアンヌは目を大きく見開いた。無む垢くな少女の瞳ひとみに見つめられ、サンドリオンは困ったように頭をかいた。

「えとですね。その……、鍛えようとしまして。なあ？」

　サンドリオンは、言いにくそうにバッカスとナルシスを見つめた。二人も冷や汗をたらしながらうなずいた。

「そ、そうです！　ちょっとしごきが過ぎたかね？」

「ああ！　あいつめ、あのぐらいで音をあげるなんてなあ！」

　まさか悪所に連れて行ったということもできずに、三人組はとぼけた声で言った。するとマリアンヌは目を剥むいた。

「ひどいわ！　あなたたち、先輩風を吹かせてカリンをいじめたのね？」

　バッカスが、青い顔になった。何せこのバッカスは、可か憐れんな少女に仕えたいという困った願望の持ち主なので、マリアンヌにこういう顔をされるとどうにもならなくなるらしい。

「ち、ちがいます！　いいことをさせてやろうと……、ぐえッ！」

　そこまで言った瞬間に、サンドリオンがその腹に拳こぶしを叩たたき込み、ナルシスが後頭部をぶん殴る。バッカスは床に崩れ落ちた。

「いいことってなに？」

　きょとんとした顔で尋ねるマリアンヌに、ナルシスが恭うやうやしく一礼した。

「いえ殿下。言葉のあやでございます」

「とにかく、あなたたちは何をぼさっとしているの！」

　マリアンヌは目をつり上げて、三衛え士じに怒鳴った。

「は、はいっ！」

「早くカリンを捜しなさい！　これは命令です！」



　三人はそれぞれ、手分けしてトリスタニア中を捜し回った。手すきの魔法衛士隊員も集められ、割と大規模なカリン捜しが始まったのである。

　サンドリオンも、当てもなくカリンを捜し回った。とりあえず宿屋を一軒ずつ回ってみたが、キリがない。

「あいつめ……、いったいどこで何をしてるんだ……」

　もしかしてトリスタニアを出ていってしまったんじゃないだろうな。いや、金だって持っていないはずだし……。



　その頃ころカリンは、ダルシニと二人、宿で計画を練っていた。カリンたちが泊まっている宿にも、魔法衛士隊の隊員がやってきたが、いるとしたらてっきり一人で泊まっているはずだとの先入観から、カリンとダルシニを見つけることはできなかったのだった。

　二人が練っている計画とはずばり、エスターシュの屋敷に忍び込み、アミアスを救い出し、エスターシュが行っている陰謀の証拠をつかむことであった。

　だがもちろん、そう簡単にはいかない。

「あのエスターシュのお屋敷には、簡単には忍び込めないんです」

　ダルシニが、そうカリンに説明した。

「普通のお屋敷じゃないってこと？」

　シャン・ド・マルス錬兵場の近くにある、“〝新宮殿”〟と呼ばれるエスターシュの屋敷が、並の屋敷でないことぐらいはカリンも知っていたが、簡単に忍び込めないとはどういうことか。

「いっぱい、人間の兵隊や騎士がつめています。それだけじゃないんです」

「それだけじゃないって？」

「あのエスターシュは、わたしたち亜人をも“〝不死の怪物”〟に変えてるんです」

　亜人というのは、人間以外の種族のことだ。オーク鬼やトロール。そして強力な魔法を使う、翼人やエルフ。そして、ダルシニのような吸血鬼。

　その数は人間ほど多くはないが、力が強かったり、強力な先住魔法を使いこなすので、人間から恐れられている。

　そんな亜人をも、エスターシュは不死の怪物アンデツドに変えているという。いったい、何のために使うのだろうか。

「人目につかないように、地下の牢屋に閉じ込めてあります。わたしも連れてこられたときは、その地ち下か牢ろうに入れられていたから」

　それを見つけて、うまく公表できれば……。エスターシュの立場はなくなるだろう。カリンはごくりと唾つばを飲んだ。

「入れそうな場所はないのか？」

　そう尋ねてみたが、ダルシニはわからない、と首を振る。

「わたしが知ってる場所は、地下牢と屋敷の一部だけなんです。用事があるときだけ、エスターシュの部屋に呼び出されて、秘密の通路を使って外に出されるの」

「秘密の通路？」

「はい。エスターシュの屋敷には、いくつもそんな通路が延びてて、この街のいろんな場所につながっているらしいんです。わたしはひとつしか知らないけど」

「そこだ！　そこから入り込むんだ」

　カリンが夢中になって言うと、ダルシニは首を振った。

「無理です……」

「なぜだ？　だって、まさか正面から乗り込むわけにはいかないじゃないか。それこそ、あっという間に捕まってしまう」

「秘密の通路は、当然侵入を警戒されています。だから、わたしたちは一回限りの“〝通行証”〟を手渡されているんです」

「一回限りの通行証？」

「はい。この香こう炉ろがそうです」

　ダルシニは懐から地味な香炉を取り出した。

「ここにお香がつめられてて、それが匂においを発している間だけは、“〝番人”〟が反応しないようになっています」

「じゃあこれを持ってれば……」

「ダメです。片道分しかつめられてないんです。帰るときは、こちらから手紙を出さないと。そうするとお迎えがくるんです」

　もちろん、お迎えにきてもらうわけにはいかなかった。

　カリンはしばらく考えたが、そのうちに顔をあげた。

「“〝番人”〟ってなに？」

　するとダルシニは、ひう、と息を呑のんだ。

「わ、わかんないんですそれが……」

「……どういうことだ？」

「何がいるのかわからないんです。でも、でも……、確かにあの通路を通っていると感じるんです」

「何を？」

「……誰だれかに見られているって」

　その言葉に、カリンはびくっと震えた。ダルシニは、おびえたように顔を伏せる。吸血鬼……、ハルケギニア最凶の妖よう魔まを震え上がらせる視線ってなに？

　カリンの全身を震えが包んでいく。

　でも……、もう平気だ。わたしは、昔の臆おく病びようなわたしじゃない。もうあのおまじないだって克服した。それに……。

　ノワールの顔が浮かんだ。ふくよかで女性的なラインの身体からだ。悪魔のような女……。そして、サンドリオンの元恋人……。

　そう思うと、ぴくりと怒りが生まれた。

　あ、あんな目で、あの情けないサンドリオンはキスとかしてたんだわ……、と夜な夜なの目つきや手つきを思い出して震える。

　それから、あの森の泉に通じる獣道で、転びそうになったわたしに手を差し出したときの顔。

　あ、あんな顔で見てたんだわ。

　くけ、とカリンは喉のどを鳴らした。全身に怒りが満ち満ちていくのがわかる。生きててよかった、ですって？　ですってぇええええええええ！

　弱虫サンドリオン。女の腐ったような男。

　安心して。

　わたしがあの悪魔のような豊満女をきっちり冥めい土どに送ってあげるわ、とカリンは怒りにゆだった頭で考える。

「大丈夫ですか？」

　ダルシニが、そんなカリンを心配そうに覗のぞき込む。

「ああ」

　カリンはお腹なかが空いたのか、テーブルの上のパンに手を伸ばす。もぐもぐと噛かんでいると、ダルシニがぎゅるるるる……、とお腹を鳴らした。

「お腹すいてるのか？　なにか食べれば？」

　そう言ったあとに、はたと気づく。

　彼女は吸血鬼だったわ。

「ちょ、ちょっとだったら血あげるけど」

　そう言ったら、ダルシニは首を振った。

「今から妹を助けてくださる人から、血をいただくわけにはいかないわ」

「でも、おなかぺこぺこなんだろ？」

　吸血鬼は優れた先住魔法の使い手なのだ。逆に足手まといになられては困る。そう判断してカリンが言うと、ダルシニは驚く言葉を口にした。

「じゃあ、その……、汗をください」

「……汗？」

　拍子抜けしたようにカリンが問い返すと、

「はい。あのですね、実は汗って血液の一部のようなものなんです」

「そ、そうだったのか？」

「もちろん、血液の代わりにするには含まれる成分がぜんぜん足りませんけど、とりあえずのしのぎにはなります」

　そうだったのか、とカリンは感心した。では、とダルシニが身を乗り出してきたとき、カリンはびくっと震えた。

「え、えっと……、その、直接？」

「はい」

　こくりと、ダルシニはうなずいた。

「できれば、裸になっていただきたいのですけど」

　そう真顔で言われ、カリンは硬直した。そんなことしたら、女の子ってバレちゃうじゃないのよ。

　もじもじし始めたカリンにダルシニは笑顔で言った。

「あ、大丈夫です。あなたが女の子ってちゃんとわかってますから」

「へ？」

「血の味でわかるんです。ほら、さっきちょっといただいたとき」

　カリンの顔が見る見るうちに青くなっていく。

「大丈夫です。誰だれにも言いませんから。何か事情がおありになるんでしょうし」

　そう言うと、ダルシニはカリンに飛びかかってきた。床に押し倒される。

「はえ？　はえ？　はえ？」

　なんだか慌てていると、ダルシニは器用にカリンの服を脱がせにかかった。あっという間に、上着が剥はぎ取られ、下着に手がかかる。

「ちょ、ちょっと、ちょっと……」

　いつしかダルシニは妖よう艶えんな笑みを浮かべていた。先ほどまでの、気の弱そうな雰囲気はどこかに飛んでいる。

　ダルシニの指が、カリンの薄い胸をまさぐった。

「ひ」

　唇が、首筋に伸びて、優しく舐なめあげる。

「おいしい。あなたの肌、ほんとうにきれいですね。こういったきれいな肌から出る汗は、極上なんですよ」

「あ、ああ、ありがとう……、んっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　ダルシニは夜の妖よう魔まとしての本領を発揮して、カリンの身体からだを攻め始めた。サンドリオンの荒々しい感じとは違う、繊細で、それでいて艶なまめかしい動きだった。

　いいのかしら。

　これって微妙にあれじゃないのかしら。

　サンドリオンが夜な夜なしかけてきた、例のアレじゃないのかしら。

　それとも女同士だからアレではないのかしら。というか女といってもダルシニは吸血鬼で……。

「目をつぶってください。今から、たくさん汗かいてもらいますから」

　そう言われて、カリンは、はい、と従順にうなずいていた。疑問とか、どうしようとか、そういった言葉が頭から飛んでいく。ダルシニの指と舌が、肌をなぞるたびに、カリンの身体が熱くなっていった。



　散々汗をかかされたあと……、ダルシニはカリンにぺこりと頭を下げた。

「ごちそうさまでした」

　しかし、その声はカリンに届かなかった。とっくに失神していたのである。



　翌日の夜……。

　夜陰に紛れて、ダルシニとカリンは“〝秘密の通路”〟とやらの入り口の前までやってきた。それは繁華街にある居酒屋の後ろの、下水道に通じる穴だった。トリスタニアの地下には土魔法で作り上げた、網の目のように広がる下水道が伸びている。

　そのうちの一本が、秘密の通路につながっているのだろう。

　鉄でできた蓋ふたを開けると、つん、と饐すえた腐水のにおいが鼻をついた。カリンは“〝灯あかり”〟の呪じゆ文もんを唱えた。すると、杖つえの先がたいまつのように輝いた。

「わたしが先導します」

　ダルシニはそう言うと、先に下水道へと下りていく。カリンも後に続いた。くるぶしまで腐水の中につかりながら、ゆっくりと先へと進む。三十メイルほど進んだあたりで、ダルシニが壁の一部を指差した。

　そこだけ、レンガの色が違う。

　ダルシニが手を伸ばすと、レンガが外れた。どうやら、漆しつ喰くいで固めていないようだ。二十個ほど外すと、人一人がくぐれるぐらいの穴ができた。穴の奥からは、風が流れてくる。

　風使いのカリンには、その穴がずっと遠くまで続いていることがわかった。身をかがめて、その穴を進むと……、先ほどの下水道ほどの広さの通路に出た。ぼんやりとした灯りに浮かぶ通路の壁は、先ほど見たレンガでなく、年代ものの石造りだった。

「何千年も経たっていそうだな」

　カリンがそう言うと、ダルシニがぴっとりと寄り添ってきた。

「な、なんだよ」

「いえその。怖くって」

「ぴったりしてたら、呪じゆ文もんが使えないじゃないか。離れろ。というか貴様、吸血鬼のくせに怖がるとはどういうわけだ」

「吸血鬼だって、怖いものは怖いです」

「とにかく離れろ」

「冷たいんですね。昨夜は肌を合わせたじゃないですか」

　カリンがぷるぷる震えながらこぶしを振り上げたら、ダルシニはやっとのことで離れた。

「カリンさん」

「なんだ？」

「とりあえずその男言葉やめませんか？　せっかくかわいい女の子なのに……」

「……ほっといて」

　そう言い放ち、カリンはゆっくりと歩き始めた。通路の石には、ところどころに旧ふるいルーン文字が彫られている。この遺跡のような地下通路をエスターシュは秘密の通路として利用しているのだろう。

　ゆっくりと、足音を立てないようにしてカリンは先へと進んだ。



　カリンは奇襲を警戒した。

　この通路に潜む“〝番人”〟が何者かわからない以上、ほかに対処のしようもない。前方から風を手繰り寄せ、絶えず空気の流れと動きに注意を払った。

　何かがやってくれば、すぐに察知できる。

　そして……、通路を十五分ほど進んだときだった。

　不意に、その“〝気配”〟は訪れた。

　前方から、カサカサ……、と微かすかな擦過音が響いてきたのである。風使いのカリンと同じぐらい耳が利くダルシニは、背後で、ひう！　と悲鳴をあげた。

「しっ！」

　と、カリンはダルシニを叱しつ咤たすると、近づく気配めがけて氷の矢を放った。命中の手ごたえがあった。

　……が！

　気配の歩みは止まらない。次の呪じゆ文もんを用意する暇いとまもなく、灯あかりの中に“〝番人”〟らしきものの姿が浮かび上がる。

　大きな鉈なたほどもある鋏はさみが二つ見えた。その下には、甲冑を横倒しにしたような胴体。胴体の奥には、長い節くれだった尻尾しつぽが伸びて、その先にはドロドロの液体を滴したたらせた長い針があった。

「ジャイアントスコーピオン！」

　果たしてそれは、巨大サソリだった。カサカサカサと、角ばった動きで急速に近づくと、鋭利な鋏を突き出してきた。カリンは咄とつ嗟さにダルシニを突き飛ばすと、背後に飛んで鋏をかわす。

　魔法を放つ余裕はない。すかさず杖つえに“〝ブレイド”〟をかけて、カリンは果敢に反撃した。かすっただけで即死すると思われる毒針をかわすと、尻尾を断ち切った。

　ついで背中に、杖を突き立てる。それでも生命力の強いジャイアントスコーピオンは鋏を振り回し、カリンを切り裂こうとした。

「礫つぶてよ！」

　そのとき、ダルシニが絶叫した。あたりに散らばる石いし礫つぶてが、その口語の呪文に反応してジャイアントスコーピンを滅多打ちにする。ジャイアントスコーピオンは、カリンに向けた鋏を引っ込め、石礫から身を守ろうとした。

　その隙すきを逃さず、カリンは突き立てた杖を手前に引き絞り頭を断ち割った。

　ジャイアントスコーピオンは、それでもやたらと鋏を振り回した。だが、頭をやられたので狙ねらいがつけられない。カリンが両方の鋏を、手首に当たる部分から切り飛ばすと、やっとのことで動きが止まった。

　カリンはマントを見つめた。鋭い鋏に触れたのか、ぱっくりと切れている。もしこれが自分の腕や足だったらと思うと、ぞっとした。

　そばで震えているダルシニ向かって、カリンは礼を言った。

「ありがとう」

　彼女が石礫を飛ばしてくれなかったら、鋏を防げなかったかもしれない。だが、ダルシニの震えは止まらない。

「“〝番人”〟はやっつけた。もう大丈夫」

　ダルシニは首を振った。

「え？」

　カリンは、闇やみの奥に目を凝らした。何も見えない。ごくりと唾つばを飲み、風の気配に気を配る。

　カサカサカサ……、と先程の音が幾重にもなって響く。

　……一匹じゃない？

　あっと思うまもなく、大量のジャイアントスコーピオンが姿を現した。まさに“〝群れ”〟と形容していい数だった。

「ダルシニ！　下がって！」

　カリンは逃げようとした。飛んで逃げる。そうすれば、追いつかれずに下水道まで戻れるだろう。

　その数は十以上。一匹だけでも手こずったのに、あれだけの数に勝てるわけがない。この狭い地下通路の中では、得意の空中戦すら使えない。

　だが……、ここで逃げ出したら？

　サンドリオンの顔が浮かぶ。あいつはきっと、できもしない癖に余計なことに首を突っ込むな！　と怒るに決まってる。

　そう。

　自分は一いつ旦たん、この事件を解決すると決めた。

　だったら……。

　カリンは振り向いた。奥からダルシニの声が響く。

「カリン！　逃げて！」

　勇気じゃない。勇気なんかいらない。

　冷静になれ。冷静になって、敵の弱点を考えろ。

　カリンは先程のジャイアントスコーピオンの攻撃を思い出した。

　速い、確かに速い。でも、あいつらの針は……。

　カリンは目を見開くと、壁に向かってジャンプした。今まで自分がいたところに、一斉に針が突き出されるのが見えた。

　あいつらは、正面にしか攻撃できない！

　関節の構造上、スコーピオンがその強力な針を振るえるのは、自分の正面だけ。横にいれば、あいつらはこちらを向くために方向を変えなきゃいけない。

　何匹いようがそれは同じ！

　カリンは杖つえを振るった。二匹の尻尾しつぽをまとめて両断する。それ以上その場にとどまらず、左に飛んだ。ジャイアントスコーピオンは鎖につながれたかのごとく、一斉にこちらを向こうとする。まるで機械仕掛けの人形のように、単純な動きだった。

　カリンは何度もジャイアントスコーピオンの群れの横へと位置を変えながら、慎重に尻尾しつぽを斬きり飛ばしていった。



　はぁはぁはぁ……、とカリンは息をきらせて膝ひざをついた。十匹以上のジャイアントスコーピオンの尻尾しつぽを斬きり飛ばし、ついで鋏はさみを封じるのは、相手の攻撃パターンを読んでも骨だった。

　感心しきった目で、ダルシニはカリンを見つめている。

「すごい！　やっぱり人間のメイジってすごいんですね！」

「ありがとう」と、カリンは立ち上がると、先へと進んだ。



「ここです。わたしはいつも、ここから出入りしてたんです」

　ダルシニが指し示す先には、階段があった。いよいよ、エスターシュの屋敷に乗り込むのである。その階段を慎重に上ると、突き当たりの天井に鉄の扉が見えた。

　灯あかりの呪じゆ文もんを消すと、辺りは真っ暗になった。

　闇やみに目が慣れるのを待ち、ゆっくりと扉を持ち上げ、体を隙すき間まに滑り込ませて中に入ると、つんとした青臭い野菜の匂においや、干した肉の匂いが鼻をついた。

　どうやらここは食料倉庫のようだった。

　ダルシニに手を貸してやり、中へと引き込む。

「妹さんがいる場所はわかるのか？」

　そう尋ねると、ダルシニは緊張した面持ちでうなずいた。

「よし、案内しろ」

　とにかく一寸先も見えないぐらいの闇である。夜目の利くダルシニの先導だけが頼りだ。食料倉庫を出ると、地下廊下に出た。

　ダルシニに手を引かれながら、カリンは歩いた。暗がりでもダルシニは視力を失わない。暗闇の中をどれほど歩いただろうか……。右、左……、とどんどんダルシニは先へと進む。

　五分ほど歩いた辺りで、ダルシニは立ち止まる。カリンのほうを向くと、口元に指を置いた。右奥に、ぼんやりとした灯りが見えた。椅い子すが置かれ、甲冑を着た誰だれかが座っているのが見えた。

　灯りの端に、鉄格子が見えた。どうやらあそこが地ち下か牢ろうのようだ。そして座っている男は見張りということか……。

　見張りはあれだけなのか？　とダルシニに身振りで尋ねてみた。しばらくダルシニは地下牢の辺りを凝視していたが、小さくうなずいた。

　では、ここからは自分の仕事だ。カリンは小声で呪文を唱えた。すると、空気が固まってできたロープがするすると伸びていき、一瞬で甲冑の男に絡みついた。

　悲鳴をあげようにも、同時に口を押さえられているのでそれもかなわず、男は床へと転がった。

　カリンとダルシニは、地ち下か牢ろうへと駆け寄った。カリンは一目見るなり、う、と口を押さえた。様々な亜人たちが、そこには押し込まれていた。

　オーク鬼、翼人……、疲れた目で、カリンを見上げている。

　ダルシニは一番奥の牢屋へと駆け寄った。そこでは、ダルシニそっくりの吸血鬼の少女が、ぷるぷると震えていた。

「おねえちゃん……」

「いま、出してあげるからね！」

　ダルシニは、倒れた看守に近寄ってその身を探ったが、鍵かぎが出てこない。どうやら別の場所にあるらしい。カリンは呪じゆ文もんを唱えた。

　鋭いエア・カッターが、鉄格子にとんだ。

　ビキンッ！

　だが、エア・カッターははじき返される。どうやら“〝硬化”〟の魔法がかけられているようだ。そりゃあ先住魔法の使い手を閉じ込めておこうというのだから、魔法のひとつやふたつはかかっているんだろう。

　次にカリンは“〝ブレイド”〟を唱えた。遠慮なしに、“〝風”〟を暴走させる。ぶわっと青白い輝きを放つ杖つえを、なるべく音を立てないようにして、ぐりぐりと鉄格子に擦こすりつけた。やっとのことで鉄格子がちぎれた。

　鉄格子の隙すき間まから這はい出してきたアミアスはなるほど、見れば見るほど、ダルシニにそっくりだった。二人は何度もカリンに頭を下げる。

　カリンは次に、話の通じそうな亜人の入った牢の鉄格子をも、断ち割った。何か証拠になるものを探し出そうとしたが、咄とつ嗟さには見つからない。

　だが手ぶらで帰るわけにはいかない。この一回の潜入で勝負をつけないことには、警戒されて次はうまくいかないに決まっている。

　さてどうしよう、と頭を悩ませていると……。

　カリンがやってきた方向から、声が響いた。

「おやおや。こそ泥とは……。魔法衛え士じ隊たいに似合いの仕事といえばそれまでなのだが」

　カリンの身体からだに緊張が走った。その声は、エスターシュのものだった。

　見つかった？　でも、どうしてエスターシュが？

　すぐに、ひとつの答えに行き着いた。

　“〝はめられた？”〟

　ダルシニのほうを見ると、首を振った。一瞬でも彼女を疑った自分を恥じる。思えば、このダルシニがそんな陰謀を企てられるとは思えない。

　カリンは杖つえを構えると、声のするほうに突進した。こうなったら、一気にエスターシュを人質にとって脱出してやる。

　暗がりから、いくつものの魔法の矢が飛んでくる。狭い通路にもかかわらず、カリンはそれを優れた体術でもってかわしていく。

　だが、その数が尋常じゃない。

　敵のメイジは一人じゃない！

　その当たり前の事実に気づいたときには、遅かった。一本の魔法の矢が、足を貫いた。床に転がり、カリンは痛みでうめいた。

　暗がりの中から、黒い衣装に身を包んだエスターシュが現れた。背後から、配下の騎士たちが現れ、逃げ出そうとした亜人たちを次々捕まえていく。

　エスターシュは酷こく薄はくそうな笑みを口元に浮かべ、

「まさか、ほんとうにやってくるとはな」

　杖を構えて立ち上がろうとしたら、エスターシュが呪じゆ文もんを放った。カリンの細い腕に、氷の矢が突き刺さり、カリンは悲鳴をあげた。

　それでも憎らしげに自分を見上げるカリンに、エスターシュは言い放つ。

「どうして自分が来るのがわかっていたのかって？　そういう顔だね。きみは玉突きはやるかね？　撞球ビリヤードだよ」

　手先でキューを動かすそぶりを見せながら、エスターシュは言葉を続けた。

「手玉を当てた玉の軌道を読めなければ、点数は入らん。わたしはそれが得意でねぇ。撞球のコツは、どっちに転んでも、結果を残すようにすることなんだ」

　エスターシュは、杖を握ろうとするカリンの手を踏みつけた。激痛が指の先に走り、カリンは顔をゆがめた。

「ダルシニの性格はよく知っている。彼女がきちんとわたしの言うとおりにことを運べばよし。そうでなければ、どうなるか玉の軌道を想像することは当然だ。でもまさか、あのジャイアントスコーピオンの群れを倒すとはね。いい動きだ。素直にほめてやろうじゃないか」

　カリンはやっとのことで、喉のどから声を絞り出した。

「ひ、卑ひ怯きよう者もの……。汚い手ばかり使って！　正々堂々と勝負しろ！」

「正々堂々？　おかしなことを言うね。貴様たちのルールに則のつとって、貴様たちに有利な条件で戦うのがきみのいう“〝正々堂々”〟かね？　それとも、命や名誉をかける自分に酔って、勝ち目のない戦いに身を躍らせる行為を“〝正々堂々”〟というのかね？　わたしはどちらもごめんだな」

　エスターシュはしゃがみこむと、カリンの目を覗のぞき込んだ。

「さて、では……、これ以上卑ひ怯きようだなんだと騒ぎ立てられても困るからな。まず、きみが置かれた立場を説明してあげよう。きみは、魔法衛え士じ隊たいをやめさせられたことを根に持ち、その原因となったユニコーン隊に恨みを抱いた。そして、その長おさであるわたしを殺そうとして、この屋敷に忍び込んだ」

「なんだと！」

　楽しげにエスターシュは指差した。そこでは、ダルシニとアミアスが騎士に押さえつけられて、悲しげな表情でカリンを見つめていた。

「そこにいる吸血鬼と結託してな。国家宰相たるわたしを暗殺しようとして屋敷に忍び込んだ。あまつさえ、人類の敵といっても過言ではない吸血鬼と結託して。どう事情を鑑かんがみようが、その罪は万死に値するな」

「嘘うそをつけ！　その吸血鬼を利用して、ぼくを殺そうとしたのは誰だれだ！　そのうえ、ぼくを操って、魔法衛士隊を亡なきものにしようとしたのは誰だ！」

「そんな寝言を誰が信用するというのかね？　宰相たるわたしの言葉と、今では騎士見習いですらない少年の言葉とを比べて、疑いを抱くものがいるとでも？　ここはわたしの屋敷だから、裁判権は領主たるわたしにある。さてと簡易裁判だ。有罪！　どこからどう見ても有罪だな！　きみの処刑は三日後に行うことにしよう」

「貴様……！」

「わたしは政治家だから、そんな状況をも、政治的に利用させていただこう。きみの処刑だが中央広場で行われる。公衆の面前でな。そこできみの“〝罪状”〟を読み上げ、魔法衛士隊の陰謀だと匂におわせる。そのぐらいの腹芸は使わせていただくよ。正々堂々とね」

　カリンは叫び声をあげて、立ち上がろうとした。だが、エスターシュはそんなカリンの顎あごを蹴けり飛ばす。カリンはすっ飛び、壁に激突した。

「わたしにも慈悲はある」

　取り上げたカリンの杖つえを、真っ二つに折り砕き、エスターシュは言った。

「何か食べたいものがあるなら言いたまえ。きみのような貧乏貴族が、夢見ることすらかなわない食事を与えよう。残された数日、せめて美食で心を慰めるんだな」



    

  
    
      


第八章　騎士の本分





　カリンがエスターシュ大公の屋敷に忍び込み、捕まって処刑されるという報がサンドリオンたちの元に届いたのは、カリンが潜入してすぐ、翌日のことだった。

　サンドリオンたちは、善後策を検討するべく、すぐにヴィヴィアンの屋敷に集まった。

　エスターシュは大々的にその件を発表したのである。

　息のかかった新聞社によって宣伝のビラが作られ、事件は街中の人々が知るところとなっていた。

　内容はセンセーショナルだった。元魔法衛え士じ隊たい見習いのカリン某が、吸血鬼と結託し、エスターシュ大公の命を狙ねらうために潜入！　と派手な文字で見出しが躍り、ついで動機の“〝予想”〟が書かれていた。

　その内容は、エスターシュがカリンに語ったものとほぼ同一だったが、もしかして魔法衛士隊の陰謀ではないのか？　と読み手に思わせるような、巧みな書かれ方だった。

「『いったい、吸血鬼とどこで仲間になったのか？』なんて書いてあらあ」

　バッカスが、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で読み上げ、そのビラを放り投げた。

「『魔法衛士隊は、以前より奇妙な事件に巻き込まれていた。その事件と今回の件が無関係とは考えにくい。もしかして、魔法衛士隊は亜人どもと手を組み、神をも恐れぬ計画をたてているのかもしれない』とまで言われてるぜ」

　ナルシスが、そのビラを拾い上げて言った。

「これじゃあ、一連の事件もウチ魔法衛士隊の内部抗争のように取られちまうな」

　サンドリオンも呟つぶやくように言った。

　まったく……、と頭を抱えたい気分だった。もちろんサンドリオンは、ここに書いてあることを信じたわけじゃない。

　カリンのことだ、おおかたエスターシュの屋敷に忍び込み、一連の陰謀の証拠でもつかもうなんて考えたのだろう。

　でも、吸血鬼なんかとどこで知り合ったのだろう？

　とにかく、タイミングが悪かった。おまけに、やり方も最悪だ。まっすぐ攻めることしか知らない、単細胞がやらかしそうな事件だった。おかげで、おめおめとエスターシュの罠わなにかかっている。

　あのバカ……！　と目の前にいたら張り飛ばしてやりたい気持ちでいっぱいだった。

「処刑は明後日だってよ」

「公開処刑か。エスターシュめ、本気だな」

　二人はサンドリオンを見つめた。その顔が、で、どうすんの？　と尋ねている。

「どうしようもなにも、止めるしかないだろう」

　二人は、ほっとした顔になった。

　こうなったら、頼りは陛下だけだ、首にしたとはいえ……、娘のお気に入りの貴族が処刑されるのを、黙って見過ごすはずはない。

　そのとき、詰め所にヴィヴィアンが姿を見せた。

「陛下が例の件でお呼びだ。支度しろ」



「これはどうしたことかッ！」

　いつもの謁えつ見けん室しつに姿を見せるなり、フィリップ三世は、怒りをあらわにして、サンドリオンたちを怒鳴りつけた。

「わ、我々はまったく与あずかり知らぬことで……」

　バッカスとナルシスはすでに青い顔。サンドリオンも、表情こそ変えなかったが、内心は穏やかではない。

「余は言ったではないか！　今は新たな宰相を迎え入れるべく、準備をしているところだと！　エスターシュめに付け入られる隙すきは微み塵じんもあってはならぬと！　それなのに、忍び込んで命を狙ねらうとはどういうことかッ！」

　激げつ昂こうするフィリップ三世に、ヴィヴィアンが冷静な声で告げた。

「その件は、はっきりと陛下がお確かめになったのですか？　命を狙った、と」

「余に確かめられるわけがなかろう。では、エスターシュにこう申せというのか？　『なあエスターシュ。そちの家に忍び込んだ賊の件だが、余がじきじきに調べたい故、こちらに寄よ越こせ』と。馬ば鹿かをいうな。事件はエスターシュの屋敷で起こったのだ。政治的な事件でもなければ、裁判権は彼奴きやつめにある。余がそれをひっくり返したらどうなる？　大貴族どもを付け上がらせるだけではないか！」

「では、陛下はこの件を……」

「エスターシュめの好きにさせるしかなかろう」

　その言葉は、カリンの処刑執行書に、サインがなされたのも同義だった。すかさずバッカスが割って入った。

「陛下！　カリンは恐れ多くも、一時は近この衛え隊たいの見習いとして……」

「だからそれが問題だと言っておる！　まったく、どこまで余に迷惑をかければ気が済むのだ。あのはねっかえりは……」

「姫殿下が、どれほど悲しむでしょうか？　ああ、おいたわしや……」

　ナルシスが、マリアンヌを引き合いに出して、フィリップ三世の翻ほん意いを引き出そうとした。

「わかっておるわ。余もつらい。だが、娘ももう大人おとなにならねばならん。余の跡継ぎとなる婿むこをとらねばならんのだから」

　フィリップ三世は、戦場で見捨てる部隊を決定したときのような顔で言い放った。それからフィリップ三世は、衛え士じたちを見回した。

「よいかお前たち。いくら魔法衛士隊が、鉄の結束を誇っているからといって、今回だけは手出しはならぬぞ。これ以上、エスターシュめに有利になってはいかん。もし、そのようなことがあれば、関かかわったすべてのものを死罪とする。よいな」



　三衛士とヴィヴィアンは、まったく無言のままに、王宮を出た。ヴィヴィアンを屋敷まで送っていったあと、三衛士たちはいっしょになって歩き出した。

　どこへ向かうともなく、足はサンドリオンの部屋へと向かう。部屋につくと、サンドリオンはどっかと椅い子すに腰掛けた。ナルシスが、カリンが使っていた椅子に腰掛ける。バッカスは、どこかイライラしたように、壁に寄りかかった。

　最初に口を開いたのは、バッカスだった。

「……助けるぞ」

「どうやって？」

　ナルシスが、唇をゆがめて問い返す。しばらくバッカスは頭を抱えて悩んでいたが、ぱかっと大口を開けて笑みを浮かべた。

「ほら！　処刑の日に護送されるだろ？　エスターシュの屋敷から出てきたところをだな……」

「どんだけの兵隊や騎士が、警護につくと思ってるんだ。軽く二個中隊だな。当然、そんなのは向こうだって警戒してる」

「そ、そのぐらい！　オレたちが本気を出せば！」

「三人でどうにかなると思ってるのか？　“〝騎士”〟隊が二個中隊だ。怪しいそぶりを見せただけで、魔法で蜂はちの巣。運がよけりゃね」

「オレたちだけじゃない！　仲間たちだって……」

　そこでサンドリオンが口を挟んだ。

「陛下の言葉を忘れたのか？　手を出したら死刑。魔法衛士隊全員でかかってみろ。エスターシュを喜ばせるだけだ」

　沈黙が訪れた。

　ボゴンッ！　と大きな音が響いた。見ると、漆しつ喰くいの壁に大穴があいている。バッカスが力任せに叩たたいたのだ。

「じゃ……、じゃあなんだ？　お前たち、あいつを見殺せっていうのか？　あの勇敢なやつを」

「…………」

「お前たち、わかってるのか？　あいつはまだ十五歳なんだぞ？　女も知らない、酒の味だって覚えたばかりの十五歳なんだぞ？　この世のいいことを何ひとつ知らないで、それなのに、見殺せっていうのか？」

　バッカスはサンドリオンの胸倉をつかみあげた。

「あいつは、オレたちの代わりにやったようなもんじゃねえか！　ほんとはオレだって、あのエスターシュに一泡吹かせてやりたかったよ！」

「よせ」

　と、ナルシスが止めに入る。

「……あいつ一人のために、みんなを危険に巻き込むわけにはいかん」

　疲れた声でサンドリオンは言った。くそ！　と言い残してバッカスが出て行く。ナルシスも首を振ると、外へと出て行った。

　サンドリオンはしばらく頭を抱えていたが、くそっ！　とテーブルを叩いた。

「バカが……。まったく！　自重しろと！　あれほど言っただろうが！」

　でも、そうじゃない気持ちもあった。

　心のどこかで、そんなカリンに拍手を送る自分がいた。

　あいつは、なんのかんのいっても、自分で正誤を判断して行動してる。あいつにとって、“〝騎士になる”〟とはそういうことなんだろう。

　それに引きかえ自分はどうだ？

　恋人を殺した呵か責しやくに耐えかね、家を出て、なんとなく騎士隊に入隊した。そして何ひとつ本気になることなく生きてきた。

　酒に溺おぼれながら、ずっとその影を引きずりながら……。

　だが、その恋人は今でも存在していて。

　悪魔のような行為を行うようになっていて。

　おれはそれでも、“〝生きていてくれて嬉うれしい”〟なんて思っちまう甘ちゃんで。

　そして、自分のことを愛していないことがわかった途端、憎しみに我を忘れるほど自分勝手で。

　つまり、とことん、おれはカリーヌに依存していたんだ。それだけが、おれだった。その依存だけが、おれ自身だった。

　そんな自分が、どうしてカリンを責められようか？

　おれは結局、この事件を解決する気なんかさらさらなかったんだ。エスターシュも、その陰謀も、どうでもよかったんだ。

　おれの頭の中にあったのは、カリーヌのことだけ。

　あいつが蘇よみがえった理由。

　そして……、自分のことをどう思っていたのか。

　その心の中が知りたかっただけ。

　サンドリオンは、唇を噛かんだ。

　心の中でつぶやく。

　“〝どこまでおれは流されれば気が済むんだ”〟

　そりゃあ、あのカリーヌにだまされるはずだ。

　壁にかかった杖つえを、サンドリオンは見つめた。それは先祖伝来の業わざ物ものだった。家を出るときに、なぜこれを持って行く気になったのかはわからない。

　気づいたら、手にしていたのである。

　通常、サンドリオンたち“〝貴族メイジ”〟は一本の杖としか契約しない。契約を施し、手になじんだものでなければ、呪じゆ文もんは唱えられないからだ。

　サンドリオンは、いつもはもう一本の軍杖を使っている。生来の器用さが、二本との契約を可能にさせたのだ。

　その先祖伝来の杖は、サンドリオンが幼い頃ころから握り締め、呪文を唱えてきたものだ。日常に使っているものと同じぐらいに扱える自信がある。ただ、先祖に対する引け目から、握ることを拒んできた杖だった。

　恋人の胸を貫いたのも、この杖でだった。

　恋人だって？

　自じ嘲ちよう気味の笑みを、サンドリオンは浮かべた。

　カリーヌの顔色ばかりをうかがっていた自分が、あいつの恋人だったって？

　あいつの手を引いて逃げ出すときだって、気持ちを確かめたい一心だった自分が、誰だれの恋人だったって？

　おれは、何かひとつでも、なんだっていい、たったひとつでも、自分の意思で判断して行動したことがあるのか。

　ぽつりと、サンドリオンはつぶやいた。

「騎士か……」

　カリンの顔が浮かんだ。

　騎士になりたい、と泣きながら叫んだ十五歳。

　おれが預かった騎士見習い。

　サンドリオンは思った。

　おれはあいつに、騎士らしいところを一度でも見せたことがあっただろうか。



　翌々日の朝……。

　薄ぼんやりとした意識の中、カリンは目を覚ました。辺りは薄暗い。ぎしぎしとゆれるので、どうやら馬車に乗せられているらしい、ということがわかった。自分の身体からだは、ロープで縛られ、口には猿さる轡ぐつわがかけられている。

　隣に、似たような格好で転がっているダルシニとアミアスの姿が見えた。二人はカリンと目を合わせると、すまなさそうにぺこりと頭を下げた。

　いいんだ、と目で合図した。

　……自分で決めてやったことだから。

　ごろごろと馬車は街道をゆく。窓から見慣れた尖せん塔とうが見えたが、ここがいつものトリスタニアという実感がなかった。

　たぶん、何か薬を飲まされているのだろう。意識はぼんやりと霞かすんだままだ。えっと……、これからどうなるんだっけ？

　エスターシュは確か、中央広場で公開処刑にしてやるって言ってたっけ……。

　“〝公開処刑”〟

　そのときになって、死の恐怖がどっと襲ってきた。

　わたし、死ぬの？

　死ぬんだ。

　はっ！　と頭の中が透明になっていく。ぱちりと目を開け、じたばたともがいた。でも、きつく縛られたロープはびくともしない。

　“〝死にたくない”〟

　こんなにあっけなく死ぬなんてイヤだ。なんとか、なんとか助かる方法は？

　わたしは甘かったんだろうか？

　あんな風に一時の熱情に浮かされるままに突入して、うまく成功できるなんて思っていたんだろうか？

　失敗したときのことをどうして考えなかったのだろう？

　後悔や恐怖が、一まとめになってどっとカリンの心をわしづかみにした。サンドリオンの忠告が思い返される。

　“〝勇気と無謀は違うんだ”〟



　カリンを乗せた馬車が、エスターシュの屋敷を出ると……、控えていた騎士たちが、一斉に周りを囲んだ。そのあとにも、ぞろぞろと騎士が続く。王族もかくやとうならせるような警護の群れだった。

　路地裏に佇たたずむバッカスは、深くフードを被かぶり、隣に立ったナルシスにこくりとうなずいて見せた。二人は馬首をめぐらせ、隊列から少し離れた距離を保って後をつけ始めた。

「結局、サンドリオンはこないのか？」

「ああ」とナルシスはうなずく。

「冷たいやつだな！」

　はき捨てるようにバッカスが言った。ナルシスは首を振る。

「あいつにも一理ある」

「そこまで命が惜しいとはな。あいつが一番、面倒を見ていたじゃないか。それにカリンには助けられたことだってあるんだぜ」

　ナルシスは返事をしなかった。二人の計画はこうだった。隊列がとある辻に差しかかったときに、道路に仕掛けた火か薬やく樽だると発煙筒が爆発する。

　混乱した隙すきをついて、護送する馬車からカリンを救い出す。

「まあ、これが精一杯だよな」

　バッカスが慰めるように言った。なにせ時間が足りない。それらを計画するだけでも、いっぱいいっぱいであった。ほかの魔法衛え士じ隊たいの隊員たちには何も告げていない。もし失敗したときに、犠牲を増やさないためであったが……。

「せめてサンドリオンには協力して欲しかったぜ」と、バッカスが未練の残る口調で言った。サンドリオンには、計画を告げたが、何の返事もなかったのだった。

　そして……、仕掛けを施した地点に、馬車が近づく。

　“〝土”〟のエキスパートのナルシスが仕掛けた魔法装置が馬車に反応し、爆発した。とはいっても、陽動のためなのでそれほど強力なものではない。それでも馬車は一瞬浮き上がった。周りの騎士たちが浮き足立つ。

　ついで発煙筒が爆発して、辺りは煙に包まれた。

「今だッ！」

　バッカスとナルシスは、深くフードを被ると馬を疾走させた。

「曲くせ者もの！」

　そう叫んで前をふさごうとする騎士たちを蹴け散ちらし、馬車へと急行する。立ち止まった馬車の前に、騎士が二人並んで立ちふさがった。

「うぉおおおおおおおおおお！」

　バッカスは咆ほう哮こうをあげると、呪じゆ文もんを唱えた。炎が舞い、騎士たちを包む。悲鳴をあげてのた打ち回る騎士を尻しり目めに、ナルシスが扉に手をかけた。

　その瞬間……。

　一陣の風のように、一人の騎士がナルシスの元へと駆け寄ってきた。

「ぬッ！」

　つむじ風のような一いつ閃せんが瞬またたき、ナルシスの手の甲が切り裂かれる。すかさずナルシスも杖つえを抜いて反撃しようとした。だが、その騎士はすばやく、ナルシスの胸元に“〝ブレイド”〟の一撃を放とうとする。

「下がれッ！」

　そう叫んで、バッカスがナルシスとの間に割って入る。騎士の“〝ブレイド”〟は、バッカスの腹を裂いた。

「バッカスッ！」

　ナルシスは倒れこみそうになるバッカスを支えた。百戦錬磨のナルシスは、一瞬で状況を理解した。ダメだ！　ほかの騎士たちも体勢を整えて、こちらに向かってきている。

　これ以上ここにとどまることは自殺行為だ。

　ナルシスはバッカスを支えなおすと、土魔法を放った。自分たちの周りに、土の壁が盛り上がる。一瞬遅れて飛んできた攻撃魔法が、その壁にさえぎられて土煙をあげた。

「引くぞッ！」

　ナルシスは痛みでうめくバッカスに、そう叫んだ。

「で、でもカリンが……」

「ダメだ！　もう無理だ！」

「くそ！」

　二人は、土魔法で壁を作りながら退却した。



　去りゆくバッカスとナルシスを見つめながら、“〝ブレイド”〟でバッカスの腹を突いた騎士は、被かぶったヘルメットのフードを持ち上げた。

　そこから覗のぞいたのは、エスターシュその人だった。

　彼は、警護の騎士に紛れていたのである。だが恐るべきはその巧みなブレイドさばきだった。

「やはり来たか。ばかどもめ」

　口元に笑みを浮かべたエスターシュの元に、配下の騎士たちが駆け寄ってくる。

「閣下！　ご無事ですか！」

「ええい！　いいからあいつらを追え！　絶対に取り逃がすなよ！」

　エスターシュは叫んだ。

　あいつらめ、どうせ魔法衛え士じ隊たいの隊員だろう。仲間は見捨てられない、というわけか。だが、それこそがエスターシュの望むところだった。あいつらをも捕まえて、この自分を襲った犯罪者を救おうとした咎とがで、まとめて罰してやる。おそらくは、魔法衛士隊は今度こそ解隊を免まぬがれまい。そしてこの件は、ひいては魔法衛士隊の復帰を認めたフィリップ三世へと降りかかるのだ。

　やはり自分は陰謀の天才だ。

　まったくあのノワールめができなかった仕事を、こうも簡単にやり遂げるのだから……。

「今日が魔法衛士隊の命日だな」

　どこまでも不敵な笑みを浮かべ、エスターシュは嘯うそぶいた。



　馬車は中央広場へと到着した。

　公開処刑は、市民たちにとって数少ない“〝娯楽”〟のひとつだった。興味と怖いもの見たさで、中央広場はあふれんばかりの人で埋まっている。

　広場の真ん中にある噴水の前に、処刑台がしつらえられ、その周りをさらに警護の騎士が固めている。エスターシュ子飼いの、ユニコーン隊だった。

　その数は、軽く百騎を超えている。彼らは、興奮する市民たちが処刑台に近づかないように、油断なく辺りを見張っていた。

　観衆をかきわけながら馬車が処刑台の前にやってくると、彼らは馬車のために場所を空けた。扉が開かれ、吸血鬼の双子とカリンが引き出されると、観衆から罵ば声せいがとんだ。エスターシュが雇ったサクラも混じってはいるが、“〝吸血鬼”〟がどれだけ忌み嫌われているのかが、これでわかろうというもの。

　その吸血鬼と結託したと報じられたカリンにも、容赦なく罵ののしりの言葉がとんだ。以前は王女を救ったことで、ちょっとした有名人であったカリンだったが、すでに極悪人のような扱いだった。まったく、民衆というものは移り気だった。



　馬車が中央広場に到着する三十分前のこと。

　人が出払い、閑散としたヴィヴィアンの屋敷に一人の“〝騎士”〟がふらりと現れた。玄関で彼を迎えたヴィヴィアンは、苦笑を浮かべた。

　現れた男は、魔法衛え士じ隊たいの正装に及んでいたからである。黒地のマントの胸元には、所属の隊を示す幻獣をかたどった紋章と、“〝シュヴァリエ”〟を示す銀の百合紋が踊る。

　男がかつての戦場で得た、名誉の印だった。

　青い上着は、所属の隊を示す色。

　乗馬靴はぴかぴかに磨かれ、どこからどう見ても、騎士の鏡のようないでたちだった。

「ずいぶんと派手に決めたものだな。サンドリオン」

　サンドリオンはヴィヴィアンに優雅に一礼すると、

「騎乗の幻獣を受領に参りました」と言ってのけた。

　ヴィヴィアンは、幻獣の檻おりの鍵かぎを男に投げた。

「“〝アテナイス”〟を使え」

「よろしいので？」

　わずかに怪け訝げんな色を浮かべたサンドリオンに、ヴィヴィアンは言った。

「かまわん。わたしだって、あのエスターシュにはいろいろと言いたいこともあるのだ。なあに、骨は拾ってやる。存分に暴れてこい」

　サンドリオンは再び頭を下げると、屋敷の裏にある幻獣の檻へと向かった。

　そこでは騎乗用の幻獣たちが、ぎゃあぎゃあびいびいとわめている。サンドリオンはまっすぐに、自分の胸にかたどられた幻獣の檻へと向かった。

　ライオンの胴と頭にワシの翼。伸びた尻尾しつぽは蛇のかたちをしている。幻獣マンティコアの檻だった。

　サンドリオンが鍵をはずすと、若いマンティコアたちがぎゃあぎゃあと騒いだ。それらを無視して、サンドリオンは檻の奥に悠然と座った老成した雌めすの個体に声をかける。

「アテナイス。出番だ」

　すると、アテナイスと呼ばれたマンティコアがゆるりと立ち上がる。一斉に、若いマンティコアたちはおとなしくなる。

「戦かえ？　サンドリオン」

　驚くことに、マンティコアは口を開いた。老成した個体は知能が発達し、このように言葉を操り、魔法も使う恐ろしい幻獣へと成長するのだった。

「まあ、そんなトコだな」

　サンドリオンは、かけられた鞍くらを取ると、アテナイスの上に乗せた。

「ホホホホ、腕がなるわえ。で、敵はゲルマニア人かえ？　それとも、ガリアかえ？」

「いや、宰相殿だ」

　すると、マンティコアはしわがれた笑い声をあげた。

「ホッホッホッ！　それは愉快だわえ！　同じ部族同士でも殺しあう！　お前たち人間は、実に愉快な生き物だわえ！」

　サンドリオンは跨またがると、拍車を入れた。

「笑うのはあとだ、アテナイス。生き残れるかどうかもわからんのだから」

　老いたるマンティコアは、ぶわっと空へと飛び上がった。



　処刑台の上に乗せられたカリンは、震えていた。そばには、三本の丸太が、燭しよ台くだいのように立てられている。

　屈強な男たちの手によって、カリンは持ち上げられ、丸太に縛りつけられた。隣では、同じようにダルシニとアミアスが縛られている。

　抵抗しようにも手足が縛られているのでどうにもならない。いったい、どのような方法で自分たちを処刑しようというのだろうか？

　丸太の根元には薪まきが積み上げられていた。それで処刑の方法に気づき、カリンは震えがとまらなくなった。

　一人の騎士が壇上に上り、罪状を読み上げた。

「お集まりいただいた紳士諸君にこの者の罪状を告げる！　この者は、魔法衛え士じ隊たいにかつて所属しながら、国家宰相たるエスターシュ大公の暗殺を企てた！　その上、人類の敵である吸血鬼と結託していたのだ！　その罪は万死を持っても贖あがなえるものではない！　まさに始祖と神をも恐れぬ所業である！　したがって、火刑に処す！」

　集まった観衆から、悲鳴があがった。

　火刑は、一番厳しい処刑方法といっても過言ではない。なにせ、生きたまま火あぶりにされるのである。その恐怖と苦しみは、想像を絶していた。

　丸太に縛られたカリンたちに、油がかけられる。肌を伝う油のぬるっとした感触に、カリンの心は押しつぶされた。

　“〝焼かれて死ぬ”〟

　いやだ。

　冗談じゃない。

　涙があふれ、口からは意味不明のわめきが漏れた。

　目をあけていることができずに、思わず目をつむる。

　幼いころ、“〝竜の足跡”〟と呼ばれる深い縦穴に落ちたときのことが脳裏をよぎった。あのときと同じ、心臓をわしづかみにされるような死の恐怖がカリンを襲う。

　あのときは、空から降ってきた騎士が、カリンを助けてくれた。でも、でも……、今はもう、カリンを助けてくれる騎士はいないのだ。

　今、自分は罪人だ。その自分を助けることは、命を捨てるのと同じことだから……。

　三角のフードで顔を隠した男が、たいまつを持って近づいてくる。その姿を見て、カリンは泣きわめいた。

「いやだ……、やだ。やめて。死にたくない」

　我慢なんかできなかった。みっともない言葉が口からあふれた。まだ何もしていない。夢もかなえていない。

　そして……。

　サンドリオンの顔が浮かんだ。

　あいつに、子供だと思われたままで死にたくない。

　会いたい。

　さまざまな感情が、ボウルに突っ込まれた料理の材料のように交じり合う。

　たいまつが、無造作に足元に放り投げられる。

　ぶわっ！　と炎が盛り上がった。

「いやぁああああああああああああああああああッ！」

　大量の“〝水”〟が、まるで豪雨のように処刑台に降り注いだのは、その瞬間だった。



　バシャ！　バシャシャシャシャッ！



　突然降り注いだ“〝水”〟は、あっという間に火を消し止める。



　水？



　びしょぬれになったカリンは、思わず空を見上げた。

　太陽を背にして、幻獣に跨またがった騎士が空から降ってくる。

　あれは……、なんだ？

　ライオンの頭と胴が、まず目に入った。そして、大きく広がったワシのような翼。

　マンティコア？

　幼いころ見た“〝騎士”〟の姿が、落下してくる騎士とダブる。



　誰だれ？



　ずしんッ！　と腹に響くような音を立てて、マンティコアに跨またがったサンドリオンは、処刑台の上に降り立った。

　同時に降り注いだ氷の矢が、カリンたちを縛ったロープを切り裂いた。空中でサンドリオンが、“〝ウォーターフォール滝”〟の次に唱えた、“〝ウィンディ・アイシクル”〟だった。

　その場は大騒ぎとなった。



　慌てふためく観衆やユニコーン騎士隊に向かって、サンドリオンは見事な口上で名乗りをあげる。

「われは魔法衛え士じ隊たいマンティコア隊所属、騎士サンドリオン！　このたびはこの不当な処刑をとめるべく、参上つかまつった！」

　集まった観衆たちは、どよめきをあげた。近この衛えの魔法衛士が、いきなり処刑を止めに入ったのだから無理もない。

　その姿を見て、嬉き々きとしてエスターシュの配下の騎士が叫んだ。

「見よ！　罪人をかばうべく、魔法衛士隊がやってきたぞ！　これで一連の事件が、誰が引き起こしたのかがはっきりとしたな！　あいつらは、エスターシュ大公を亡なきものにしようと、今まで散々悪事を働いてきたんだ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　サンドリオンはまったく動じずに、一いつ喝かつした。

「貴様らはそれでも騎士かッ！　怪しげな魔わ法ざを使い、我らを苦しめたのはどこの誰だれだッ！」

　そこで騎士たちの間から現れたのは、当のエスターシュだった。

「面白いことを言うな。どこにそんな証拠があるのだ？　これだけの人間の前で言うのだから、それだけの証拠はあるんだろうな？　サンドリオン君」

「申し開きの場が与えられれば、いかようにも反論いたしましょう」

　サンドリオンはそう言った。それはハッタリだったが、エスターシュの顔色が変わった。どうやら、こちらが何かつかんでいると思ってくれたようだ。

　こいつめ……、悪党にしては気が小さいようだな。

　エスターシュは大声で命じた。

「ええい！　貴様ら！　何をしているか！　処刑中止は命じておらぬ！　あのふざけた衛え士じもろとも、処刑を実行しろ！」

　ユニコーン騎士隊が、一斉に襲いかかってきた。

　サンドリオンは、小さな声でカリンに告げた。

「下がってろ。アテナイス、頼むぜ」

　震えながら、カリンはうなずいた。ダルシニとアミアスといっしょになって、マンティコアの横にうずくまる。

　襲いかかってくるユニコーン騎士隊を見つめ、サンドリオンは笑みを浮かべた。

　なるほど、やはり騎士には小細工は似合わない。

　こうやって正面から敵を迎え撃つのがその本道。

　ならば自分は、その本道に殉じゆんじるまでだ。

　“〝ブレイド”〟を唱える。

　杖つえに青白く“〝水”〟の刃やいばが絡みつく。

　大声で咆ほう哮こうをあげたい気分が全身を包む。

　今まで溜たまりに溜まったものが、行き場所を求めて身体からだの中でうねる。そのうねりが、魔力になり、サンドリオンの“〝ブレイド”〟を幾重にも輝かせた。

「カリン、“〝騎士”〟の戦い方を見せてやる」

　そう後ろに向かって叫び、サンドリオンはユニコーン騎士隊の群れに突っ込んでいった。



　マンティコアの陰で、カリンは震えながらサンドリオンの戦いぶりを見つめていた。

　いつものぼーっとした顔からは想像もつかぬ動きで、敵に躍りかかると、先頭の一人が突き出した杖つえをかわし、その腕を両断する。ついで躍りかかってきた一人の腹を深くえぐり、足で蹴け倒たおし、杖を跳ね上げて次の一人を斬きり倒す。

　まるで鬼人のような戦いぶりだった。

　サンドリオンが杖を振るたびに、血しぶきがあがり、ユニコーン隊は地面に崩れ落ちる。

　精強を誇るはずのユニコーン隊が、まるで相手にならない。

　王国一とうたわれた男の戦いぶりに、カリンは目を奪われた。

　あっという間に、サンドリオンは十人からの騎士を斬り倒した。

「魔法だ！　魔法を使え！」

　エスターシュが叫んだ。ユニコーン隊は、遠巻きにサンドリオンを囲むと、攻撃魔法を放とうと詠唱を開始した。

　だが、呪じゆ文もんが完成する前に、炎や魔法の矢に喉のどをえぐられ、地面に転がった。

「誰だれだ！」

　振り返るエスターシュの視線の先に、ボロボロになったバッカスとナルシスの姿があった。追っ手に散々撃ち込まれた攻撃魔法のおかげだったが、二人ともきちんと二本の足で立っていた。

「こんだけの観衆の中で、攻撃魔法を使うってか？　なんてぇ連中だ！」

　応急処置を施したバッカスが、どたどたと駆け寄ってきて、サンドリオンの横に並んだ。

「おいサンドリオン！　ずいぶんとかっこいいことしてるじゃないか！」

　ナルシスもひらりとその横に立つと、ぴたりと杖を構えた。

「まさか正装に及んで名乗りをあげるとはね。ボク以上の目立ちたがりだな」

　口をぽかんと開けていたサンドリオンは何か言おうとした。が、きっと視線を前へと戻すと、威厳のある声で叫んだ。

「ようし、バッカス、ナルシス。まだやれるか」

「いかにも」

「ああ」

「では前進！」

　三人は、一塊になってユニコーン隊へと突っ込んでいった。三人はまさに鬼神の生まれ変わりのごとく、縦横無尽に暴れまわった。

　カリンは、ぼんやりとサンドリオンたちを見つめていた。杖がない以上、自分は戦いに参加できない。それがもどかしくもあったが……。

　今は杖つえを振るうサンドリオンの背中を、見つめていたかった。

　あの男は、自分を助けに来たのだ。

　勝手な行動をした自分を……。

「……ありがとう」

　気づくと、カリンは礼の言葉を口にしていた。



    

  
    
      


第九章　王の解決





　中央広場での乱闘は、すぐに王宮へともたらされた。フィリップ三世は、食事の最中だったが、報を聞くなり食べていたものをぶほっ！　と吐き出した。

「な、なんと申した？　もう一度言ってみよ！」

　知らせを告げた小姓は、ひう！　と震え上がった。

「ちゅ、中央広場にて、魔法衛え士じ隊たいがユニコーン隊と交戦中にございます！」

　中央広場といえば、あのカリンの処刑が行われようとしている場所ではないか。あいつらめは……、余の言いつけを破って、助けにはせ参じたのだ。

　あれだけ厳しく言い含めておいたのに……。

　フィリップ三世は深くため息をついた。その後に、かすかに笑みを浮かべる。

　なんというか、そういった行動は嫌いではない。この王とて、昔は戦場を走り回ったのである。王というだけでは、旗下の貴族や兵隊はついてこない。

　先頭に立ち、そして部下を無駄に見捨てぬ勇気を奮ふるったからこそ、“〝英雄王”〟と呼ばれる業績をあげることができたのだ。

　だが、感傷はそこまでだった。

　自分の命令を違えたというなら、罰さねばならない。

　なんといっても、今はエスターシュと一戦を交えていいときではない。なにせこちらは、未いまだ“〝戦”〟の準備が整っていないのだから。どうあっても、エスターシュめに点数をくれてやるわけにはいかないのだった。

　惜しい騎士たちを失くしたな、と思う。戦場では、いかほどの働きをしただろうか、と武人としての情けを押し殺し、フィリップ三世は立ち上がった。

「杖つえを持て」

　はいっ！　と怯おびえた顔を隠しもせずに小姓が下がる。そのとき、入れ違いに別の貴族が一人入ってきた。

「陛下！　面会を求めるご婦人が！」

　煩うるさそうにフィリップ三世は手を振った。どこの奥方かは知らぬが、今はそんな場合ではない。

「国の貴族たちには、所定の手続きを踏んで謁えつ見けん待合室にて待たれよ、と言いつけてあるではないか！」

　こいつはそんなことも知らぬのか、と叱しかりつけたい気持ちを抑えて、フィリップ三世は言った。

「いえそれが……、エスターシュ大公殿下の使いだと申しまして」

「エスターシュの使い？」



　秘密の謁見室に通された女を見て、フィリップ三世は目を丸くした。女が、とてつもない美人だったからである。黒い修道服に身を包んだその姿は、一見聖職者のようだったが、その衣装の隙すき間まからこぼれる妖よう艶えんな色気が、女の正体を不明にさせていた。

「ノワール黒と申します」

　着ている服の色と同じ名前だ。ふざけた女だと思ったが、エスターシュの使いともなれば、無下に扱うわけにもいかない。

「で、用件はなんなんだね？　早くしてくれ。余は忙しいのだ」

　そう促すと、ノワールと名乗る女は、一冊のノートを手渡した。

「これはなんだね？」

　するとノワールは、にこりと笑みを浮かべた。男の心を溶かしてしまうような、慈愛と妖艶が同居した笑みだった。

「エスターシュ大公が行っていた陰謀の数々が、記されております」

　フィリップ三世はページをめくった。なるほどそこには、陰謀の数々が具体的に記されていた。誰だれに何を命令して、この半年、魔法衛え士じ隊たいに何を仕掛けたのか。

　フィリップ三世は顔をあげると、ノワールに向き直った。

「エスターシュを裏切り、このノートを届けてくれたことには礼を言う。だが、余はあなたを拘禁せねばならない。わかってくれるね？」

　フィリップ三世は手を叩たたいた。騎士が二人、すばやく現れた。

「この女性を逮捕して、貴人用の部屋にお連れしなさい。ああ、丁重に扱うのだぞ」

　騎士はうなずくと、ノワールに一礼してその手を後ろ手に縛る。まったく抵抗するそぶりすら見せずに、ノワールは連れていかれた。

　フィリップ三世は秘密の謁えつ見けん室しつを飛び出すと、大声で叫んだ。

「馬を引け！　手すきのものは戦支度をして、余に続け！」



　処刑台の上で、三衛士は荒い息をついていた。その周りには、ユニコーン隊の騎士が数十人から転がっている。

　エスターシュ大公の手勢は、乱闘が広まるにつれあちこちから呼ばれて膨れ上がっていき、今では数百名を数えるまでになっていた。

　それに引き換え、こちらはたったの三人。まさに、孤立無援の状態だった。

　杖つえにかけた“〝ブレイド”〟の光も、今では弱々しくなっている。そろそろ“〝ブレイド”〟を維持するための精神力もきれるだろう。おまけに身体からだのあちこちに手傷を負い、まさに満まん身しん創そう痍いだった。

「さてと……、ここまでかな」

　頬ほおにべっとりと血をつけたナルシスが、楽しそうにも聞こえる声で言った。

「なあに。まだやれるさ。あいつらを見ろ。とうとうかかってこなくなったぜ」

　バッカスが、豪快に笑った。でも、どう見てもここまでだった。魔力がきれた頃ころを見計らい、やつらはこっちに突撃してくるだろう。それですべては終わる。

　サンドリオンは、ぺたんと座り込んだカリンのもとへと向かった。

「カリン」

「は、はい」

「お前はその吸血鬼を連れて逃げろ。あいつらが下馬している今ならなんとか振り切れるかもしれん。アテナイス、頼んだぜ」

　老いたマンティコアは、フォフォフォ、と笑った。

「お前たちはここで討ち死にする気かえ？」

「まさか。あいつらを全滅させて、後を追うよ」

　そうつまらなそうに言ったサンドリオンの肩を、バッカスとナルシスが叩たたく。

「おうともさ！　あとで乾杯だ！　いいなカリン」

　しかしカリンは、目にいっぱいに涙を溜ためて、首を振る。

「いやだ。ぼくも残る」

　するとサンドリオンは笑みを浮かべた。そしてカリンの頭を優しくなでる。

「お前は騎士になるんだろ」

「お、お前たちはどうなんだ！」

「オレたちはいいんだよ」

　バッカスが言った。ナルシスもうなずく。

「こういう日のために、ボクたちは毎日好き勝手にやってるのさ。思い残すことがないようにな」

　それでもカリンは首をたてに振らない。

「いやだ！　ひとりで生き残るのなんかいやだ！」

「聞き分けの悪いやつだな」

　そんな様子をじっと見ていたダルシニは、カリンが駄々をこねる理由に気づいた。

　先程、ぼーっとした顔で、サンドリオンを見ていたことを思い出したのだ。これは何か言ってやらねばなるまい。

「あ、あのっ！」

　それまでずっと黙っていた吸血鬼が口を開いたので、全員がそちらを向いた。

「なんだよ吸血鬼」

　バッカスが、唇をひんまげて言った。

「そこのあなた！　サンドリオンさん！　あなたひどいです！」

「なにがひどいんだ」

　吸血鬼に、“〝ひどい”〟なんて言われて、サンドリオンも苦い顔になった。

「この子は、あなたといっしょに死にたいって言ってるんです！　わからないんですか？　この子の気持ちが！」

　カリンは耳まで真っ赤になった。バッカスとナルシスは青くなり、サンドリオンは冷や汗をたらした。

「……お前、そうなの？　やっぱりそっちなの？」

　カリンは大慌てで首を振った。

「ち、ちがう！　さっきじっと見てたのは、お前がなんか昔ぼくを助けた騎士にちょっと似てたからで！　でも全然別人だから！　ただちょっとダブっただけで！　そんな気になってるとかそんなんでは全然！」

「素直じゃないなあ。あのですね、サンドリオンさん。きっとこの子、素直になれないっていうあれだと思いますんで……、もげっ！」

　と、ダルシニがぼけっとした声で言ったので、カリンはダルシニに飛びかかり、散々に蹴けり回し始めた。

「だまれ！　このハルケギニア最悪の妖よう魔まがッ！　吸血鬼ぃいいいいいいッ！」

　やめて、やめてください！　と平和主義者のダルシニは頭を押さえてうずくまる。というかカリンがサンドリオンに自分が女だと話していないことなんて知らないので、わけがわからなかった。

　アミアスがそんなカリンを引き離そうとする。

　バッカスとナルシスは、いやぁ、死ぬ前に見るもんじゃねえなあ、とサンドリオンをやるせない瞳ひとみで見つめている。

「……やっちゃんたんだね？　少年相手に」

「だから、やっちゃってないって」

「途中までナ」

「言うなよ」

　気を取り直すように、サンドリオンは杖つえを掲げた。

「ようし！　それでは諸君！　敵がこないのならこちらから行くまでだ！　我ら魔法衛え士じ隊たい、騎士の本懐を遂げるまで！」

「こんなしまらない突撃は初めてだ」

　ナルシスがため息をついた。それでも杖を掲げると、サンドリオンの横に並ぶ。

「まあいいんじゃないか？　オレたちらしくて」

「おれたちが突っ込んで暴れるから。アテナイス、こいつらをつかんで逃げてくれ。頼む」

　サンドリオンは、それでも最後にそう言い残すと、杖を構えた。突撃のタイミングをはかる。

　サンドリオンが走りだすと同時に、ユニコーン隊も突撃してきた。なるほど、しびれを切らしたということか。どうやらあいつらも、根っこは“〝騎士”〟らしい。

　サンドリオンは杖を振りかざし、先頭の騎士に叩たたきつける。動きが鈍っていたらしく、その杖がはっしと受け止められる。

　横から別の騎士が杖を繰り出してきた。その一撃をくらい、サンドリオンは地面に転がる。転がったサンドリオンが顔をあげると、三人が杖を振りかぶるのが見えた。

　そのときになって、カリーヌの顔が浮かぶ。

　あは。

　おれは最後まで、あいつの影からは逃れられないってわけか。

　それはそれでいい気がした。

　おれが死んでも、きっとカリンがなんとかしてくれる。そんな気がした……。

　そのとき。

「サンドリオンッ！」

　杖つえすら持たないカリンが飛び込んできて、自分の前に立ちはだかる。

「……ばか。逃げろって言っただろうが！」

「いやだ！」

　騎士たちも、さすがに杖を持たない相手を傷つけることをためらったのか、一瞬動きが止まった。

「何をしておる！　早くかたをつけんかッ！」

　エスターシュの声が響く。上官の命令で、騎士たちは一斉に杖を振り上げた。

　中央広場を揺るがすような大音声が響いたのは、そのときだった。

「そこまでッ！」

　戦場で、数千の軍勢に号令をかけるのに慣れた、よく響く威厳のある声だった。その声で、三衛え士じも、ユニコーン隊も動きを止める。

　口をあんぐりとあけて、サンドリオンはつぶやいた。

「陛下……」

　馬に跨またがって現れたのは、物々しい戦支度に身を包んだフィリップ三世だった。

　その後ろには、大勢の兵隊の姿が見えた。おそらくは常設の連隊だった。こういう場合に率いるべき近この衛えの騎士隊が、お互い殴り合っているので、ほかに連れてくる部隊がいなかったのだ。

　自ら、この事態を収拾しに来た王さまの姿に、観衆たちは歓声をあげた。

「まずは杖を捨てろ！　無礼者が！」

　その声で、ユニコーン隊も、三衛士も杖を捨てた。エスターシュが、そんなフィリップ三世のもとへと駆け寄り、非難の声をあげた。

「陛下！　これはいったいどうしたことですか！　わたくしが処刑を実行しようとしたら、そこな魔法衛士隊のものどもが妨害にしに参ったのですぞ！」

　するとフィリップ三世は、首を振った。

「処刑とは、もしかして、そちの屋敷に元魔法衛士が忍び込んだ一件でか？」

「さようでございます」

「そのことなら、余が命じたのだ。その者は失敗したようだが、ほかの“〝密偵”〟が成功した。よって、処刑は中止だ」

　その場の一同は、狐きつねにつままれたような顔になった。

「へ、陛下が命じた、ですと……？」

　意外な言葉に、エスターシュは目を丸くした。だが、すぐに正気を取り返す。しっかりしろ、これはチャンスではないか！

「では、吸血鬼と結託して、わたくしを亡なきものにしようとされたのですか？　まったく、わたくしが邪魔ならそうおっしゃっていただければよいものを！　すぐにお暇いとまをいただきに参りましたのに……」

「芝居はやめろ。エスターシュ」

「な！　芝居ですと！」

　フィリップ三世は、エスターシュにノワールから手渡たされたノートを見せた。

「そこの吸血鬼は、貴様の領地で捕らえられ、最近まで貴様自身が飼っていたというではないか」

　エスターシュは、そのノートを見て目を見開いた。吸血鬼の件だけではない。自分がこれまでに行って来た悪事の数々が、事細かに記されていたのだった。

「何か言いたいことはあるか？」

　エスターシュはこれ以上の抵抗の愚を悟った。にやりと気味の悪い笑みを浮かべると、首を振った。

「わたくしは、陛下に仕えていたわけではありませぬ。“〝祖国トリステイン”〟に仕えていたのです。どうかご寛大なお裁きを」

「毒蛇め。やっと本音を漏らしたな。その言葉、そちの在任中に聞きたかったぞ。エスターシュ、始祖と神の御名において、宰相としてのそちを解任する。兵隊！　この者を捕縛せよ！」

　兵隊たちが駆け寄り、エスターシュに縄をかけた。見守る市民たちは、あまりの展開に声も出ずに、ただぽかんと口を開けて見守るのみ。

　エスターシュが連れていかれた後、フィリップ三世はけが人の手当と、死体の搬送を命じた。それらを手早く行った後、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ三衛え士じとカリンの元へとやってきた。

　サンドリオンは直立すると、大声で言い放った。

「陛下！　お言葉を違えた責に対するお叱しかりはわたくしめのみにくださいますよう！　仲間たちは、わたくしの命令に従っただけです！」

　するとバッカスとナルシスも、言葉を合わせた。

「いえ！　わたくしは仲間の危機を見捨てられず、自らはせ参じたのです！」

「わたくしもです！」

　カリンも慌てて、仲間の列に加わった。

「ぼ、ぼくが勝手に忍び込んだのがいけなかったんです！　どうか仲間たちにお目こぼしをくださいますよう！」

　フィリップ三世は、苦々しい顔になると、小声で言い放った。

「話を合わせろ。ばかどもが！」

　とはいっても、サンドリオンたちはきょとんとするばかり。というか、突然のフィリップ三世の心変わりがうまく飲み込めないのだ。どうしてエスターシュをやりこめられたのだ？　と、そんな疑問で頭がいっぱいだったのだ。

　フィリップ三世は、呆あきれた顔で三衛え士じとカリンを見つめた。地面に転がったユニコーン隊は、数十名を数える。

　数百人の騎士メイジを相手にして、この戦果。まったく信じられない暴れん坊たちだった。だが、三衛士はそれぞれ見るも無残な姿だった。体中に切り傷や刺し傷を作り、立っているのもやっとの態。そして、その隣でかしこまるカリンは、あのエスターシュめの屋敷に忍び込んだという。厳重な警戒は噂うわさに聞いていた。地下に住む“〝番人”〟の存在も、ぼんやりとだが聞いたことがある。

　それを倒したというのだから、驚きだ。未いまだ騎士にもならぬ十五歳の少年が……。

　乱世の予感を感じ、フィリップ三世はため息をつきたい気分にかられた。ふん、これだけの英雄が一所に集まったのだ。余の治世は、ただの時代では終わらんということか。

　フィリップ三世は首を振り、そんな妄想を頭から追い出した。

「まあよい、あとで説明する。とりあえず早く傷の手当をしろ」

「で、では……、お咎とがめは……」

「お咎めもなにも、そちたちは余の命令に従ったのだ。この場は、そういうことにしておけと言っている！」

　はっ！　と全員は臣下の礼をとった。

「では余は行くぞ。あとで呼ぶ故、ヴィヴィアンの屋敷で待機していろ」

　フィリップ三世は、くるりと踵きびすを返すと、去っていこうとした。サンドリオンたちは、九死に一生を得た安あん堵どから、ほぉ 、と深い溜息をついた。

　だが、そうそううまく事は運ばないようだ。

　フィリップ三世は立ち止まり、引き返してきたのだった。

「わ。なんだ、王さまめ、やっぱりオレたちを叱しかりたくなったのかな？」

「そうだ。忘れていた」

　フィリップ三世は、カリンに手招きした。ひう！　とカリンが緊張しながら近づくと、王さまはカリンにしゃがむように命じた。

　そしてすらりと杖つえを引き抜く。

　うわ！　やっぱり首でもはねられるの！　と目をつむると、フィリップ三世は杖をカリンの肩に置き、驚く言葉を口にした。

「トリステイン王国国王フィリップは、始祖と神の御名において、この者を“〝騎士シユヴアリエ”〟に叙する」

　一瞬、その言葉の意味がわからなかった。

　え？　え？　えええええええええええええええッ！

「お前たちはずいぶんと仲良しのようだから、階級が違ってはつまらんだろう。同じにしてやったのだから、これからは余の命令にきちんと従うのだぞ」

　天から降ったような騎士叙勲にカリンはわれを忘れた。立ち上がり、顔を真っ赤にして最敬礼。

「は、はいッ！　身も心も、陛下の御為に尽くす所存でありますッ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　き、騎士に？

　このわたしが？

　騎士にぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいッ？

　おい！　やったな！　と、バッカスとナルシスがその頭をつかんでかいぐり回した。なんだかよくわからないけど、めでたいことらしいので、ダルシニとアミアスもカリンに駆け寄って抱きついた。

　サンドリオンは、

「ついてるやつだな……」と、ため息をついた。だが、その声がカリンに届くことはなかった。嬉うれしさと驚きのあまり、気絶していたのである。



    

  
    
      
エピローグ





　エスターシュ大公は、大逆罪に近い罪を犯しながらも、死罪とはならなかった。陰謀の数々は明るみになったものの、直接フィリップ三世を狙ねらう罪が立件できなかったためである。

　もちろん、近この衛えの魔法衛え士じ隊たいを一時は壊滅に近いところまで追いやったのだから、フィリップ三世の鶴つるの一声で死罪にすることはできたのだが、エスターシュの息のかかった高等法院や、貴族たちが助命嘆願に走り、結局フィリップ三世も折れざるを得なかった。

　これまでの功績を鑑かんがみ、エスターシュ大公はすべての官職とほとんどの財産を剥はく奪だつされ、一貴族として領地に追いやられることになった。ついで、一生小さくなった領地から出ることも禁じられた。

　名誉を回復した魔法衛士隊は、今度こそなんの気兼ねもなく、任務に復帰することになった。

　そして、サンドリオンの家では、カリンの騎士就任祝いの席が設けられていた。

「カリン！　シュヴァリエおめでとう！」

　そう叫ぶと、バッカスがぐいっと杯をあけた。

　いつもはガランとしたサンドリオンの部屋は、なんだか華やかなことになっている。そこかしこに紙や粘土で作ったお飾りが置かれ、壁には大きく、「カリンシュヴァリエおめでとう！」と絵の具で文字が踊っている。

　テーブルの上には、酒だけではなく、馴な染じみの居酒屋から取り寄せた料理が置かれている。ケーキを前にして、膝ひざの上で拳こぶしを握りしめて、ぷるぷる震えているカリンの隣には、ダルシニとアミアスの吸血鬼の姉妹の姿も見えた。彼女たちは、サンドリオンたちの“〝捕ほ虜りよ”〟として、フィリップ三世より預けられたのである。煮ようが焼こうが、好きにして良いとのことだった。

　まあ、それは方便で、使うなら使いこなせとのことなのだろう。フィリップ三世は、厳しい時代の到来を予感していたのだ。妖よう魔ますら、道具にせねばしのげないであろう、厳しい時代の……。

　とにかく、人の血を吸わねば生けていけない、ということ以外は穏やかで優しい二人なので、サンドリオンたちは預かることにした。

　酔ったバッカスが、そんな吸血鬼の二人の間に割って入る。

「なんだお前たち。人の血を吸うんだってな？」

「は、はい……。そうなんです。でも、わたしたち小食なんで。ちょっとでいいんですけど」

　ねー、と二人は恥ずかしげにうなずき合う。そんな様子は、激しくいたいけで、可愛かわいらしかった。バッカスは鼻の穴を広げた。

「なんだ、ちょっとでいいのか。じゃあ、オレの血を吸え。おおっと！　吸いすぎ注意！　だけどな！」

　そう言って、上着を脱ぎ捨てたので、ひう、と呻うめいて二人は身を引いた。

「なんだ！　遠慮するな！」

「あ、あの！　たまにでいいんでっ！　お気持ちは嬉うれしいんですけど！」

「そうです！　わたしたち、ほとんど汗でも大丈夫ですから！」

　アミアスがそう言って、余計なことを言ったことに気づき、口を押さえる。でも、時すでに遅し。バッカスの目が血走り、わなわなと震え始めた。

「……あ、汗でもオッケーだと？　つまりなんだ。なめるとか言うのか？　汗を。たとえば、この辺にかいちゃった汗等を」

　バッカスは、なんだか湿った己の胸を呆ぼう然ぜんとした顔で指さした。

「な、等ってなんですか？　“〝等”〟って。汗だけだって言ってるのに……」

「みなまで言わすナァ！」

　バッカスは嬉き々きとして叫び、二人の肩に手を回した。

「天使か？　おまえたち……」

「なんでもないです！　忘れてくださいっ！」

「まあ、“〝等”〟はほっとくとして。かくよ。汗なら。ほら、なんぼでも！」

　ふんぬッ！　と叫ぶと、汗が飛び散った。その汗がカリンのケーキにかかる。カリンの顔が怒りでゆがみ、思い切りバッカスを蹴けり上げた。

「うわだッ！」

　死ね、変態、生まれてくんな、と、目をつり上げて小さい声でぶつぶつとカリンが罵ののしり蹴る中、バッカスは恍こう惚こつに顔をゆがめながら、ほら今だこのオレの汗をなめろなめるんだ今なめるんだと騒ぎ立て、ダルシニとアミアスは泣きそうな顔で後じさるのだった。



　そしてサンドリオンは、ひとり浮かない顔で酒を飲んでいた。隣でそんな騒ぎを楽しげに見つめていたナルシスが、友人の様子に気づき、声をかける。

「どうした？　浮かん顔じゃないか」

「ん？　ああ……」

　そう言ってサンドリオンは杯を干す。だが、ちっとも酔えない。フィリップ三世にノートを渡しに来た女のことが気になってしかたない。

　その女は、捕縛されて馬車に乗せられたのだが……、護送の最中、まるで霞かすみのように消え失うせたという。警護にあたっていた騎士は、路地裏で死体となって発見された。

　フィリップ三世の懸命の捜査にもかかわらず、女の消息はようとしてしれなかった。

　間違いない。

　そのノワール黒と名乗る女は、カリーヌだ。

　どうしても解せない。なぜエスターシュを裏切り、自分たちを救ったのか？

　そのことを考えると、酒の味を感じることすらできなかった。

「あの女のことか？」

　ナルシスの問いに、こくりとサンドリオンはうなずいた。

「忘れろ。あのノートにだって、その名前は載ってなかったんだろ？　恐ろしい女だったんだろうが、エスターシュが失脚した今、ボクたちにちょっかいをかけることももうあるまいよ」

　そう。

　フィリップ三世に手渡されたノートには、カリーヌのことは一行たりとも載っていなかった。己の記述は避けたのだろう。

　まあ、それはいい。

　でも、どうしてエスターシュを裏切った？

　なぜ、自分たちを助けた？

「そんなに悩むな。まあ、今は目の前の雲が晴れたことをよしとしようぜ。なに、用事があるんなら、向こうからやってくるだろうさ」

　サンドリオンは、ふぅ、とため息をついた。

「そうだな」

　ナルシスの言う通りだ。

　そんなことを考えてもキリがない。どうせ、おれにはわからないことだ。わかったところで、どうにもならない。また会うことがあるならば、捕まえる。そして、罪を贖あがなわせる。それだけをすればいい。

　目の前では、カリンがバッカスやダルシニたちと大騒ぎを続けている。そんな姿を見ていると、不意に頬ほおが緩む。

　不思議なヤツだな、と思う。吸血鬼とも、あんなに仲良くなっちまうなんて。とにかくあいつには人を惹ひきつける何かがある。あいつの吹かせる風は、厳しく鋭いが、どこか優しい。あの吸血鬼も、やんちゃなお姫さまも、あいつのそんなところに参っているんだろう。そしてたぶん、おれも……。

　そんなカリンを見ていると、徐々に酒の味が戻ってきた。サンドリオンは杯をかたむけた。



　宴会は、十二時を回る頃ころにお開きになった。酔いつぶれたバッカスを抱えてナルシスが部屋を出て行くと、やっとのことで部屋に静寂が戻る。

　ダルシニとアミアスは、居酒屋から借りてきた食器を返しに行った。

　部屋の片付けを始めたカリンに、サンドリオンが言った。

「“〝騎士”〟就任おめでとう」

　カリンは頬が熱くなった。誰だれよりも、サンドリオンにそう言ってもらえることが嬉うれしかった。

「こ、これでお前も認めるな？　ぼくが一人前だって」

「ああ」

　と、言ったあと、サンドリオンは言葉を続けた。

「だがな、まだまだ学ばねばならないことは多いぞ。あんまり調子にのるなよ」

　そう言われて、カリンは頬ほおをふくらませた。

　なによ。一言多いのよ。

「さてと、明日にはさっそく部屋探しをしなくちゃな」

「え？」

　と、カリンはきょとんとした。

「え？　じゃないよ。お前の部屋だ。晴れて騎士になったんだ、俸給だって出る。これで部屋が借りられるぞ。よかったな」

　そうだった。

　カリンは、こくり、とうなずいた。



　妖よう魔まのダルシニたちは夜通し起きているので、居間をとられてしまった。カリンはサンドリオンの寝室で寝ることになった。

　サンドリオンは早々にベッドに入り込むと、寝息を立て始める。その隣に藁わら束たばを敷き、毛布をかぶったカリンはなかなか寝付けなかった。

　やっとのことで騎士になれたというのに、なぜか心は弾まない。

　その理由に気づく。

　わたし、サンドリオンと離れるのがイヤなんだ。カリンは身体からだを起こすと、サンドリオンを見つめた。

　サンドリオンは、壁を向いているので、背中がよく見えた。あのとき、サンドリオンが空から降ってこなかったら、自分は炎に焼かれて命を落としていた。

　幼い頃ころ、深い大きな縦穴から、自分を救い出してくれた騎士は、勇気の出るおまじないを教えてくれた。でも、もう、そのおまじないは必要ない。

　なぜなら、こいつがいるから。

　杖つえをとっては一流の使い手。

　鬼人のように、“〝ブレイド”〟を操る名手。

　そして、未いまだに昔の恋人を引きずる、情けない男……。

　“〝わたし……、まだこいつに何も教えてもらっていない”〟

　カリンは深呼吸すると、気持ちを落ち着けた。そして、ゆっくりと立ち上がる。

「なあサンドリオン」

「……むにゃ。なんだ？」

「ぼく、ここにいてもいいか？　あ、あのだな！　その……、俸給をもらえるといっても安いし。買わなきゃいけないものもたくさんあるし。ほら鞍くらとか。杖だって新調しなくちゃいけない。それに、それに……」

　そのあとは言葉にならなかった。なんだか感極まって、涙が出てきたのである。短い間だが、この部屋にはもう、様々な思い出が詰まっている。

　そして、この目の前の男とも……。

「……んむ、いいよ」

「ほんとか？」

　そう身を乗り出した、カリンの手が、ぎゅっとつかまれた。そのままベッドに引きずり込まれる。

「んなっ！　お前、また寝ぼけて……」

　サンドリオンはカリンの顎あごをつかむと、引き寄せた。カリンの頭に血が上る。こいつは！　わたしがどんだけの想おもいで今の言葉を発したと思ってるんだろうか？

　それなのに寝ぼけてまた昔の恋人と間違えて！

　さすがにこりゃ殴るしかないと思い、拳こぶしを振り上げた。

　だが、違った。いつものように唇を重ねるかわりに、サンドリオンは間近に迫るカリンの顔めがけてこう言ったのである。

「……むにゃ。バカ野郎。いいから下がってろ。お前はまだ未熟なんだから……」

「え？」

「カリン」

　はっきりと、サンドリオンはその言葉を口にする。カリンの頬ほおが染まった。こいつ、今はわたしの夢を……。今まで、一度だって自分の名前を呼んだことなどなかったのに。

　それがもちろん、恋とかそういうのじゃないことはわかっている。だってこいつ、わたしが女だって知らないし。

　でも、今はそれで十分だった。

　そして、何がなんだかわからなくなった。どうして自分がそう思うのか？　と思う間もなく胸が震えた。

　騎士就任祝いだから、と言い訳した。

　今日は飲みすぎて、わけがわからなくなってるからしょうがない、と自分に言い聞かせた。

　もちろん、恋なんかじゃない。

　愛じゃない。

　でも、そうしたいと思う自分がいたから。

　カリンはサンドリオンの頬を両手で優しくつかむと、引き寄せて唇をつなげた。カリンの心の中を、優しく幸せななにかが満ちていく。

　そんな夢うつつのような時間の中、カリンは冷静な部分で決めた。

　明日になったら……。

　寝ぼけていようがなんだろうが、お前は「ここにいてもいい」って言った、と言い張ろうと。



    

  
    
      
あとがき



　烈か風ぜの騎士姫二巻いかがだったでしょうか！　ヤマグチです。

　今回はサンドリオンにスポットが当たった巻になってます。もう、どんだけ情けないのよってぐらいサンドリオンは情けないですが、男ってのはほんとに情けないです。

　男の恋はよく上書き保存とか言われますが、まあぼくはあんまりそんなこともないのですが、一般にはそう言われています。具体的にいうとね、忘れられないの。心のポッケに入っちゃってるの。昔の恋が。ずっしりと。しかも時がたつにつれ、美化って魔法までかかってしまうの。だから、ためしに知人に昔の恋を聞いてみてください。どんだけドラマチックになってるか。もう、仕草のひとつひとつが、映画のワンシーンぐらいになってるから。うそだべってぐらいに。

　でもね、それは偽りなんです。やっぱりね、“〝今”〟がすべてなんです。今あるものを見ないと、人間……、いや男は、過去に縛られた囚人になってしまう。

　サンドリオンは、心にかぶった灰過去を払えるのでしょうか？

　やばい。ここまで書いたはいいけどキモいです。キモい注意報がでてる。ぴこーん。過去に縛られた囚人とか素面しらふで書いちゃってる。

　ああ！　ここで担当さんより「ツイッターの気持ちで書け」命令が出ました！　遠まわしの面白くないですね？　泣けばいいのに。

　あとがき書いてるなう！　ぼくのツイッターアカウント書いておきます。フォローお願いします。「hexagonzero」です。よろしくです。



　さてと、今回も困難なスケジュールですばらしい挿絵を描いてくださった兎うさ塚つかさんありがとうございます。エスターシュの顔がそれっぽくていいです。悪役面！

　担当のＳさん、胃は大丈夫でしょうか。ほんとすいません。次こそは胃袋に負担をかけたくない。ぼくは胃腸薬のような作家でありたい。

　そして読者のみなさん、ありがとうございます！　三巻も面白くします！
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